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辣腕海運王は政略妻を容赦なく抱き愛でる【極上四天王シリーズ】










一、経営危機と政略結婚




「上うえ原はらさん、手が空いたら社長室へ来てほしいと満みつ島しまさんから連絡があったわ」

　チェックインカウンターで先ほどのお客様の入力を済ませたところへ、休憩に入ったばかりの森もり本もと課長がバックヤードから現れて私の横に立つ。

　満島さんというのは社長秘書の男性だ。

「呼ばれるなんて今までになかったわよね。ここはいいから早く行ってきて」

　三十代半ばの森本課長はきびきびとした女性で、フロント業務を統括している。

「ありがとうございます。すみません。少し席をはずします」

　森本課長に断りその場を離れて、美しく飾られたいくつかのクリスマスツリーの横を通り別館の本社へ向かう。三日後はクリスマスイブだ。

　ここは『ホテルクレストピア高たか輪なわ』。私、上原和泉いずみはフロント業務のアルバイトをしている。現在、私立女子大学の経営学部四年生で、来年三月に卒業する二十二歳。

　就職はここ高輪に加え千ち葉ば、静しず岡おか、グアムにホテルを持つ、クレストピアグループ本社のサービス部門に内定している。

　取締役社長を務める父の役に立ちたいと、大学生になってからこのホテルのいろいろな部署でアルバイトをしてきた。

　社長室に呼ばれるなんて、いったいなんの用なんだろう……？

　四年近くアルバイトをしてきて初めてのことだ。

　大学の入学祝いに両親からプレゼントされた腕時計で時間を確かめると、現在は十五時過ぎ。

　大学は冬休み期間なので、十三時から二十一時までフロントで働いている。

　今朝、父と朝食の際に顔を合わせたときはなにも言っていなかったし、ミスをした覚えもないので呼ばれる理由が思いつかない。

　オフィスである隣の建物に歩を進め、エレベーターに乗り込んで最上階である七階のボタンを押す。

　ホテルの方は十二階建てで、上昇するガラス張りのエレベーターからは眼下に美しい日本庭園が望めるが、こちらは窓のない無機質な庫内なので見ることはできない。

　大きな鏡に映る自らの全身をチェックしながら、紺色のブレザーとタイトスカートの制服の身だしなみを整える。

　肩甲骨より少し長い生まれつきブラウンの髪は、うしろでひとつに三つ編みをしている。

　鏡に映る顔は無意識に眉根を寄せていた。目はくっきりアーモンド形の二重で、鼻筋も通っている。友人からは美人だと言われるが、私にはそう思えないのは、唇がぽってりしていて、どこか少しアンバランスに感じられるせいかもしれない。

　アルバイトがないときはすっぴんだが、フロント業務中はきちんとして見えるようナチュラルにメイクを施している。

　エレベーターが七階の最上階に到着した。

　ここは重役フロア。初めて踏み入れた階なのでキョロキョロしながら社長室を探す。

　重役フロアにもホテルと同様、モスグリーンの絨毯が敷かれている。ほかの階はリノリウムの床だ。

　シンと静まり返る中、おそるおそる廊下を進み、突きあたりで社長室のプレートがかかっているドアを発見した。

　ノックするとすぐに、秘書の満島さんが現れる。

「満島さん、おつかれさまです」

　わが家はホテルから車で二十分ほどのところの渋しぶ谷や区にあり、父は運転手つきの社長専用車で通勤している。たまに満島さんが父を送り届けることもあり、私は小さい頃から顔を合わせている。おそらく今は四十代で、とてもまじめな男性だ。

「和泉さん、おつかれさまです。お待ちしていますよ」

　社長室は、満島さんのいる秘書の部屋の先にあるようだ。

　満島さんは体を横にずらして私を促す。

「あの、なにか聞いていますか？」

　呼ばれるのが初めてなので、嫌な予感しかない。

「いいえ。先ほどから上機嫌なので、そんな困惑した顔にならなくても大丈夫かと」

　上機嫌……。

　父は普段から気難しい性格で、自宅でも上機嫌なところを久しく見ていない。

　満島さんの言葉に背中を押され、コクッとうなずいてから社長室のドアをノックした。

「どうぞ」

　中から父の声がして、私はドアを開けた。

「失礼します」

　入室すると、父はプレジデントデスクから離れてこちらへ来るところだった。

「和泉、呼び出してすまない。そこに掛けなさい」

　応接セットの黒革のソファを示され、三人掛けの方に座り、父は斜め前のひとり掛けに腰を下ろした。

　父は六十歳になったばかりで、私が二十二歳なので第一子を持った年齢にしては遅い方だ。母とは私が六歳のとき離婚している。その二年後に現在の継けい母ぼ、久く美みさんと再婚し、子どもをふたり授かった。

　腹違いの妹、香か織おりは十四歳で中学二年生、弟の櫂かいは十二歳で小学六年生。

　いずれ櫂に父の後を継いでもらうのが父の夢であるのは知っている。父は昔気質の人で、経営の舵取りは男性がするものという考えだ。だから私がどんなにがんばっても、父の後は継げないだろうし期待もされていない。

　でもこの業界が好きだし、父のことも尊敬しているから、櫂が一人前になるまで父を支えていけたらと思っている。

「呼ばれるなんて初めてだから驚きました」

「初めてだったか。和泉のホテルでの働きぶりは、いつも褒められているよ。和泉のような娘がいて、私は鼻が高い」

　父から面と向かって褒められるなんて滅多にないので、呆気に取られる。

「和泉、これに目を通してくれないか」

　父からファイルを差し出され、受け取って開く。

　それは今年度の途中までの収支決算書だった。

「私がこれを見てもいいの……？」

「ああ。うちの現状を把握してもらいたい」

　これは私がホテルの経営に携わる最初の一歩だと思っていいの？

　父に期待をされているのだと、にわかに心が浮き立ってくる。

　その気持ちを抑えて書類に視線を落とし、羅列した項目や金額を確認していくが、しだいに当惑してくる。

　収入に対し、支出がものすごく多い。つまりクレストピアグループは赤字企業だとわかる。

「これは……本当に？」

　経営はうまくいっていると思っていた。

　各銀行から融資を受けているが、焼け石に水の状態。そればかりか返済金利が負担になっている。

「お前ももう大学卒業だ。うちのホテルの立て直しを担う一員になる。それを見てわかる通り、状況はかなり逼ひっ迫ぱくしている」

「うちはつぶれるの……？」

　海辺に建つ千葉や静岡のホテルは、夏場はいいがそのほかの時季は思わしくないし、高輪に至っては、売上は下がり続けているが、税金や日本庭園に費やす維持費がものすごい金額だ。

　グアムの集客は一年を通して安定的だが、収入が抜きん出ていいわけではない。

　不安がよぎって、父を見つめる。

　こんな状況について話そうとしていたのに、満島さんは父の機嫌がいいと言っていた。たしかに目の前の顔は、苦慮しているようには見えない。

「赤字経営が続いていて、このままでは融資継続が危ない。これまでも人件費や無駄な費用の削減など、内部改革を実行してはきたが」

　新年度の新入社員も三十名の入社が決まっており、まさかそこまで危機的状況だとは想像もしていなかった。

「そこでお前の力を借りたい」

「え……？　私の力？　私なんてなんの力も持っていないわ」

　意味がわからず戸惑うばかりだ。

「お前に縁談話がきている」

「ええっ？　え、縁談話？」

　ギョッとなり目を見開いた。

「言わば、政略結婚だ。相手は世界の海運業界でもトップクラスの『才さい賀がホールディングス』の御曹司だ。彼との結婚を条件に、わが社に融資をしてくれる」

「そんな……私はまだ二十二歳よ？　働きたいし結婚なんて……」

「好きな男などいないんだろう？」

　女子高、女子大と進み、大学生活は授業とアルバイトばかりで、今まで個人的に男性と交際したことはない。中学生のときに、グループで遊園地やボウリングなどで遊んだくらいだ。

「それはそうだけど……」

「お前の結婚がわが社を助けるんだ。ついては、来年の一月中旬から豪華客船のツアーに参加し、御曹司と仲よくなってほしい」

　豪華客船のツアー？　御曹司と仲よくなってほしい……？

　まさか、洋上でお見合いってことなの？

「和泉のわがホテルへかける熱は十分承知している。どうかクレストピアグループのために、見合いをしてほしい」

「お父さん……」

「和泉の肩にかかっている。業績を確認しただろう？　援助がなければそう長くない将来、倒産してしまうかもしれない」

　クレストピアグループがつぶれる……。

「話は以上だ。これは御曹司の写真だ。持っていって後で見なさい。驚くほどいい男だぞ」

　がくぜんとしている私の手に、父が白い封筒を握らせた。

　社長室を出て、すぐ近くのデスクで電話中の満島さんに会釈をし、重役フロアを後にした。

　エレベーターに乗り込み、機械的に一階のボタンを押す。頭の中は整理がつかない状態で、手の中の白い封筒へ視線を落とす。

　どんな人なのか、衝動的に見てみたいと思った。

　でも会う前に顔を見たら、人柄に先入観を持ってしまいそう。

　父は是が非でもお見合いを進めたいのだから、〝驚くほどいい男〟という説明はあてにならない。

　先入観にとらわれないように、写真は見ない方がいいのかもしれない。

　フロントに戻る前に、バックヤードの自分のロッカーへ行き、写真の入った封筒をしまって鍵をかけた。




　渋谷区の自宅へ戻ったのは二十一時三十分を過ぎた頃。

　仕事中は考えないようにしていたが、帰宅中の電車の中や自宅までの徒歩ではお見合いの件が頭の中を占めていた。

　この辺では一番大きな二階建ての自宅の玄関へと入ったところで、櫂が待っていた。

　外は寒くて、玄関の暖かさにホッとする。

「和泉姉ちゃん、おかえり。待っていたんだよ」

　櫂が手に持っているのは算数の問題集だ。それを私の顔の前にどんと持ってくる。

「ただいま。私じゃなくても、香織が教えられるでしょう？」

　紺色のチェスターコートのボタンをはずし、パンプスを脱ぐ。

「香織姉ちゃんはすぐ怒るし、教えるのが下手なんだ。それによく間違えるし」

　ふたりは二歳しか離れていないからか、頻繁に口ゲンカをする。

　そこへ継母が現れた。かつて父の秘書だった久美さんは四十代前半で、細身の綺き麗れいな人だ。

「和泉、おかえりなさい。寒かったでしょう、お夕食温めているわ」

　私が八歳の頃に父は久美さんと再婚した。生みの母は不倫した揚げ句、離婚した一年後に交際相手の男性と一緒に交通事故で亡くなった。父と実母は政略結婚だった。

　実母の死後、多忙な父はそばで働いていた秘書の久美さんと結婚を考えるようになったと聞いている。

　母娘としての関係は良好で、彼女が産んだ香織や櫂と分け隔てなく育ててくれた。

「ただいま。うん。さすがクリスマス前ね、雪でも降りそうなくらい寒かったわ」

　継母は縁談話を知っているのだろうか。表情からは読み取れない。

「櫂、お姉ちゃんは帰ってきたばかりなんだから、もう少し後にしなさい」

「う……うん」

　母親にたしなめられ、櫂は口もとをゆがませる。

「食べながら見てあげるからちょっと待っててね」

「和泉姉ちゃん、ありがとう！」

　櫂は好奇心旺盛な子で、わからない問題があればすぐに聞かないと気が済まず、向上心があるので頭もいい。

　来年三月の小学校卒業を前に、難関の私立中学校の受験を控えている。

　私は十歳下のかわいい弟にメロメロである。

　コートを脱ぎながらリビングに入り、ソファの背に置いてから洗面所へ行く。うがい手洗いを済ませて戻ると、香織が二階から下りてきていた。

「お姉ちゃん、おかえり～」

「ただいま」

　彼女は母のいる対面式システムキッチンへと歩を進めた。

　香織は公立の中学校に進んでおり、バスケットボール部のレギュラーでがんばっている。髪はショートで、身長も百六十二センチの私よりもすでに五センチ高い。

　ひとり分のプレースマットと箸が置かれているテーブルの隣の席には、櫂が座って待っている。

　いつまでこんなふうに懐いてくれるんだろうかと思う。思春期になって、大きくなればそっけなくなるかもしれない。

　ハンバーグにサラダが添えられたひと皿とご飯、お味噌汁を継母が運び並べる。

「おいしそう。いただきます」

　両手を合わせてから箸を手にして、動きを止めた。

「あ、お父さんは？」

　キッチンへ戻りかける継母に尋ねる。

「今日は遅くなるそうよ。温かいうちに食べてね」

「う、うん」

　継母の様子では縁談話はまだ知らなそうだ。

　離れていく継母のうしろ姿を見ていると、セーターの袖がくいくいと引っ張られた。

「和泉姉ちゃん、この解き方なんだけどさ」

「あ、そうだったね」

　味噌汁を口にしながら横に置いたテキストを見ると、櫂が問題のところを指さした。

　そこへ牛乳の入ったカップを持った香織が通り過ぎて、ソファに座る。

「お姉ちゃん、櫂なんてほっといて先に食べた方がいいよ。櫂、お姉ちゃんは疲れているんだからね」

「香織姉ちゃんに聞いてもわからないし」

　櫂がムッとした顔で言い返す。

「私はふっつーの公立中学校だから、下手に教えない方がいいのよ」

　意味のわからない返しに、私は苦笑いを浮かべる。

「ふ～ん、香織姉ちゃんは勉強苦手だもんね」

「私はバスケットボールがあるから、勉強が苦手でもいいの！　櫂なんて私のボール受けられないでしょ」

　いつもこうして弟がバカにするから、姉も意固地になってケンカになるのだ。

「ほらほらふたりとも。和泉が食べられないじゃない」

　キッチンから戻ってきた継母があきれたようにふたりをたしなめた。




　食事をしつつ櫂に解き方を教えた後、お風呂に向かった。

　さっきまでは縁談話の件を忘れていられたが、ひとりになって湯船に浸かりながら思い出して重いため息が漏れる。

　クレストピアグループは、櫂のためにも絶対守ってあげたいと思う。

　けれど……私はまだ恋愛をしたことがない。お見合い相手を好きになれるのだろうか。誰かを愛したことがないまま、その相手と結婚し、幸せな結婚生活を送れるのだろうか……。実母のことを考えても、政略結婚だったから夫を愛せなくて不倫に至ったのだろう。血を引いている私もそうなったらどうしよう……。

　バスタブの縁に置いた両腕に頬をのせ、しばらく考えていたが答えは出せなかった。




　クリスマスはアルバイトばかりで、恋人たちのイベントは過ぎていった。

　クリスマスイブに素敵なホテルでロマンティックに過ごす恋人たちは大勢いるはずなのに、うちのホテルの部屋は三分の二しか埋まらなかった。

　私なりに理由を分析してみると、湾岸エリアで海が見えるとか高層のホテルで夜景が望めるといったホテルが人気で、うちは日本庭園の和風なのでクリスマスの雰囲気がないのだと考えた。

　正月は外国人観光客の予約は入っているが、日本人の予約がもっと欲しいところだ。

　私だったら、集客のために日本庭園のイルミネーションやライトアップ、ＳＮＳ映えするアフタヌーンティー、夏のプールももっとおしゃれにする企画を考える。

　これらは人気のあるホテルではすでにやっていることで、正直うちは出遅れている。

「だけど……あれだけの敷地にライトアップやイルミネーションなんて、設備費、電気代が高額だろうな」

　それにはやはり政略結婚をして援助してもらい、クレストピアグループを立て直さなくてはならない。

「はぁ～」

　ため息をついたとき、ポンと肩が叩かれた。

「遅くなってごめーん。なになに？　ため息ついてどうしたの？」

　親友の今いま井い尚なお子こが目の前の椅子に座り、手に持っていた泡たっぷりのカフェラテのカップをテーブルに置く。

　アルバイトのない二十六日の正午、友人たちと会うために恵え比び寿す駅近くのコーヒーショップで待ち合わせをしていた。

「いろいろあって……。あれ？　明あ日す香かは？　一緒に来ると思ったんだけど」

　私は半分に減ったココアを口にする。

「もーう、スマホ見てないでしょ。寝坊したから遅れるって」

　尚子はあきれた顔になる。

　私たちは高校から一緒で、仲のいい友人だ。

「明日香の寝坊は今に始まったことじゃないね」

　彼女は寝るのが大好きと豪語するだけあって、頻繁に寝坊する。

　バッグからスマホを取り出して、明日香のメッセージを確認した。

「それよりもさ、〝いろいろあって〟って、大丈夫？」

「う……ん……。明日香が来たら話してもいい？」

　尚子はダークブラウンに染めたボブの髪を払ってうなずく。彼女は四月から商社勤めで丸まるの内うちＯＬになる。

　一方――。

「ごーめーん！　和泉、尚子、すまないっ」

　緑と金色の混ざったショートへアの神かみ代しろ明日香が、両手を合わせてテーブルの横にやって来た。

　百七十センチある細身の明日香は、アパレルメーカーに内定が決まった後、私と同じくらいの長さの髪をカットして染めたのだ。派手な色がよく似合っている。

　目の前に座った彼女に尚子が笑う。

「もうっ、ねぼすけっ。就職したらちゃんと行けるのか心配よ。ひとり暮らしするんでしょ？」

「ねぼすけって、死語じゃない？」

　尚子の言葉に明日香は肩をすくめて、彼女の隣に腰を下ろす。そして私にニコッと笑う。

「和泉にモーニングコールしてもらおうかな」

「私じゃなくて、和泉にっ？」

「そりゃそうでしょ。物事にきっちりしていて、学校はもちろん友達との待ち合わせにも遅刻しない品行方正なんだから」

　明日香は私に「ねっ」と同意を求める。

　彼女のためならモーニングコールくらいなんでもない。けれど、今は自分のことに精いっぱいですんなりうなずけない。

「ん？　和泉、どうした？　冗談だよ？　そんな顔をしなくても……」

　真顔になった明日香は首をかしげる。代わりに口を開いたのは尚子だ。

「なんか、いろいろあったみたいよ？　明日香が来たら話すって言ってたから」

「そうなの？　聞くよ、聞くよ。その前にちょっと待って。飲み物買ってくるわ」

　私は心配そうなふたりに申し訳なくて、小さく微笑んだ。

　明日香は遅れたお詫びにと、カフェラテを三つ持ってきた。

「ありがとう」

　大きなサイズのカップは、話をじっくり聞くよという気持ちなのだろう。

「和泉、話してみて」

　尚子に促され、私はコクッとうなずく。

「実は、ふたりだから言うけれど……お父さんの会社がピンチなの」

「ええっ!?」

　前に座るふたりは驚き、食い入るように見つめる。

「本当に……？」

「それは一大事よ」

　尚子と明日香は眉根を寄せる。

「この前、収支決済書を見せられたの。かなりの赤字企業だった。それで、どうにかするために、お父さんから縁談を勧められたの」

「縁談を？　それって、もしかして政略結婚しろってこと？」

　尚子が尋ねる。

「そう。その企業から多額の融資を受けて、クレストピアグループを立て直すために。しかもお見合い場所は約一カ月間の豪華客船なの」

「どういうこと？　豪華客船って！　ていうか、いくら娘だからって、そんな勝手な話ないわ！」

　明日香が両手に握りこぶしをつくる。憤りをこらえているようだ。

　親身になってくれるふたりの気持ちがありがたい。

「一カ月も……そんな長くだなんて……。相手はどんな人なの？」

　尚子に私は首を横に振る。

「封筒に入った写真をお父さんからもらったけれど、見ていないの。実際に顔を知ったら怖気づいてしまうから」

「そう言うってことは、縁談を受けるって決めたのね？」

「和泉！」

　冷静さを失わない尚子と反対に、明日香はさらに激怒していて、周りの客に一瞬注目されてしまった。

「明日香、しーっ。熱くならない」

　尚子が顔の前で指一本を立ててたしなめる。

「ごめん……」

　謝る明日香に、私は小さく笑みを浮かべる。

「ううん。ふたりの反応を見たら、政略結婚なんて今どき時代遅れだし、恋愛は自由にするべきだって思ったわ」

「じゃあ、断るのね？」

　愁眉を開いた尚子がテーブルに腕を置いて身を乗り出し、明日香も期待の目で見つめてくる。

　ふたりの顔に視線を動かしてから、首を左右に振った。

「え？」

　彼女たちはいっせいにキョトンとなる。

「私の母は浮気をして出ていって、その揚げ句事故で亡くなったのは知っているよね？　でもその後育ててくれたお母さんのことは大好きだし、香織や櫂は本当にかわいい。私は家族を心から大事に思っているの。将来は櫂にクレストピアグループを担ってもらいたい。だから、どうにか赤字を脱却したいの」

「ちょっと！　政略結婚をするって言っているの？」

　明日香が困惑し、尚子へも顔を向ける。

「政略結婚だって、もしかしたら幸せになれるかもしれない。ふたりが味方でいてくれるんだもの、なんだって怖くないわ。本当に受け入れられない人だったら考える。そのときは相談に乗ってくれる？」

「……そっか。和泉らしい。今までホテルでバイトしていたのも、櫂くんが後を継ぐまでホテルを盛り立てていきたい一心だったものね」

　尚子が神妙な面持ちでうなずいた。

「相談に乗ってくれる？なんて聞いて、水くさいな。私たち親友じゃん。和泉が困っているときは助けたい。私、ひとり暮らしするし、行くところがなかったら転がり込んで」

　明日香がポンと自分の胸を叩く。

「なにかあったら私にも手伝わせてね」

　尚子も体の前で両手を握りしめて、〝がんばれ〟のポーズをつくる。

「ふたりともありがとう。心強いわ」

　前向きに考えて、政略結婚の相手と会ってみよう。合わないと思ったら父に気持ちを打ち明けて、それで勘当されることにでもなっても彼女たちがいてくれる。

「じゃあ、ショッピングモールでぶらぶらして、それからご飯に行きますかっ」

　明日香の提案に私たちは賛成して、コーヒーショップを後にした。










二、ラグジュアリーなクルーズ船でのお見合い




　年が明けた一月中旬の金曜日。自宅からタクシーに乗って、豪華客船が停泊しているという横よこ浜はまの大おおさん橋ばしへ向かった。

　ひとりになって、昨晩の継母との会話を思い出す。

『和泉、会社のために自分を犠牲にする必要はないのよ？』

　父の考えに継母は反対し、異議の申し立てもしてくれた。けれど、父は考えを曲げる人ではないので、継母の意見は聞き入れてはくれなかった。

　私の気持ちを考えてくれる継母に感謝をしつつも、この縁談で会社が助かるのならと覚悟を決めた。

　人生は長いんだから、万が一、結婚生活が失敗してもいくらでもやり直せると、前向きな気持ちでいる。

　これから豪華客船で縁談相手に会うので、今は緊張感でずっと心臓はドキドキしていて落ち着かない気分だ。

　縁談相手の写真はシュレッダーにかけてしまったので、どんな人かまったくわからない。

　相手の名前は才賀巧たくみさん。父が何度もうれしそうに話すのは、世界の海運業界でもトップクラスの才賀ホールディングスの御曹司だということ。

　海運業なんて畑違いでどんな職種なのか気になったが、才賀さんの写真を目にする可能性を考えてネットなどでも確認しなかった。

　彼が私に会いに来るから、部屋で待つようにと父から言われている。

　旅は横浜を出港し、サイパン、オーストラリアのケアンズ、シドニーと巡りグアムへ、そして横浜へ帰港する二十六日間の行程。ここへ戻るのは二月上旬の終わり頃だ。

　このお見合いは一度会うだけのものではない。一カ月近く、顔を会わせなくてはならないのだ。普通とは違う。

　豪華客船でゆったりとした時間を過ごし、寄港する都市で観光してお互いのことを知っていければ、政略的な結婚だとしても先に進みやすいのではないかというのが父の意向らしい。

　実は私自身にも目的があって、グアムにあるクレストピアグループのホテルを視察してみたい。ほかのホテルも巡って比較したいのだ。

　はぁ～緊張しちゃうな……。

　男性と付き合ったことがないので、未知の領域である。もちろん部屋は別だけれど、一緒にいる時間は長いものになるだろう。

　横浜のビル群や赤レンガ倉庫とともに、大きなクルーズ船が見えてきた。

　みなとみらいや横浜中華街へは何度か尚子と明日香で遊びに来たことがあるが、そのときには停泊していなかった白いクルーズ船が目に入って、心臓がドクンと一度打った。

　才賀さんに会う時間が近づいてきている。

　国こく際さい客きゃく船せんターミナルにタクシーが止まり、料金の支払いを済ませて外へ出た。運転手がトランクから出してくれたキャリーケース二個をゴロゴロと引きながら、クルーズ船の受付ブースに近づく。

　辺りにはたくさんの渡航客がいる。

　見た感じ、仕事を退職した老齢の夫婦が多いだろうか。壮年の女性同士はこれからの旅行に浮き立って話をしていて楽しそうだ。

　私の年齢層は若干見かけるが両親同伴のよう。

　二十代後半から三十代くらいに見える女性たちが意外と多いのに驚く。男性とのカップルもいる。

　クルーズ船の旅は時間とお金に余裕がなければなかなか参加できないと思っていたが、そうでもないのだろうか。

　実際の旅行費は父から聞かされていないから、なんとも言えないけれど。

　父からは、このお見合いにクレストピアグループの命運がかかっているのだからがんばってくるんだと、強い圧をかけられた。

　どこかに才賀さんがいるかもしれない……。

　年齢は三十二歳。それくらいの男性は近くには見あたらなかった。

　今さらながら写真を見ておけばよかったと少し思った。

　受付ブースでキャリーケースを預けてパスポートを提示する。

　スタッフの確認が済むと、クルーズ参加証や行程表、部屋のカードキーなどが入ったビニールポーチを受け取った。

「出国手続き後、スタッフが船上へご案内させていただきます。素敵な旅をお楽しみください」

　船内のスタッフは主に日本人だと案内には書かれてあった。会話は英語かもしれないと思っていたので少しホッとしたけれど、英会話についてはホテルウーマンになるにあたり必須だったため、不自由しない程度には習得している。

「ありがとうございます」

　スタッフに誘導されて保安検査場へ歩を進め、出国手続きをした。

　そして晴れて乗船となる。

　寒いが甲板にはすでに乗り込んでいる乗客が出ていて、見送りの人たちへ手を振ったりしている。

　これから向かう国は半袖で過ごせるので、往路のみコートが必要なだけになる。

　乗船後、入ったところの４デッキにレセプション――つまり受付カウンターがあり、待機していたスタッフにクルーズ参加証を見せると、案内板で部屋への行き方を教えられた。

　初めて足を踏み入れる船内は最高級のホテルみたいだ。

　乗客用の個室があるのは７デッキから10デッキまでで、数字が大きいほど上階で景色がよく、さらには広くてラグジュアリーな造りになっているらしい。

　私の部屋は10デッキ。ということはかなりの金額だろう。

　こんなに投資をして、果たしてお見合いは成功するのか不安になってくる。

　エレベーターに乗り込み、10デッキで降りて船の後方へ向かう。ロイヤルブルーの絨毯が綺麗だ。

　調べたところによると、船内にはレストランがいくつもあり、劇場や映画館、ジムにプールが二カ所にスパなどもある。一日中飽きることなく楽しめそうだ。

　飛行機で海外へ飛ぶのではなく、クルーズ船を選ぶ乗客たちにとっては、そういったものに興じるのが醍醐味なのだろう。

　廊下を挟んで両サイドにナンバープレートがかかったドアが並んでいて、自分の部屋番号１０３０を見つけ、カードキーでロックを解除した。

　室内へ入って開口一番「わぁ～」とうれしい声が出る。

　みなとみらいの景色が飛び込んできた。

　ベッドがふたつ鎮座し、反対側には三人掛けのロイヤルブルーとホワイトのストライプのラグジュアリーなソファがある。ベッドとソファの間には小さめのテーブルが置かれ、床から動かないようになっていた。海が荒れたとき家具が動かないように、止められているのだろう。

　窓の外にはデッキがあって、白の丸テーブルとパイプ椅子が二個用意されている。

　あそこに座って海を見るのも素敵ね。

　才賀さんはいつやって来るのだろうか。その考えが思い浮かぶと、胸がドキドキしてくる。

　腕時計へ視線を落とす。時刻は十三時三十分で、出航は十五時だ。

　廊下を挟んで反対側は国際客船ターミナルの方で、人々が見送る風景が部屋から見られるだろう。

　クリーム色のコートを脱いで、預けた荷物を待つ間、先に船内新聞をチェックしたり、セーフティーボックスの場所を確認したりして過ごす。そのうちに荷物が運ばれてきて、キャリーケースを床に広げて荷物の整理を始めることにした。

　一カ月近くこの部屋に滞在するので、荷物をすべて出して、クローゼットや戸棚の中へテキパキとしまう。

　キャリーケースも悪天候のときに転がらないようにクローゼットの中に入れた。

「ふぅ～これでよしっと。パッキングには時間がかかったけれど、出すのは早いね」

　前屈みだった体をまっすぐにしながら独り言ごちて、腕時計を見る。

　十四時三十分を回ったところだ。そろそろデッキに出て出航セレモニーを見たい。

　すぐには才賀さんも来ないよね？

　出航の雰囲気を味わおうと、コートを羽織りポケットにスマホとカードキーを入れて部屋を出た。

　乗客たちがいるデッキに出てみたら、周囲は見送りの人々で賑わっていた。乗客のうれしそうな表情を見て、これからいよいよ出航なのだと実感する。セレモニーのための正装した楽団なども見送りの中にいて、出航前の華やかさに目を見張る。

　セレモニーが始まり、今回の旅が特別なのかいつものことなのか、楽団の演奏が始まった。

　デッキにいたスタッフからピンクとブルーの紙テープを手渡される。

　クルーズ船のタラップの下辺りへ乗客たちが注目しているので、私もそちらへ視線を落とした。

　そこには、スーツを着た年配の男性と白い制服姿の男性が立っていた。白い制服姿の男性は船長のようで、花束を受け取っている。

　ふたりは固く握手を交わし、船長はその場を離れクルーズ船に乗り込んだようだ。

　その間、港に演奏が響き渡っていた。

　少ししてふいに離岸の汽笛が大きく鳴った。その音を合図に演奏は終了し、紙テープがあちこちから飛び始める。私も陸に向かって紙テープを投げた。

　飛び交うテープとともに、色とりどりの風船も空へ飛んでいく。

　とうとうこれからお見合いの旅が始まるのだ。

　出航を祝って、シャンパンがスタッフから振る舞われ、細長いグラスを口へ運びながら辺りに才賀さんらしき人がいないか見回す。

　ひとりでいる三十代前半の男性は見あたらないが、夫婦なのか恋人同士なのかカップルは数組見かけている。

　気づけばクルーズ船はしだいに横浜から離れていた。

　才賀さんが部屋に来るのではないかと思うと気が気でなく、船内を見学したい気持ちもあったが室内へ戻る。

　待っている間って、ほんと落ち着かない。

　ソファに腰を下ろし、チェックインしたときにもらったビニールポーチを開けて中身を出した。

　このクルーズ船には四百五十の客室があり、約九百人もの乗客を収容できる大きな船体だ。クルーは四百人以上乗っているようだ。

　ラグジュアリーなホテルが移動しているような感覚に陥る。

　食事は朝・昼・晩の三食自由で、そのほかにスイーツや軽食など食べられるレストランもある。

　各地への寄港当日には、船長主催のパーティーが一番大きなダイニングルームで開催されるそう。

　大学に入ってからはずっとホテルでアルバイトをしていたので、長期でゆっくりすることなどなく、こんな長い日数だと時間を持てあましそうだ。才賀さんと会う時間があるとはいえ、一日のうちの数時間だろうと思う。

　でも暇で困ることにはならなそう。船内では乗客を飽きさせないよう、さまざまなイベントが用意されているみたいだから。

　劇場では毎日ショーをやっており、最新の映画上映やヨガやフィットネスなどのカリキュラムもあり、スパでは別料金になるがエステもできる。

　手作りのアクセサリーや絵画の体験教室などもあるようだ。カジノでは初心者向けにゲームのやり方を教えてくれるらしく、いろいろな趣向に合わせて考えられている。

　とくにこれという興味はないが、目ぼしいものに参加してみたいと思う。クレストピアグループに入社したときに、その経験が役に立つかもしれない。政略結婚とはいえ、数年は働きたいと思っている。

　パラパラとリーフレットをめくっていると、さっそく今夜はウエルカムショーが劇場であるらしい。

　船内の情報を調べながら、実は内心、気もそぞろだ。

　出航しているんだから、いつ才賀さんが現れてもおかしくないよね……。

　落ち着かない気分でソファから立ち上がり、ドアを開けて廊下をキョロキョロするが、数人の老齢の男女がエレベーターホールに向かっているのが目に入っただけだ。

　デッキは寒いが、船内は半袖でもいいくらいに暖房が効いている。

　ドアをパタンと閉めてソファへ戻る。

「困ったな……」

　これではどこへも行けない。留守の間に才賀さんが来たら困るからだ。

　そういえば、彼が私の部屋番号を知っているってことは、もしかして才賀さんがこのクルーズの代金を支払ったのではないか。

　視線がふたつのダブルベッドに向き、ブルッと震える。

　まさか、同じ部屋を使うわけないよね。

　まったく見知らぬ男女を同室にさせてもいいとは、さすがに父が了承するはずないわ。それに同じ部屋だとしたら、すでにここに来ているはず。

　横浜を離れてから二時間が経っていた。

　私がこの豪華な部屋なのだから、才賀さんももちろん10デッキの部屋だろう。

　そうだわ！　レセプションで聞けばいいんだわ。入れ違いになったとしてもかまわない。

　そう思案し部屋を出ようしたとき、部屋の電話が鳴って心臓が跳ね上がる。

　もしかして才賀さん？

　ベッドサイドテーブルにある電話のところへ戻って、ドキドキしながら受話器を上げた。

「も、もしもし……」

《こんにちは、レセプションカウンターでございます。上原和泉様でお間違いありませんでしょうか？》

　女性の声に暴れた心臓は治まっていく。

「はい。上原和泉です」

《才賀様よりご伝言を承っております。お手数おかけしますが、こちらへいらしていただけますでしょうか？》

　伝言……？　どういうことなんだろう……？

「わかりました。これから向かいます」

　ちょうど行こうとしていたところだ。受話器を置くと、部屋を出てエレベーターで４デッキのレセプションへ向かった。

　レセプションカウンターには、エメラルドグリーンの制服に身を包んだ女性が数人いて、乗客の対応をしている。

「Have a nice trip!（旅行を楽しんでくださいね）　ご用件をお伺いいたします」

〝Have a nice trip!〟というのは、スタッフの最初の挨拶のようだ。

「１０３０号室の上原和泉といいます。伝言があると連絡いただきました」

「上原和泉様、少しお待ちください」

　女性スタッフはカウンターの中のうしろの引き出しから白い封筒を取り出して、私に手渡す。

「こちらでございます」

　白い封筒には達筆な字で【上原和泉様】と書かれている。

「ありがとうございます」

　どうしてレセプションを通して手紙を……？

　封筒を受け取り、中身を見ないままエレベーターに乗って部屋に戻った。

　先ほどまで座っていたソファへ腰を下ろし、手に持っている封筒を見つめる。

　なにが書かれてあるのだろう……。

　手紙などとまだるっこしいことをせず、会いに来てくれればいいのに。

　ひっくり返してみると、【才賀巧】とある。

　しっかり封がされていて、レターオープナーを探しに小さなデスクまで行き、引き出しの中に見つけてその場で使う。

　ドキドキする心臓を気にしないようにして、半分に折られた手紙を開いて目を通す。

「え……？　嘘！」

　そこに書かれてあったのは想像もつかないものだった。

【仕事の都合でそちらへ行くことができなくなりました。旅を楽しんでください。また連絡します】

　来られないって、どういうこと……？

　私はお見合いを断られたの……？　でも、また連絡するって……。

　サーッと血の気が引いていく感覚に陥って、すぐ近くのベッドに座った。

　お見合い相手が乗船していない事実に、がくぜんとする。

　なにかの間違いかと何度も手紙を読むが、内容は変わらない。

　どうしよう……。父は才賀さんから連絡を受けているのだろうか。

　時刻は十七時を回っているが、この時間なら父はまだ執務室にいるはず。

　スマホを出して電話をかけたが、商談中なのかつながらない。

「はぁ～」

　スマホを持っていた手を投げ出してベッドに仰向けになった。

「もうっ！」

　横浜に引き返すことなんてできないし、次の寄港地から帰国しろって言われるのも困る。最後の寄港地のグアムまで行ってあちこち見たいのだから。

　こちらからあえて父へ連絡をしなくてもいいのではないか。

　せっかくの豪華客船の旅だ。帰国するまで楽しまなければもったいない。

「お見合いできなかったのは私のせいじゃないわ。才賀さんの仕事の都合だもの。割りきって楽しもう！」

　帰国したらどうなるのかわからないけれど……。

　よしっ！　船内を散策して夕食を食べよう。

　気持ちを切り替え、財布とスマホでいっぱいになるくらいのミニショルダーバッグを肩から斜めがけして部屋を出た。

　一番大きなダイニングルームは５デッキにあるが、６デッキにレストランがあるようなのでそちらへ足を運んだ。劇場や映画館の狭間にさまざまなジャンルの飲食店が点在していて、大勢の乗客が夕食を楽しむ様子が見える。

　デッキ奥側のライトを落とした場所を覗のぞくとそこはカジノで、富裕層とみられる男女らがすでに興じているようだ。

　６デッキを離れ11デッキへ行くと、プールやカフェ、そこにもカジュアルなレストランがいくつかある。

　おなかすいたな。

　まだ混んでいないステーキグリルレストランで食事をすることにした。




　初めての寄港地のサイパンへ到着するまでの三日間、船内の最上階にあるスカイデッキのフィットネスジムでヨガ教室に参加したり、スパでお湯に浸かりながらゆっくり紺碧の海を眺めたり、カルチャー教室ではハワイアンキルトを習ったりして過ごした。

　ひとりで参加する私が珍しいのか、教室やレストランでは祖父母くらいの年齢の人たちからフレンドリーに話しかけられる。

　船室は快適だし、食事も好きなものを食べられる。人が恋しくなったらカルチャー教室に参加すれば話もできるので、心の隅に残るお見合いの件を除けばとても楽しい時間を過ごせている。

　各宿泊デッキにはセルフランドリーサービスルームがあり、洗濯乾燥機が使える。

　私も二日分の洗濯物がたまったところで一度利用した。

　出航の翌日にあった船長主催のウエルカムパーティーでは、継母と一緒にデパートで選んだパーティードレスを着た。

　クルーズ船に乗る目的はお見合いなので、父から数着購入するように指示されたのだ。それも無駄遣いで終わってしまったが……。

　明朝、最初の寄港地サイパンへ到着する。

　今回の旅で寄る地域はグアム以外訪れたことがなく、サイパンでは半日観光を申し込んでいる。

　サイパンについてよく知りたい乗客のために、島の歴史や料理、観光地などレクチャーしてくれる教室があり、時間はたっぷりあるのでそれにも参加して半日の観光に備えた。

　出港してから天気はずっとよく、夕暮れの海上にオレンジ色の太陽が落ちて闇に包まれるところは、なかなか普段では見られない美しい光景だ。

　今もスカイデッキのソファベッドから、アイスカフェオレをお供に雄大な自然を眺めている。

　クルーズ船って、楽しいな……。

　すっかり太陽が海に沈んでから海風に十分ほどあたり、今夜は決めていた和食レストランへ向かった。




　ぐっすり眠った翌日、七時三十分にブッフェの朝食を食べて、九時の出発に備える。下船する乗客はその前に入国手続きがある。

　真冬だった日本とは違って、サイパンは常とこ夏なつで平均気温は二十八度ほど。今の時季は乾季で絶好の観光シーズンだ。白のノースリーブのサンドレスを着た。

　エアコンが効いていることもあるので、薄手のカーディガンを肩から斜めがけの帆布のバッグに用意した。

　四日ぶりに陸に立ち、自分が揺れているような感覚だが、すぐに治るからとスタッフが教えてくれる。万が一ツアーが終わっても、それが一カ月以上続くようであれば〝下船病〟が考えられるので、病院での受診をお勧めしますと言われた。

　五台のツアーバスで半日観光地を回る。クルーズ船のほとんどの乗客が参加するらしく、午後からもツアーは催行されるようだ。

　バスに揺られサイパンの有名観光地を巡る。

　前日の夜に場所のレクチャーがあったので、歴史などは頭に入っている。

　サイパンには戦争の名残が多くあり、後世に引き継がれている。

　同じバスに乗っていた老夫婦は、戦時中たくさんの日本人が自決のために飛び降りた崖、バンザイクリフに両手を合わせていた。

　半日観光が終わると、クルーズ船へ戻る乗客もいるが、町の免税店で買い物もできるのでバスは先にそこへ向かい、半分ほどの人たちと一緒に私も下車した。

　免税店が目的ではなく、近くのホテルを視察するためだ。

　ランチはハンバーガーショップで済ませ、その後いくつかのホテルのロビーやプール、外観などをスマホで撮った。

　夕方、免税店から乗車しクルーズ船へ向かうタクシーに乗った。




　夜のとばりが降りる頃、クルーズ船はサイパンを出港した。

　スカイデッキではミクロネシアナイトが開催され、軽快な音楽が流れる中、その土地の料理やアルコールなどが振る舞われた。

　参加は自由だが、かなりの乗客で賑わっている。

　ランチにハンバーガーを一個と炭酸水を飲んだだけなのでおなかがすいていて、さっそくブッフェの列に並んだ。

　サイパンの料理はココナッツの風味や甘さ、辛さ、酸っぱさが合わさった味つけが特徴的だ。マグロの刺身にレモンやライムの果汁を振り、野菜の細切りを混ぜてココナッツミルクをかけたマリネや、魚のソテー、チキンやタロイモなどの料理を味わう。

　クレストピアのホテルで外国の食事を提供する企画もおもしろいな。

　さてと、部屋に戻って今日訪れたホテルの写真を整理しよう。

　次の寄港地までは五日あるのですぐにやらなくてもいいのだが、今夜のアイデアをまとめたくて、私はやる気に満ちていた。

　でもすぐに現実を思い出す。才賀ホールディングスの援助がなければ、クレストピアグループは風前の灯火である。

　プールサイドで食事をしている楽しそうな人々を目にし、なんの憂いもなく心から楽しめたらいいのにと、政略結婚の話を思い出してはときどき気持ちが沈んだ。










三、旅行会社のイケメン男性の登場で




　クルーズ船はサイパンを発って五日目の朝、オーストラリアの北東岸にあるケアンズに到着した。

　世界最大のサンゴ礁、グレートバリアリーフが代表的で、その距離は二千キロも続いているという。前日の観光地レクチャーで勉強した。

　見どころがたくさんあるケアンズには、二泊停泊する行程だ。今回もオプショナルツアーを申し込んでいる。

　初日の今日は、世界最古のバロン渓谷湿潤地帯があるキュランダ村へ行くツアーへ参加する。村には動物園や野鳥園、蝶々園、ギフトショップやマーケットもあり楽しそうだ。

　キュランダ村へ行くキュランダ高原鉄道は熱帯雨林の山間を走り、古代からの大自然を満喫できるらしい。

　朝食後ツアーバスに乗り込み、キュランダ高原鉄道の発着駅のケアンズセントラル駅で降りて、軽装の参加者がぞろぞろ乗り場に向かう。

　私はオレンジシャーベット色のサンドレスを着ている。船内ではほとんどＴシャツとジーンズなので、下船のときくらいはおしゃれをしたい。

　ブラウンの髪はハーフアップにして、メイクも日焼けをしない程度にした。

　持っているバッグはサイパンを観光したときと同じ。たくさん入るし、肩から斜めにかけているのでスリのトラブル防止にもなる。

　先頭車両はカラフルでかわいらしく、ツアー客は写真を撮っている。私もちょうど人がいないときに写真をスマホに収めた。

　たった今撮ったものをスマホの画面をスライドさせながら見ていると、ふいに視線を感じて顔を上げる。二メートルくらい離れたところに、バックパックを背負った二十代から三十代と年齢が読めない外国人男性がいて目が合った。

　赤毛の短髪で口ひげを蓄えたその男性が、笑顔でこちらに手を振っている。

　え？　私……？

　うしろを振り返るが誰もおらず、やはり私に手を振ったようだ。

　外国人はフレンドリーだし……。

　やんわりと笑みを返してその場を離れ、すぐ近くにいたツアー客の後に続いてキュランダ高原鉄道に乗り込んだ。

　車内はふたりないし三人掛けのソファシートで、向かい合わせになっている。外国人の老夫婦が座っている席の対面に座った。

　そこへ先ほどの外国人男性が来て、私の席の横に立った。

「やあ、ひとり？　キュランダ村へ行くんだろう？　一緒に行こうよ」

　英語で話しかけられた。

　私、ナンパされてる？　ここはわからないふりをしておいた方がいいよね。

　言葉がわからないふりで、首を少しだけ倒す。

　外国人男性は「英語がわからないのか。まあ、かまわない。二時間の時間つぶしになるだろう」と言って、大きなバックパックを下ろして隣に座ろうとした。

　到着するまでずっと隣にこの男性がいるのは困る。

　思わず立ち上がったとき――。

「君、そこをどいてくれないか？　彼女の連れだ」

　流暢な英語が聞こえ、通路に立つ人に顔を向けた。

　大柄な外国人男性と同じくらい高身長で、すべてのパーツがバランスよく、整った顔立ちの人だ。

　日本人……？

　外国人男性は納得できないというような表情を浮かべる。

「本当に？　バスを降りたときから見ていたが、彼女はずっとひとりだった」

　疑う外国人男性だが、東洋人の彼はふっと端整な顔に笑みを浮かべて私を見る。

　今まで出会ったことのないかっこいい人だ。

「君はどうしたい？」

　日本語で尋ねられ、やはり彼は日本人なのだとわかった。外国にルーツを持っていそうな顔つきで、かなりの美形だ。

　彼は私を助けてくれているのだろう。

　どうしたい？と聞かれても、二時間も図々しいこの外国人男性と一緒にいたくない。

　席から離れたいが、外国人男性が立ち塞がっているので動けず、助けてくれようとしている彼に向かってにっこり笑う。

「レストルームが混んでいたの？　遅かったのね！」

　外国人男性にわかるように英語で言った。

「なんだ。男連れか」

　ようやく外国人男性はあきらめて、前の空いている座席へ向かった。

「ありがとうございます」

　通りすがりで助けてくれたのだから立ち去ると思っていたが、彼は隣に腰を下ろした。彼が座ってしまったので、私も困惑しつつ着座する。

「えっと、もう大丈夫なので。行ってくださってけっこうです。ありがとうございました」

　すると、私の言葉が思いがけなかったのか、涼しげな目が大きくなった。

「君は……」

「あなたはクルーズ船のツアー客ではないですよね？」

　オレンジシャーベットのサンドレスの左胸の上に貼ってあるシールを示す。

　ツアー客は胸の辺りに指定のシールを貼っているが、彼にはない。

「いや、そうだ」

「でも、シールが……」

　彼はボディバッグを体の前にしてツアーシールを見せた。

「あ……すみません。お見かけしたことがなかったので」

　こんなかっこいい人、クルーズ船にいた？　見かけていたら絶対に忘れないだろう。

　白いＴシャツを着て、カーキの細身パンツの裾をロールアップしている。

　三十代前半から真ん中くらい……？

　先ほどの外国人男性と二時間過ごすのは嫌だったが、成り行きとはいえ、会ったばかりのこの男性とも長い時間過ごすのは疲れそうだ。

「あの、席を移動します。ありがとうございました」

　もう一度お礼を言い、立ち上がる。

「俺がいなくなったら、あの男がやって来るぞ？　今もチラチラうしろを見ている」

　そう言われて外国人男性の方を見ると、彼がちょうど振り返ったところだった。

　目と目が合ってしまい、小さくため息を漏らしもう一度座った。

「それにもう空いている席もないな」

「……そうですね。それでは相席よろしくお願いします。私は和泉といいます」

　念のため警戒してフルネームを教えるのは避け、名前だけを口にする。

「俺は……巧こうだ」

「コウさんですね」

　彼も名字を知らせないのは、この場限りだという意思表示かもしれない。

　キュランダ高原鉄道がゆっくり動きだした。ひとりだったらワクワクして窓に張りついて写真を撮っているだろう。

　でも、今の関心事は隣の男性についてだ。

　彼のような人がひとりでクルーズ船に？

「コウさん、お尋ねしてもいいでしょうか？」

　脚が長い彼にこの座席は窮屈そうだ。

　考えにふけっていたのか、彼は「え？」と我に返った様子で私へ顔を向けた。

「今なんて言ったんだ？」

「お聞きしたいことがあって」

「……どうぞ」

　若干答えるのに時間がかかって、聞かれたくないのだろうと推測する。

「横浜を発って九日が経ちましたが、私は一度もあなたを見かけていないんです。どうしてかなと」

　私の疑問に、コウさんは一瞬あきれた表情になってからクッと笑う。

「クルーズ船の乗客は四百人以上いるのに、一人ひとりの顔を覚えるのは無理なんじゃないか？」

「もちろんそうですが……」

　彼のようなカリスマ性というか、日本人離れした美形の人がいたらすぐにわかるのではないかと思う。

「実は、船室からほとんど出ていないんだ。最初の頃は船酔いで、その後は仕事をしていた」

「船酔い？　大変でしたね。それにせっかくのクルーズの旅なのにお仕事をされていたなんて」

「ああ。初日はずっと横になっていた。君は、船酔いはなかった？」

「はい。まったく。サイパンに到着したときに自分の体が揺れているように感じて嫌な感覚でしたが、すぐに治まりました」

「君はひとりのようだが？」

　初対面の人に詳しく自分のことを話さない方がいいだろう。

「いいえ。祖父母と一緒なんですが、キュランダには興味がなくて、今日はケアンズの市内観光をしています」

　コウさんはわかったというように、軽くうなずいた。

「クルーズ船に男性ひとりは珍しいと思うのですが？」

「旅行会社で働いていて、視察中なんだ」

「そうだったんですね！　ありがとうございます。理解できました」

　仕事で視察中とあれば、彼の話は納得だ。

　それからコウさんは腕組みをして目を閉じたので、私は窓の外の景色に集中することができた。

　あの外国人男性だったらなにかと話しかけられて、ゆっくり景色を見られなかったかもしれない。

　キュランダ駅へ着くまで二カ所の滝を通りスマホで写真を撮ったが、コウさんは興味がないのかずっと目を閉じていた。

　乗り物酔いをしているのかな……？

　ツアーに参加したくらいなのだから、視察をするにあたって興味を示してもいいくらいなのに。




　キュランダ村に到着して、ツアー客はここでフリータイムになる。時刻は十時三十分を回ったところだ。

　集合時間は十三時。ランチは自由に食べられるが、あちこち見たいのでそれほど時間は取れなそうだ。

　高原鉄道を降りたとき、コウさんと離れた。

　村は狭いのでどこかで会うかもしれない。彼の乗り物酔いを心配したが、体調は悪そうに見えなかった。

　添乗員に配られた村の地図を広げて、最初に行こうと考えていた野鳥園へ向かおうとしたが、そこへまた赤毛の外国人男性が現れた。

「君の恋人はどうしたんだい？　寝てばかりいるあんなつまらない男はやめて一緒に行こうよ」

　私たちのことをやはり見ていたようだ。

「彼は疲れているんです。すぐに……あ！　ここよ！」

　こちらへ歩を進めてくるコウさんを認めて、手を振った。

「では、失礼します。旅を楽しんでください」

　外国人男性から離れてコウさんの方へ近づく。すると、コウさんは笑みを浮かべ、私の腰に腕を回して抱き寄せた。

　え……？

　びっくりして仰ぎ見ると、彼の顔が近づく。突然のことに心臓がドクンと大きく跳ねる。

「は、離してください」

「やつはまだ見ている。合わせた方がいいんじゃないか？」

「……ち、近づけるだけですよ」

　そう言うと、コウさんは楽しそうに笑い、外国人男性に仲がよさそうなところを見せてから離れた。

「ここは狭いからまたやつに会うだろうな」

「しつこい男性ですね」

「同じツアー客として君になにかあったら大変だ。一緒に行動するよ」

「い、いいんですか？」

　高原鉄道のときもほとんど話をしなかったので、一緒に行動するといっても空気みたいな感じかもしれない。あの外国人男性につきまとわれるより何十倍もいい。

「気の進まないことは言わないから。それで、どこへ行こうとしていたんだ？」

「野鳥園です」

「じゃあ、こっちだ」

　コウさんは軽く方向を手で示して歩き出す。

「来たことがあるんですか？」

「ああ。数年前に」

「あ！　旅行会社ですもんね」

　ひとり納得してうなずく。来たことがある人がいれば観光も心強い。

　野鳥園ではオーストラリアに生息する約六十種類の鳥がほぼ放されており、人なつっこいのもいた。綺麗な色の鳥や珍しい鳥など、さまざまな鳥をスマホで撮った。

　やはりコウさんはそばにいるだけで、私が話しかけたときに答えるくらいで、案内人兼あの外国人男性よけみたいだ。

　野鳥園の近くには蝶々園や動物園があり、どれも小規模でサッと見て回れるようだ。

「コウさん、次は動物園でいいですか？」

「バタフライサンクチュアリはいいのか？」

　蝶々園の案内板を示される。

「蝶は苦手で……。コウさんが見たいようであればご一緒します」

「いや、とくに見たいわけではないから動物園へ行こう。コアラを抱っこして写真が撮れるはずだ」

　コウさんに促され、コアラガーデンズに入場した。

　すべてのチケットはツアー費から出ているので、バタフライサンクチュアリも見ることができるが、昆虫類は鳥肌が立つくらい苦手なので避けるべき場所だ。

　コアラと記念写真を撮るのにツアー客が並んでいるが、それほど待たなくても済みそうだ。

「コウさん、待っていてもらってもいいですか？」

「もちろんだ」

　十分ほどで順番が来て、コアラを抱っこしている男性が私を手招きした。撮影の場所へ歩を進めようとしたとき、視線を感じてそちらへ向ける。

「行ってき……コウさんも入ってください」

「え？　いや、俺は――」

「あの外国人男性がいるんです。お願いします、恋人同士みたいに一緒に写ってください」

　思わず躊躇する彼の腕をガシッと掴つかんで、撮影ブースに歩を進めた。

　連れなら一緒に写真を撮るのが普通だと、きっとあの外国人は思うだろう。

　コウさんは小さくため息を漏らしてカメラの前に立った。

「どちらが抱っこしますか？」

　スタッフに尋ねられ、彼は即座に「彼女に」と言う。

「赤ちゃんを抱くように、お尻に優しく手を添えてください」

　スタッフは私に説明をして、ぬいぐるみのようなコアラを抱っこさせた。

　思ったより毛はやわらかく、獣けもの臭もなく、重みを除けば本当にぬいぐるみみたいにおとなしくてかわいい。

　カメラに向かって笑って、あっという間にコアラはスタッフに引き取られ、私とコウさんはその場を離れる。

　気づけば外国人男性の姿はなくなっていた。

「コウさん、すみませんでした」

　謝る私に彼は口もとを緩ませる。

「別に謝る必要はない」

　振り回してしまい、申し訳ない気持ちでいっぱいだ。

　その場で〝AUSTRALIA　KURANDA〟とポップに描かれたＡ４サイズの台紙に、先ほど撮った写真が貼られて渡される。

　代金を支払うためにコウさんが財布を出したので、慌てて制した。

「自分で払います」

　でも彼はこういったことに慣れているのだろう、私が財布を出そうとしている間にスマートに支払いを済ませてしまった。

「気にしないでくれ。それにひとりで撮るはずだったのに、俺が写っているから不本意だっただろう。もう一枚撮りに行く？」

「いいえ。旅行の記念になりましたから」

「彼氏に見られると困るんじゃないか？」

「……とくに見られて困る相手はいません」

　ふいにお見合い相手の才賀さんを思い出す。現れなかった時点で、政略結婚の話はなくなったのだと思う。

　それよりもコウさんのようなイケメンと写真が撮れるなんて、尚子と明日香がうらやましがるだろうな。

「では、ランチをごちそうさせてください」

「気にしないでいいと言っただろう？」

　コウさんは取り合わない様子で歩き出す。

「あっ、待ってください」

　置いてきぼりにされた私は、トートバッグに写真を入れながら彼を追う。

「ランチをおごりますからね」

　コウさんの隣に並んできっぱり言いきると、突として彼は立ち止まる。

「君はいくつ？」

「え？」

　脈絡のない問いにキョトンとなる。

「俺は三十二だ。君は？　学生に見えるが？」

　鋭い。あ、コウさんは才賀さんと同い年なんだ。

「……二十二歳です」

「十歳も違う学生におごってもらうつもりはないよ」

「じゃあ、先ほどの写真の代金をお支払いします」

　そう言うと、コウさんは困ったように視線を辺りにさまよわせる。

「それならアイスで手を打とうか」

　少し離れた場所に止まっているアイスのワゴンが目に入った。

　アイスは写真代の四分の一くらいの値段だろう。コウさんは年下の私にお金を払わせたくないようだ。

「……わかりました」

　私たちはアイスワゴンに向かった。

「わっ、おいしそう。コウさん、お好きなものを頼んでください」

　十種類以上ある中から、彼はバニラとチョコレートのミックスを選んだ。無類のチョコレート好きの私はチョコレートだけにした。

　支払いを済ませる私の代わりに、カップコーンに入ったふたつのアイスをコウさんが持ってくれている。

　財布をトートバッグにしまうと、チョコレートアイスが渡された。

「ありがとうございます」

　笑みを浮かべながら受け取る。

「こちらこそ。ありがとう。いただくよ」

「はい。写真代よりかなりお安いですが」

　気温が高いので溶けて垂れる前に急いでなめながら、工芸品やお土産が売っているマーケットへ足を運ぶ。到着する頃にはアイスを食べ終えた。

　アボリジニが狩猟や儀式に使っていたブーメランが観光客用にお土産として売っており、それを見た瞬間、櫂に買いたいと思った。

　もしかしたら、香織も喜んでくれるかもしれない。

「ブーメランか」

「はい。弟と妹のお土産にしようかなと」

「アボリジニアートはインテリアにしてもいいと思う」

「はい。素敵ですよね。弟は投げて遊びそうです」

「弟さんは年が離れているのか？」

「小学六年なんです。妹は中学二年生でバスケットボールに夢中になっていて、性格も男の子っぽいので、喜びそうです」

　小さめのブーメランをふたつ購入し、夕陽とカンガルーが描かれているパッケージがオーストラリアらしくて、その紅茶パックを選んだ。

　継母はコーヒーより紅茶を好んで飲んでいる。日本にも売っている銘柄だけれど、パッケージを喜んでもらえそうだ。

　チョコレートは船内で食べるため自分用に買った。

「お買い物にまで付き合ってもらっちゃってすみませんでした」

「腹が減らないか？　ランチを食べに行こう」

　彼が私と一緒にいて楽しいのかわからないけれど、こちらとしてはひとりでいるよりも寂しくないのがうれしい。クルーズ船へ戻ったら、またひとりになるから。

「はいっ」

　私たちはマーケットの片隅にあるお店へ入った。入口の前にカラフルなプラスチックのテーブルと椅子が何セットか置かれてあるオープンカフェのようなところだ。

　集合時間まであと約三十分なので、すぐに食べられるオーストラリアンビーフのパテの入ったハンバーガーとアイスコーヒーを頼んだ。

　サイパンでもハンバーガーだったことを思い出し、そしゃくしつつ笑みを漏らす。

「なにがおかしいんだ？」

　尋ねられて、ガムシロップとミルクをたっぷり入れたアイスコーヒーで流し込み口を開く。

「サイパンでもお昼にハンバーガーを選んだんです。クルーズ船ではおいしい料理ばかりをいただいているので、食べたくなるんですよね」

　船内ではサンドイッチなど軽食も選べるが、今までそれほど口にしていない。

「コウさんは、船酔いをしていたときはなにを食べていましたか？」

「……さっぱりした和食にしていたよ」

「もう大丈夫でしょうか？　また船に乗ったら気持ち悪くなりませんか？」

　ハンバーガーを食べ終えた彼は肩をすくめる。

「どうだろうな。昨日くらいからよくなったから問題ないと思うが」

「だといいですね。あ！　もうすぐ集合時間ですね」

　私も残りのハンバーガーを平らげて、アイスコーヒーを飲んだ。




　昼食後、集合場所であるスカイレール乗り場へ向かった。

　これからゴンドラに乗って、雄大な景色を見ながら降り、バスで市内にある免税店へ行ってショッピングタイム、その後クルーズ船に戻る行程になっている。

　いささか苦手なゴンドラだけれど、行程に組み込まれていたので仕方なかった。

　集合時間五分前に到着したが、すでにツアー客は集まっていて、私たちは列の最後に並んだ。

　次々と下からやって来るゴンドラにツアー客がどんどん乗っていき、私たちの番になった。

「どうぞ」

　コウさんに促されて、のろのろと動くゴンドラに乗った瞬間、目を丸くした。

　ゴンドラの床、つまり足もとがスケルトン仕様になっているのだ。この仕様のゴンドラは十台に一台と観光案内に書かれてあったので、まさか自分が乗るとは思ってもみなかった。

　ジェットコースターなどこういった足もとが丸見えの高いところは苦手なので、心臓を跳ねさせて降りようとしたとき、コウさんが乗り込んで外からドアが閉まった。

「ああっ！」

「どうした？　座れよ。揺れるぞ？」

　彼は不思議そうな顔で着席し、仕方なく下を見ないようにしてコウさんの反対側へ腰を下ろした。

「もしかして怖い？」

　思わずコクッとうなずいて、下を見てしまい背筋にぞわっと寒気を覚える。

「まさか、下が丸見えだなんて……」

　ゴンドラは静かに降りていく。

　ところどころ白い雲が浮かぶ青い空と、熱帯雨林の緑のコントラストは素晴らしい。でも、手のひらに嫌な汗を感じている。

「世界最古の熱帯雨林を撮らなくていいのか？」

「て、鉄道で撮ったので……」

　本当のところはやはり写真に収めたい。でも、トートバッグからスマホを出そうとすればうつむくことになって、下が見えてしまう。

　気をまぎらせるためにコウさんの麗しい顔を見ていると、彼はスマホで何枚か景色の写真を撮り始める。

　私は怖すぎて気分が悪くなってきた。

「ほら」

「え？」

　コウさんが手を差し出してくる。

「顔色が悪くなってる。手を握っていれば少しは安心するんじゃないか？」

「あ、ありがとうございます」

　素直にコウさんの節のある男らしい手を握った。

　生きた心地がしなかったゴンドラは徐々に地面に近くなっていき、それとともに気分がよくなるはずなのに胃の辺りに違和感があった。でも、ゴンドラを離れればよくなるだろう。

「大丈夫か？」

「はい……やっと人心地がつきました。ありがとうございました。おかげでパニックにならずに済みました」

　コウさんに握られていた手をパッと離して、トートバッグからハンカチを出して差し出した。

　私の手のひらが汗ばんでいたので、拭いてもらおうと思ったのだ。

「いいよ。平気だ」

「……すみません」

　ハンカチをトートバッグにしまったとき、ゴンドラがゆっくり乗り場に到着して、コウさんが先に降りて手を差し伸べられる。

　紳士的な動作に鼓動がトクンと跳ねたが、気にしないようにして彼の手を支えにゴンドラから降りた。




　クルーズ船に戻ってきたのは十六時近かった。

　部屋に入って肩から下げていたトートバッグを降ろし、ソファの上に置く。

　免税店で買いたいものはとくになく、ショーウインドーに飾られているハイブランドのバッグを見ていただけだった。

　コウさんとは免税店に到着し、バスを降りたところで別れたので、彼がどこにいるのかはわからなかった。クルーズ船に向かうバスにも乗っていなかった。

　彼がいたおかげで、外国人男性のわずらわしさから逃れられたし、観光していても楽しかったし、ゴンドラでは助かった。

　それなのにちゃんとお礼を言えていない……。

　でも同じクルーズ船に乗っているのだから、また会えるはず。

　ソファの上にポスンと腰を下ろして、トートバッグからコアラガーデンズで撮った写真を出した。台紙を開く。

　コウさんと一緒に撮ったからドキドキして、あのときは意識が彼の方へいってしまっていた。

　コアラを抱っこした感激を味わえなかったな……。

　とはいえ、抱っこしている私の顔はうれしそうに写っていて、コウさんも若干ではあるが口もとを緩ませているように見える。

　写真で見てもかっこいい人だ。




　翌日は美しいサンゴ礁や海で遊んでみたくて、ケアンズから高速船で四十五分ほどのところにあるグリーン島ツアーを申し込んでいた。

　ツアー客は比較的若い人が多い。

　船内にはプールがふたつあるが、まだ泳いだことがなく、水着になるのはこの旅で初めてだ。

　ペパーミントグリーンのＴシャツとベージュの綿素材のスカートの下に、鮮やかな向日葵ひまわり色のビキニを身に着け、着替えをトートバッグに入れる。

　シュノーケリングをするので、髪の毛は邪魔にならないようにうしろでひとつに結んできた。

　今日も晴れてよかった。空はブルー一色だ。

　十時三十分に出発のグリーン島へ向かう高速船に乗り込み、たくさんある座席に腰を下ろす前に、コウさんの姿をいつの間にか捜していた。

　昨晩の夕食時、レストランでも彼がいないか視線を巡らせてしまった。でも姿は見あたらず、食事を終わらせてぶらりとデッキを歩いて部屋に戻ったのだ。

　昨日、ツアーに参加するか聞いておけばよかった。

　そこでハッとなる。こんなに会いたいと思うのは、お礼を言うためよ。才賀さん以外の男性に惹かれている場合じゃないもの。

　クルーズ船に乗った当初の目的を思い出して、私の口から重いため息が漏れる。

　お見合いは失敗している。才賀さんが来ていないことを父は知らないかもしれない。わかっていたら電話かメッセージがくるはずだから。

　私のせいじゃないにしても、父の性格であれば日本に戻ったらかなり叱責されるだろう。

　お見合い相手は仕事の都合で来られなかったけれど、帰国したら会いましょうなんて手紙に書かれていなかったから、私は別の誰かと政略結婚させられるだろう。

「はぁ～」

「なにため息をついているんだ？」

　ふいに真横からコウさんの声が聞こえ、ハッとなって見上げる。彼は口もとを緩ませて、空いていた隣にスッと座った。

　数分前にフェリーは動きだしたので、ギリギリで乗船したのだろうか。

「な、なんでもないです」

　突然現れた彼に驚きを隠しつつ、プルプルと首を左右に振る。

「なんだ。もしかして俺の姿が見えずにがっかりしていたとか？」

「え？　そ、そんなんじゃないです！」

　コウさんの姿を捜したし、見あたらなくて気持ちが沈んだのも否めないが、慌てたせいで思わず強く言ってしまった。

　すると、コウさんは軽く握った片方の手を口にあてて「クックッ」と喉の奥で笑う。

「全力否定だな」

「そ……いうわけでは……急に現れたので、驚いたから……」

　しどろもどろになる私にコウさんは麗しく微笑む。

「まあいい。今日も祖父母とは別行動なのか？」

「あ……はい。そうなんです。キュランダ村の話をしたら、急遽行くことになって。こっちはアクティビティばかりなので」

　嘘をついているのがうしろめたいが、まだ彼にすっかり気を許したわけではないので、気にしないことにする。

「コウさんもグリーン島ツアーに参加だったんですね」

「ああ。せっかくだから、綺麗な海でシュノーケリングでもしたいと思ってね」

「ですよね。グレートバリアリーフのような美しい海ならとくに。それにしても、旅行会社のお仕事は大変だと思いますが、こういった時間も過ごせていいですね」

　彼の場合、船酔いで大変だったと思うが。

「まあな……ところで、頼みがあるんだが」

「頼み？　なんでしょうか？」

　首をかしげて、整った顔の彼を見つめる。

「恋人役をしてくれないか？」

「ええっ？　恋人役……？」

〝恋人役〟と聞いて、心臓がドクンと跳ねた。

「ああ。クルーズ船のある女性客が頻繁に誘ってくるんだ。その気がないから恋人がいると言って断っているんだが、あきらめてくれなくてね。このツアーにも参加している」

　稀に見る容姿端麗のコウさんなら、近づきたくて女性から声をかけるのもうなずける。でも、女性の扱いがスマートな彼なら簡単に解決できるのではないだろうか。

　もしかしたら本当に恋人がいるのかもしれない。ううん、彼のように素敵な人なら絶対にいるだろう。

　見せかけでも彼の恋人役が私に務まるのか少し不安はあるけれど、ひとりでいてもつまらないのはたしかで、一緒に過ごせばきっと楽しいだろう。

「いいですよ。昨日助けてもらいましたし。お礼も言えずにすみませんでした」

「礼なんていらない。昨日は君で、今日は俺ってことで。じゃあ、よろしく」

　節のある男らしい手が差し出されて握った。

「よろしくお願いします」

　彼は白いＴシャツと膝下までの黒のハーフパンツを履いている。

　出会ってからカジュアルな服装しか見ていないが、スーツを着て様になっている姿もすんなりと想像できてしまう。

「その女性ですが、断られてもめげずに誘ってコウさんをタジタジにさせるなんて、強者ですね。後でどの方なのか教えてくださいね」

「ああ。そうする」

　さっきまで重い気分だったのにコウさんが現れたおかげで、お見合いの件は帰国したらなるようになる、そんな気持ちになれた。




　高速フェリーが白い桟さん橋ばしにつけられた。

　グリーン島はその名の通り、緑の木々が生い茂った島だ。エメラルドグリーンの海から垣間見るサンゴ礁を目にして、すでに感動している。

　シュノーケリングは初めてだけれど、今からワクワクが止まらない。

　のちほど、ここからさらにアウターリーフといわれる世界遺産グレートバリアリーフの外洋へ船で向かう。そこにはポンツーンという人工浮島があり、半潜水艇や海中展望室から海中を眺めることができて、シュノーケルやダイビングをすれば美しいサンゴ礁を間近に見られるらしい。

「わぁ～素敵な島！」

　下船を順番待ちしている間も、思わず手すりに身を乗り出してスマホで写真を撮る。

　桟橋から左側には砂浜があり、穏やかな海で遊んでいる観光客が多くみられた。

「君はなんでも感動するから見ていて楽しいな」

「コウさんは感動しませんか？　こんなに綺麗な海と島なのに」

　写真を撮りながら尋ねる。

「君よりはそうでもない」

「でも、感動しているんですね」

　スマホから彼へ顔を向けてにっこり笑う。するとコウさんもつられて笑みを漏らす。

「君は素直に育ったんだな」

「素直に育ったとか関係ないと思いますよ。こういった景色が好きかどうか……でしょうか」

「そうかもしれないな」

　高速フェリーから下船し、桟橋に降り立った。

　桟橋から島へと向かいながら、隣を歩くコウさんを見上げる。

「えーっと、乗船まで一時間くらいありますね。どこへ行きましょう？」

　クルーズ船のツアー客は同じ行程で、集合時間まで自由行動だ。

「島内を回ってみるか？」

「はい。そうしたいです」

　そのとき、数メートル先を歩いていた若い女性ふたりが振り返り、目と目が合う。彼女たちはこちらを見て、私を品定めするような視線を投げつけてから前を向いた。

「もしかして、あのふたりのどちらかですか……？」

「右の、白いストローハットの女性だ」

　ふたりともおそらく二十代後半の、華やかな雰囲気で細身の女性だ。豪華客船に乗り約一カ月も時間が自由になるのならば、裕福なのだろう。

「少ししか見られませんでしたが、綺麗な女性ですね」

　私が彼に似合う女性なのか確認された気がした。

「そうか？」

「はいっ、ふたりとも」

　きっと自分に自信があるから、コウさんのようなかっこいい男性に何度も声をかけることができるのね。

　島内のインフォメーションカウンターでパンフレットをもらって散策する。東側は熱帯雨林地帯で、さまざまな植物や野鳥を楽しめるとのことだ。

　通路はウッドデッキになっている。

　この島にはホテル、アイスクリームショップ、レストラン、お土産などが買えるショップなどがあり、私たちは時間まで辺りを散策した。




　貴重品などは島内のロッカーに入れてから白い小型船に乗り、ポンツーンへやって来た。

　もう真下は透明度の高いところどころ色が違う海で、魚が泳ぐのも見える。

「最高に綺麗な海ですね。シュノーケリングはしたことはありますか？」

「あるよ。ダイビングのライセンスも持っている。君は？」

「初めてです。ライセンスをお持ちなら潜りたいですよね。私にかまわずダイビングしてください」

「いや、今日は君のシュノーケリングに付き合うよ。ひとりでは心配だしな」

　君……。そういえば、最初に自己紹介しただけなので、もしや彼は私の名前を覚えていないのかも。

　近くに白いストローハットの女性がいないのを確かめてから口を開く。

「もともとひとりでするつもりだったので……。あの、もしかして私の名前を忘れたりしていませんか？」

「いや、覚えているよ。どうかした？」

「ずっと名前で呼んでくれていないので……」

　すると、コウさんは彼に似つかわしくない照れたような表情になった。

「すまない。つい癖で。これからは和泉と呼ばせてもらうよ」

「はいっ。恋人のふりをしているのに、もしも彼女が聞いていたらおかしいかなと思って」

「それもそうだ。和泉はこういうことに慣れているみたいだな」

　端整な顔が目の前に近づけられた。

　からかうような黒い瞳に、心臓がドキドキしてきた。

「ん、んんっ。慣れているわけじゃないです。きっとそうなのかなと思っただけですから」

　咳払いをして否定する私にコウさんは楽しげに笑った。

「頼もしい恋人役でうれしいよ。さてと、ポンツーンへ移動しよう」

　ぞろぞろと客たちが動き始め、小型船から下りてポンツーンへ移動した。

　ポンツーンは大きな浮島といった感じで、白い日よけの天井の下にはプラスチックのテーブルセットがいくつも置かれ、二階部分にはビーチベッドが用意されている。海でのアクティビティで疲れた体を休ませることができるみたい。

　ポンツーンには同じクルーズ船の乗客が多いが、外国人観光客もかなり見受けられる。

　ランチはここで食べられるブッフェで、クルーズ船のツアー客はいつ食べても自由になっている。

　もうお昼の時間だが、私たちは先にシュノーケリングをすることにした。

　黒いウエットスーツがズラリとかけられているところへ歩を進めると、スタッフからシュノーケリング用具一式とライフジャケットを渡された。

　そこでハッとなる。

　男性の前でビキニになったことがないので恥ずかしい。

　ライフジャケットを身に着けるし……Ｔシャツの上からの方が日焼け対策にもなるよね。

　日差しは強く、日焼け止めクリームを塗っているが頻繁に塗り直さないと肌が焼けてしまうだろう。

　Ｔシャツはそのままでスカートだけ脱いだ。

　コウさんは黒のハーフパンツを脱いで、カーキ色の膝丈の海水パンツになった。ほどよく筋肉がつき引きしまった彼の上半身を目にして、ドクッと心臓が跳ねる。

　彼はライフジャケットを身に着け、シュノーケルとマスクを受け取った。自分に合うか確かめた後、コウさんは私にもマスクが顔にフィットするか確認してくれる。

「大丈夫そうだな。ライフジャケットを手伝うよ」

　黄色いライフジャケットを着用しようとしている私にコウさんは声をかけ、テキパキとベルトを留めてくれた。

「これでよし。Ｔシャツの上からの方が日に焼けないな」

「はい……そう思って。ありがとうございます」

「どういたしまして」

　フィンを足に装着して、海と段差のない降りる場所へペタペタと向かう。

「ところで泳げるのか？」

「はいっ、泳げます」

「ライフジャケットを身に着けているから大丈夫だと思うが、サンゴで肌を切ると化膿することもあるから気をつけろよ」

「了解です！」

　にっこり笑って、手に持っていたマスクを装着する。コウさんは頭の上にマスクとシュノーケルをつけて、私より先にエメラルドグリーンの海の中へ入った。

　少し離れてから彼は振り返り、爽やかな笑顔で手招きする。

「気持ちいいよ！　おいで」

　そんなふうに屈託ない笑顔を向けられると、心臓が高鳴ってくる。

「は、はいっ、今行きます！」

　惹かれてはだめ。

　コウさんに魅了されていく自分を叱咤して、足からゆっくり海の中へ体を沈めた。

　んー、気持ちいい。

　火照った肌に触れる海水は心地よく、フィンの履いた足を動かしてコウさんに近づいた。

　真下にはサンゴ礁が群生していて、顔を海面につけて下を見ると、その光景に感動する。サンゴから綺麗な色の小魚が出たり入ったりしている。

　透明度があるので、太陽の光が海面にあたってキラキラしている。

　顔を上げてシュノーケルを口からはずすと、コウさんも同じく私と会話をするためにシュノーケルを取った。

「すごいですね！　こんな海初めてです」

「ああ、もう少し泳いでみようか」

「はい！」

　ふたたびシュノーケルを口にして顔を海面につけると、隣で泳ぐコウさんが私の方へ顔を動かす。

　水の中でマスク越しに目と目が合い、彼の手が私の方へ伸ばされる。私はその手を握り、一緒に海面をゆらゆらと漂う。

　本当の恋人みたい……。

　政略結婚相手は来なかったが、今までいたことのない恋人同士の疑似体験をしているみたいだ。

　力強いコウさんの手につながれて泳ぐと安心する。

　ライフジャケットを着ているせいもあるが、溺れる心配がなく、足を軽く動かすだけで好きなところへ行けてとても楽しい。

　しばらく海の中で過ごしたのち、コウさんが腕時計を見て休憩しようと言い、私たちはポンツーンに上がった。

「あー楽しかった！」

　ライフジャケットをはずして、開口一番出た言葉だ。

　一時間近くもサンゴ礁や魚を見ていたことに驚いた。ひとりでシュノーケリングをしていたら、一緒に感動を味わえないし、長く海の中にいられなかったはず。

「コウさんはどうでしたか？　私がいたから楽しめなかった……？」

「楽しかったよ。ふたりの方がいろいろ話せて、あっという間に時間が経った」

　同じことを考えていたとわかってホッとする。

「腹が減ったな。食べに行こうか」

「はい。おなかが鳴りそうです」

　胃の辺りを手で押さえると、彼は少し日に焼けた顔で笑った。

「Ｔシャツがびしょびしょで不快だろう？　羽織るものは持ってきた？」

「はい。持ってきました」

　私たちは荷物を置いてある場所へ行き、トートバッグの中からタオルと薄手のパーカーを取り出した。

　パーカーを着るには、肌にピタッと密着しているこのＴシャツを脱がなくてはならない。

　周りを見るとビキニ姿の女性が多い。もたもたしていたらコウさんに『早くしろ』と言われそうだ。

　視線を辺りに巡らせたとき、コウさんに声をかけてくるあの女性が近くにいるのに気づく。

　ものすごくナイスバディで、白いビキニを身に着けている。もうひとりは青と白のストライプのビキニだ。ふたりともやはり洗練された雰囲気だ。

　彼女たちはプラスチックの椅子に座り、飲み物を飲んで休憩中らしい。しかし、こちらの方を見ていて居心地が悪い。

　私の視線に気づいたコウさんは、麗しく笑みを浮かべた。

「気になるか？」

「それはもちろん」

「和泉、俺が脱がせてもいいか？」

　心地よい低音で『和泉』と呼ばれたことよりも、『脱がせてもいいか？』の方に気を取られて目を丸くする。

「ええっ？　Ｔシャツを、ですか？」

「そうだ。彼女があきらめるように見せつけたい」

　コウさんに脱がされるのは赤面の至りだが、恋人ならそうするかも。経験がないからわからないけれど。

「……わかりました」

　彼の手がびしょ濡れのＴシャツの裾を掴み、私はばんざいする格好で脱がされた。

　脱がされたとき、数メートルうしろにいる彼女たちに見せつけるように、コウさんの顔が近づけられた。

　ドクッと、心臓がこれ以上ないほど跳ねたが、彼は笑みを浮かべただけですぐに離れた。

「タオルで拭いて」

　身動きできない私にタオルが渡される。

　び、びっくりした……。

　止まらない心臓の高鳴りを感じながら、不自然に見えない程度に体を拭くスピードを速めて、パーカーを身に着けた。

　隣のコウさんもタオルで体の水滴を取り、黒のシンプルなＴシャツを頭から通した。

　女性に対してあんなにドキドキするシチュエーションなのに、彼の表情はまったく変わらなくて、やはり十歳差は経験値が違うのだなと感じた。




　ブッフェ式のランチの料理をスタッフからサーブしてもらい、テーブルに着いたときも、さっきドキドキしたせいでまだぎこちなさがあった。

　脱がされた後、彼女たちの反応を見ることができなかったので、見せつけが成功したのかはわからない。

　彼女たちの姿は見えない。アクティビティをしに行ったのかもしれない。

「食べよう」

「え？　あ、はいっ。いただきます」

　シュノーケルを口にするとき、どうしても海水が口腔内に入ってしまうので、喉が渇いている。

　ガムシロップとミルクを入れた甘いアイスコーヒーをゴクゴクと半分ほど飲んでから、食べ始めた。

　おなかを満たした後、ポンツーンにある半潜水艇や海中展望室で海の深いところに生息する魚たちを見て、グリーン島へ戻るまでの時間、もう一度シュノーケリングをして遊んだ。




　帰りの高速フェリーに乗り込むと、長く海に入っていた疲れで眠気に襲われ始めた。

　うとうとしているうちにいつの間にか眠ってしまい、「和泉、着いたぞ」と声が聞こえ、ハッとして頭を起こす。

　コウさんの肩に寄りかかっていたようだ。

「ごめんなさい。重かったですよね」

「いや、そんなことはない。ところで、今夜行きたいところがあるんだが、一緒に行かないか？　疲れているようなら無理にとは言わない」

「どこへ……？　今夜出港ですよね？」

　今夜二十三時にクルーズ船はケアンズを出港する。

　現在、十七時二十分になろうとしていた。

「どこへ行くのかは内緒だ。それまでには戻るから安心してくれ」

「内緒……」

「だが、きっと楽しんでくれると思う。今日の礼だ。さてと、降りよう」

　乗客が出口に向かっており、コウさんは座席を立ち、私も腰を上げる。

「お礼だなんて、昨日は私も助かりましたし」

　歩き始めた彼の背を追うが、ふいにコウさんが振り返る。

「ひとりよりふたりの方が楽しいから、一緒に行ってくれるとうれしい」

「コウさん……」

　魅力的な笑顔を向けられて、思わずコクッとうなずいていた。




　シャワーを浴びて身支度を済ませてから、急いでコウさんとの待ち合わせのレセプションカウンターの前へ向かう。

　さっき別れるときにコウさんはカジュアルな服装でと言っていたので、ベビーピンクの半袖のサマーニットとジーンズにし、スニーカーを履いている。

　どこへ行くんだろう？　食事だったら、ここで食べられるし……。

　考えながら歩を進め、レセプションカウンターの近くまで行くと、白いボートネックのＴシャツとジーンズ姿のコウさんがいるのが見えた。近づく私に彼が気づく。

「お待たせしました！」

「時間通りだ。髪が長いから乾かすのが大変だっただろう」

「それはもう」

　私はいったん言葉を切ってにっこり笑ってから続ける。

「でも、どこへ連れていってくれるのか楽しみで、全速力で支度しました」

　コウさんも笑ってくれるのかと思ったのに、神妙な面持ちだ。

「……どうかしましたか？」

　困惑して尋ねると、彼は表情を変えて小さく笑う。

「いや、和泉は天真爛漫だなと思って」

「天真爛漫!?　そんなんじゃないですよ。大学一年からホテルでアルバイトをしていろいろな人を見てきましたから、世の中の酸いも甘いも噛かみ分けられるようになっているかと」

「裕福な祖父母と旅行しているのにアルバイトを？　そういえば、ちゃんと断ってきたか？」

「え？　あ、はい。気をつけて行ってきなさいと」

　祖父母がいる設定がすっかり頭から抜け落ちていた。コウさんに心を許し始めているので、嘘をついているのが心苦しく感じる。

「じゃあ、行こう。迎えの車を待たせている」

　迎えの車……？

　その車がなんなのか聞く間もなく促されてデッキに出て、外へ向かった。

　まだ外は明るいが、そろそろ日没時間になる。

　待っていたブルーの車の側面には、ツアー会社の名前が大きく入っていた。

　私たちはその車の後部座席に乗り込んだ。

「コウさん、オプショナルツアーの視察ですか？」

「鋭いな」

　車が動きだし、クルーズ船から離れていく。

「側面にツアー会社の名前があったので」

「まあ楽しみにしていてくれ」

　コウさんは私を驚かせたいみたいなので、あえて聞かずにいよう。

「あ！　そうだ」

　トートバッグから日焼けした後のローションを出してつける。シャワーを浴びた後も塗ったのだが、思ったより焼けたみたいで肌がヒリヒリしている。

「コウさんもつけた方がいいと思います。赤いというよりはすでに黒くなっていますね。手を出してください」

　瓶から彼の手に出してあげようとする。

「和泉が塗ってくれないか」

「私が……？」

　思わずクスッと笑う私に、コウさんが首をかしげる。

「コウさんって、彼女さんになんでもやってもらっているんですね」

「大人をからかうなよ」

「私だって大人ですよ。仕方がないですね。顔を出してください」

　手のひらにローションを出して、彫刻家が施したような整った顔に塗っていく。

　漆黒の瞳に見られながらだと、とてもやりづらい。

「め、目を閉じていてください」

　コウさんは言う通りに瞼を閉じる。

　車に揺られ、横を向いているので不安定ながらも、ローションの手のひらを彼の頬をぴしゃっとなじむように軽くはたいた。

　見られていないと気にせずにできるが、ふいにコウさんは目を開ける。途端に、恥ずかしくなって視線をローションの瓶に向けた。

「ひんやりして気持ちいいよ。思ったより火照っていたようだ」

「腕もつけられますから、どうぞ」

　今度はすんなりと受け入れ、彼はローションを手に取って腕に塗った。




　車はうっそうとした森の入口で止まった。

「着いたよ。降りよう」

「ここは……？」

　車内から視線を巡らせてみると、大きくて頑丈そうな４ＷＤの白っぽい車が目に入った。

　後部座席から出て、外で運転手をしていたツアースタッフと話をしているコウさんのもとへ行く。

　日が落ちて辺りは薄暗い。

　大きくて頑丈そうな車はアメリカの自動車メーカー製で軍用車両でもある。

　これに乗るの……？

　そう考えたとき、コウさんはツアースタッフと話し終えた。

「和泉、乗車しよう」

「は、はい」

　車を乗り換えてだなんてどこへ行くのだろう……？

　運転席のうしろに私とコウさんは乗り込んだ。背後にも席があるが、ドアは外から閉まり、運転席に大柄な男性が座った。

「シートベルトを」

　言われるままにシートベルトを装着して、車は動きだした。

　熱帯雨林の中へ入っていく。しかも道なき道に見える。ヘッドライトが明るく行き先を照らしているが、頑丈な４ＷＤ車はデコボコの道を難なく走る。だが、中にいる私たちは左右、上下に体が激しく揺さぶられる。

「こ、これは？」

　すごい道を走行する車にびっくりしているが、楽しい。

「熱帯雨林をオフロード車で走るアクティビティだ。人気のオプショナルツアーだよ」

「楽しいですっ！」

　運転に慣れていなければこんな道を走るなんてできそうにないが、この車ならぶつかってもけがはしなそう。

　ぐらんぐらん体は揺さぶられ、「きゃーっ」と叫びながらも笑ってしまう。

「川へ入りますから、気をつけてください」

　運転手が英語で注意する。

　次の瞬間、４ＷＤ車は下降し、泥水で綺麗とはいえない川が見えてきた。川に突っ込む瞬間は、絶叫マシーンに乗っているかのようにギュッと目を閉じてしまった。




　少しして４ＷＤ車が停車して降ろされた。

　次はなんなのだろう？と、楽しみでワクワクする。

　スタッフに案内された場所は柵の中で、そこにはたくさんのカンガルーがいて、目を丸くする。

「餌をあげられる」

「うわっ、あげてみたかったんです」

　餌が手のひらにのせられて、一匹の小さめのカンガルーに近づく。初めてなのでちょっと怖くて、おそるおそる手を差し出すと、カンガルーは食べてくれた。

　よそのオプショナルツアーの外国人の参加者もいて、餌をあげている。

「かわいいですね。そうだ！　写真を撮らなきゃ」

　トートバッグからスマホを取り出して、カンガルーをたくさん写す。

「撮ってあげる。スマホを貸して」

「ありがとうございます」

　スマホをコウさんに手渡して、カンガルーと一緒に撮ってもらった。

「そろそろ食事にしよう」

「はい」

　ツアースタッフにより、私たちはすぐ近くにある山小屋風のオープンテラスのあるレストランへ案内されて、ステーキを堪能した。

　ワニやカンガルーのステーキもあったが、私とコウさんはオーストラリアンビーフを選び、熱帯雨林に囲まれた場所での食事を楽しんだ。

「素敵な場所に連れてきてくれてありがとうございました」

　食事が終わり、缶ビールを片手にテラスの柵に寄りかかって満天の星を眺める。

「喜んでもらえてよかった」

「最高のアクティビティでした。カンガルーに触れられるなんて思ってもみなかったですし、いい経験になりました。子どもみたいにはしゃいじゃいました。弟の櫂がいたら私以上に喜んだかもしれません」

「弟さんか。いつか連れてこられるといいな」

「はいっ、絶対に気に入るはずです」

　にっこり笑う私に、コウさんは口もとを緩ませてビールを飲み干した。上を向いたときに動く男らしい喉仏に、また心臓がドクッと跳ねる。

「さてと、そろそろ戻る時間だ」

　私たちはツアースタッフの車でクルーズ船へ戻った。

　船内の部屋に入ってすぐ、ソファにドサッと腰を下ろした。

「はぁ～楽しかったけど、疲れたぁ～」

　朝から盛りだくさんの経験をして、心地よい疲れを感じている。

　やっぱり旅って、ひとりよりふたりの方が断然楽しい。この二日間を思い返してみても、サイパンのオプショナルツアーはおもしろみのない観光だった。

　さてと、もう一度シャワーを浴びて寝よう。

　ソファから立ち上がったとき、出航の合図の汽笛が聞こえてきた。

　今度の寄港地はシドニーだ。

　そういえば、コウさんと別れるとき連絡先をまたしても聞きそびれてしまった。

　私ってほんと抜けている。でも今日も会えたように、きっと会えるだろう。

　ふいに、車の中での会話を思い出す。

『コウさんって、彼女さんになんでもやってもらっているんですね』

『大人をからかうなよ』

　あのとき、恋人がいないと否定はしなかった。あれほど容姿端麗で、魅力的で、頼りになり、楽しませてくれる人なのだから、いないわけがない。

　私は帰国したら、政略結婚をしなくてはならない身なのだ。

　恋愛なんて……。

　そう考えたら、目頭が熱くなって涙が込み上げてきた。

　コウさんと有意義に遊んだ反動なのだろうか。

　涙は止めようと思っても、なかなか止まってくれなかった。










四、思いがけなく楽しい豪華客船の旅




　翌日、目を覚ましたのはお昼を過ぎていた。

　ベッドで体を起こすが、日に焼けた肌のヒリヒリ感と久しぶりに泳いだのとで全身が筋肉痛だ。

「いたたた……」

　船内でヨガに参加したりジムへ行ったりして体を動かしてはいたけれど、まだまだ運動し足りなかったようだ。

　コウさんも筋肉痛かな……いや、きっと違う。普段から鍛えているに違いない。

　そうよね、あの体躯は鍛えていなければつくれないもの。

「はぁ……」

　目が覚めてすぐにコウさんのことを考えちゃうなんて……。

　そのとき、ぐぅ……とおなかが鳴った。

「着替えて食べに行こう！」

　お昼を食べている間に、二日間の洗濯物をランドリーで洗濯機を回さなきゃ。

　まだ火照っている肌にローションを塗ってから、ノースリーブのライム色のワンピースを身に着けて、これから洗う衣服を入れた袋を持って部屋を出た。

　セルフサービスのランドリールームから、和食レストランがあるすぐ上のデッキへ歩を進めた。

　入店し、窓際の席に案内されて紺碧の海を眺める。

　クルーズ船はケアンズから南下しシドニーへ向かっているが、雲が厚くてどんよりとした天気だ。一昨日おとといと昨日が晴れていてよかった。

　天ぷらの五種盛りとざるそばのセットが運ばれてきた。

　スマホに収められた昨日の写真を見ながら食べていると、テーブルの横に誰かが立った。彼かもしれないと笑顔で顔を上げたが、すぐにがっかりする。

　コウさんじゃなかった……。

　最悪なことに、彼に何度も声をかけていた女性だった。

「おひとり？　彼は一緒じゃないの？」

「……はい」

　なんとなくバカにしたような口調に、『はい』しか出てこない。

「本当は彼の恋人じゃないんでしょう？　あのときだけ頼まれたんじゃないの？」

「え？　いいえ。私はコウさんの彼女です」

　ドキッと心臓が跳ねたが、余裕を持った表情をつくって首を左右に振る。

「それなら今も一緒にいるはずじゃないの？」

「彼は仕事も兼ねて来ているので、部屋で仕事をしているんです。あ、見てください。昨晩はカンガルーに餌をあげたんです」

　女性に納得させるために、彼女が来るまで見ていたスマホの画面を出して、ツアースタッフが撮ってくれた私とコウさん、カンガルーの写真を見せた。

「恋人じゃなければグリーン島で終わらせるのではないでしょうか？」

　写真を見た彼女は悔しそうな顔になった。

「私の彼なんですから、声をかけるのはやめてください。迷惑です」

　そう言ったとき、背後から「由ゆ香か？」と呼ばれた彼女は私を睨みつけて立ち去った。

　私みたいな小娘がコウさんの恋人なのが納得いかなかったのね。これであきらめてくれればいいけれど……。

　でもまたひとりで食事しているところを見られたら疑われそうだ。

　コウさんを捜した方がいいのかな。

　ううん。たしかにまた突っ込まれるのは敬遠したいが、それは言い訳で、私はコウさんを捜す理由づけにしているのだと気づいた。

　レセプションカウンターでは、コウさんの部屋を教えてくれないだろう。しかも名字は知らない。となれば歩き回って彼の姿を捜すしかない。

　食事後、この階のラウンジやカフェを覗き、ひとつ上のデッキにあるジムやプールへ赴いてコウさんの姿を捜したが見えなかった。

　部屋で仕事をしているのかもしれない。また夕方にしよう。

　自分の部屋のあるデッキに戻り、ランドリールームから洗濯乾燥済みの衣服を引き取った。

　いい匂いの洗濯物が入った袋を抱えてランドリールームを出たところで、「あっ！」と声が漏れる。

　数メートル先からコウさんがこちらへやって来るところだったのだ。スマホをいじってうつむいていたコウさんが、私の声で顔を上げた。

「和泉」

「コウさん、捜していたんです」

「俺もだ」

　彼はスマホをジーンズのうしろポケットにしまいながら、口もとを緩ませる。

「え？　コウさんも……？」

　そう聞いて、内心うれしい気持ちになる。

「カフェに行こうか」

「はいっ。あ、これを部屋に置いてきちゃいますね」

「エレベーターホールで待ってる」

　うなずいて自分の部屋へ急ぐ。

　このデッキにいるってことは、コウさんも？

　偶然に感謝しつつ、部屋に洗濯物を置いてすぐに戻った。




　さっきもコウさんを捜して訪れたカフェに入って、今度はあの女性がいないか確認してしまう。姿は見えずホッと息をつく。

　コウさんは、オーダーしたバナナスムージーとアイスコーヒーをカウンターで受け取り、それを手にして外の空いている席へ私を進ませて着席した。

「で、どうした？　けっこう深刻そうな顔つきをしていたが？」

　固定された丸テーブルに飲み物を置いてコウさんは尋ねる。

「ランチを食べているときに、昨日の女性がやって来て、本当の恋人じゃないんでしょう？と言ったんです。もちろん否定しましたよ。昨晩のカンガルーと写した写真を見せたら引き下がってくれました」

　話をしていたら、彼女の高飛車な態度を思い出して怒りが込み上げてきた。気分を変えようとバナナスムージーを飲む。冷たくて甘くて、おいしい。

「同じクルーズ船に乗っているから会うこともあるよな……俺がうかつだった。今度彼女に会ったら話をして納得してもらう」

　憂いのある表情のコウさんも素敵で、私はテーブルに頬杖をつき「はぁ～」とため息を漏らす。

「イケメンすぎるからいけないんです」

「それはどうも」

　サラッと認めるコウさんにだんだん怒りの矛先が彼に向く。

　テーブルを両手のひらでバシッと叩く。

「風呂敷を頭からかぶるとか、猫背で歩くとか、そのイケメン度を下げれば誰も近づいてきませんよ」

　自分の口から出た言葉におかしさが込み上げてくるが、コウさんを睨みつける。

「おいおい、昼間からアルコールでも飲んでいるのか？　風呂敷をかぶったやつなんて不審者だろ。猫背も体に悪い。いいじゃないか、和泉が俺の彼女なんだから」

「彼女じゃなくて、彼女のふりです」

「わかったわかった。ところで、今夜船長主催のパーティーがあるだろう？　一緒に出てくれないか？　祖父母と申し込みをしていた？」

　ウエルカムパーティー以来、横浜港を出航してから何回かあったが、いまだに出席していない。ひとりだから参加しづらかったのだ。

　私は首を左右に振る。

「申し込みはしていません。今日の分は締めきっていますよね？」

「ひとりやふたりの追加は問題ないだろう。祖父母は君がいなくても大丈夫か？」

　そこでコウさんに、祖父母がいると嘘をついていたうしろめたさに襲われる。

　祖父母はおらずひとりで参加していると言ったら、この豪華客船にいる理由も話してしまいそうだ。

　今はまだ……。

「はい。大丈夫です」

　考えていることが表情に出ていたのだろう。

　コウさんは「本当に？」と再度確かめてくる。

「はい。問題ありません」

「わかった。では申し込みしておく。六時からだったな。部屋まで迎えに行くよ」

「えっと、会場の入口でいいですか？」

　迎えに来たときに、祖父母が顔を出さないのはおかしいだろうと考えて口にした。

「ＯＫ、入口で待っている」

「もしもあの女性に会ったら、忘れ物を取りに行っているとでも言ってくださいね。じゃあ、パーティーまであと二時間くらいしかないので、部屋に戻りますね」

「ああ。俺はもう少しここにいる」

　私は腰を上げ、バナナスムージーのグラスを持ってカウンターの返却口へ向かった。




　部屋に戻ってすぐさまクローゼットを開ける。

　中には二着のパーティードレスがかかっている。ひとつは継母に『地味よ。いいの？』と言われた、半袖でグレージュの膝丈ドレス。色は地味だけれど、レースが施されていて上品だと思う。

　もう一着はペールグリーンで、こちらも落ち着いた色味だ。ノースリーブのふくらはぎまであるミモレ丈で、どちらも今後招待されるかもしれない結婚披露宴などに適しているので、いい買い物だったと思う。

「どっちにしよう……」

　クローゼットの前で腕を組んで悩む。

「こっちかな」

　手にしたのはペールグリーンのパーティードレス。それをベッドの上に広げてシャワールームへ入った。

　髪の毛を洗い終え、体のボディソープの泡をシャワーで洗い流しているとき、いつの間にか鼻歌を歌っていることに気づく。

　私……コウさんとこれから食事だから心が浮き立っている……。

　その気持ちは否定できない。

　コウさんとのことは昨晩悲しくなってずっと考えた。

　この豪華客船の旅だけ……割りきって彼と接するのだと。

　見知らぬ男性と結婚しなければならないのだから、帰国までのアバンチュールくらい許されるのではないだろうかと。




　十八時になる前、ペールグリーンのパーティードレス姿の私は、待ち合わせの場所へ到着した。髪はポニーテールにしたので、動くたび左右に揺れている。

　入口にブラックフォーマルのコウさんが立っているのが目に入った。

　パリコレのモデルのように高身長なので、ブラックフォーマルがよく似合っており、立っているだけで輝いて見える。

　コウさんの前を通り過ぎる女性たちは必ず見入っている様子だ。

　極上の彼には女性を惹きつけるオーラがある。だから、あの由香と呼ばれた女性があきらめられないのもわかる気がした。

「コウさん、お待たせしました」

　彼の前に立ち、にっこり笑う。

「和泉、綺麗じゃないか」

「いちおうドレスアップすれば私でも見られるんですよ」

「いや、君はもともと美しい」

　コウさんがまじめな顔つきになるから照れくさくなる。

「もうっ、口がうまいとまた女性につきまとわれますよ」

「和泉がいるから大丈夫さ。ほら」

　コウさんは腕に掴まるようにジェスチャーをし、私は彼の肘の辺りに手を置いた。

　すごいな。エスコートも様になっている。旅行会社の一社員のはずだけれど、こういった場所にも慣れているみたい。

　急遽参加したというのに、私たちの席は船長のテーブルの隣で、少し離れたところにものすごく高いシャンパンタワーがあった。

　船長がそのシャンパンタワーにシャンパンを注ぎ、出席者は拍手をする。

　すべてのシャンパングラスに金色の液体が注がれると、スタッフたちが出席者に振る舞い、食事が始まった。

　コウさんは社交的で、八人が座る同じテーブルの年上の男女と如じょ才さいなく会話をしている。

　私もホテルウーマンの端くれとして、少しでも場を盛り上げられるよう会話をした。

　料理はフレンチのフルコースでおいしいけれど、見知らぬ人たちとの会話は気疲れするので、コウさんがいなければ次回は参加しないと思う。

　気ままにレストランで好きなものを食べていた方がいい。

　デザートを食べ終え、もうそろそろお開きというところで、周囲を見回してみる。背後のテーブルに、あの由香さんという女性が座っているのが見えた。

　私はコウさんの方へ体を寄せる。

「コウさん、彼女がうしろのテーブルにいます」

「知っている。着席するときに見えたよ。そろそろ出てコーヒーでも飲みに行かないか」

　そう言って、彼女に見せつけるためか私の手を握る。

　デザートのときにもコーヒーは出たが、ゆっくりもう一杯飲みたいようだ。

「それとも早く戻らないと心配される？」

「いいえ。大丈夫です」

　椅子から立ち上がった彼は私を立たせると、会場を後にした。




　数時間前に入ったカフェで飲み物をもらい、外へ出る。時刻は二十一時を回ったところだ。

「んー、気持ちいい風っ！」

　二十三時まで使えるジャグジーでくつろぐ、水着姿の老齢の男女が四人ほどいる。

「楽しそうですね」

「ああ。入った？」

「プールとジャグジーはまだ」

「明日、入ろうか？」

　コウさんの提案に一瞬驚いたが、すぐに「はいっ」とうなずく。

　せっかく豪華客船に乗っているのだから楽しまなくてはもったいない。

「午前中仕事があるから、終わったら。ランチも一緒に食べよう」

「お仕事忙しいんですね。午後遊んじゃっても大丈夫なんですか？」

「問題ない」

　コウさんは麗しく笑みを浮かべ、アイスコーヒーを口にした。




　翌日、約束までの時間部屋でゆっくりして、待ち合わせのイタリアンレストランへ赴いた。

　クルーズ船は出港時、その土地の食材を入荷するようで、今回もケアンズから新鮮な魚介類を仕入れている。レストランお勧めの新鮮な魚介類のパスタとサラダを食べて、一時間くらい船内をぶらぶらしてからプールとジャグジーを楽しんだ。

　ここのプールではビキニを着ている女性はいなかったので、Ｔシャツを身に着けたまま泳いだり、ジャグジーに入ったりした。

　シドニーに入港する前日の夕食後、私たちはカフェでくつろいでいた。

　白いプラスチックのビーチベッドにコウさんと並んで座り、私たちの間のテーブルにはビールとノンアルコールのカクテルのグラスがある。

　カクテルのグラスにはパイナップルが添えられている。

「コウさん、シドニーを案内してくれる約束ですよね？」

　この三日間、彼は午前中に仕事をして、午後からは私と一緒に船内のあらゆるところで遊んでくれていた。そんな時間を過ごし、コウさんは私の本当の恋人なのではないかという錯覚に陥りそうになる。

「もちろん、忘れていないよ」

「よかった。でも、お仕事は大丈夫ですか？」

「ああ。十時に下船しよう。夕食はロケーションのいいところへ行こうと思うんだが？」

「本当ですかっ？　わかりました！　楽しみにしていますね」

　あっという間にもう行程の半分が過ぎて、シドニー、グアムを回れば日本に戻る。真夏のこんなに開放的な夜を過ごしているのに、日本は真冬。

　そして父に、縁談相手は来なかったことを話さなければならない。激高するのは目に見えている。

　真冬のように心が冷えきってしまいそうだ。

「どうした？」

「え？　あ、いいえ。もうクルーズの旅も半分以上過ぎてしまったんだなって」

　そんなふうに思うのは、コウさんと出会ったからこそなのだろう。

「早く日本に戻りたい？」

　気のせいか、そう聞く彼の声に少しとげがあるように思えた。

「……ずっとここにいられたらと思います。帰国したら試練に耐えなくてはならないから」

「試練に耐える？」

　コウさんは首をかしげ、微かすかに眉根を寄せる。

　つい気持ちを吐露してしまったことに気づいてハッとする。

「そ、そうです。新入社員としての試練が。もう部屋に戻らないと」

「そうだな……そろそろ戻ろう」

　コウさんはスマホの画面に視線を落とし、時間を見て立ち上がる。

　時刻はもうすぐ二十二時。いつもこの時間に私たちはさよならをする。彼も同じ10デッキだったので、エレベーターに乗って一階下へ向かう。

　部屋が右側と左側なので、エレベーターを降りたところで別れる。

「おやすみなさい」

「おやすみ。明日十時にここで」

「はい」

　私はペコリと頭を下げて、部屋に歩を進めた。




　早朝、シドニー港に近づくのを部屋のテラスから眺めていた。

　オペラハウスが徐々に大きくなってくる。シドニーの町並みはケアンズとは違って都会だ。

　シドニーにいるのは一日しかなく、今夜出港する。

　ブッフェ式の朝食を済ませて、部屋に戻りメイクをしてからコウさんとの待ち合わせ場所へ向かう。

　服はサイパンで着た白いサンドレスにした。足もとは動きやすい白のスニーカーだ。

　二分ほど早く待ち合わせの場所に着いたのに、コウさんの姿がすでにある。

「コウさん、おはようございます」

「おはよう」

　彼も歩きやすいスニーカーで、それに合わせた白のポロシャツ、グレーの七分丈パンツはロールアップしている。

　コウさんの服は何気にブランドもので、おしゃれなのだろう。

　旅行会社の給料は平均的だから、大半を衣服につぎ込んでいるのかと思ってしまう。

　けれど、約一カ月という長期の視察を任されているということは、旅行会社でも地位が上の人なのかもしれない。

　私たちはクルーズ船を下りた。

「まずは、セント・メアリー大聖堂へ行こうか。ツアーに入っている観光地だ」

　ツアーバスは九時三十分に七台が出発していった。

「行きたいです」

　寄港前日の観光セミナーには参加できなかったので、スマホでシドニーの観光地はある程度ピックアップしていた。

「おいで。こっちだ」

　コウさんは、何台か駐停車しているうちの黒塗りの高級車に近づく。その車の横には四十代くらいの白人男性が立っている。

　彼は丁寧にコウさんに会釈した。

「あの、この車は……？」

　白人男性は運転手だろうか、紺色の制服を着ている。

「取引先の会社が用意してくれたんだ。彼が運転手で、今日一日使わせてもらえる。乗って」

　後部座席のドアを、運転手は開けて待っている。

　取引先の会社が用意……それにしても、高級すぎる気が……。こんな待遇をしてもらえるのだから、やっぱりコウさんは旅行会社の平社員とは思えない。

「和泉？」

「あ、はい。それではお言葉に甘えて」

　ドアのところに立つ運転手に頭を下げてから、後部座席に乗り込んだ。コウさんが隣に座ると、ドアは外側から閉まった。

　コウさんは淀みない英語で運転手に行き先を告げ、車は静かに動きだした。

「ケアンズのときも思ったんですが、コウさんの英語はどこで習ったんですか？　とても流暢ですよね」

「親の仕事の関係で小さい頃からスイスのジュネーブに住んでいたんだ。大学を卒業してから日本に戻ってきたから」

「わぁ、帰国子女だったんですね。スイスに住んでいたなんてうらやましいです」

　海外で暮らしていたから国際感覚が豊かで、女性に対してスマートなのはその影響なのかも。

「景色のいいところばかりだから、楽しめると思う」

　スイスに行けるとしたら、政略結婚での新婚旅行くらいかもしれない。

「……そうですね。いつか訪れたいです」

　政略結婚を思い出してズンと重い気分になるが、今はそんな思いに駆られている場合じゃない。楽しまなきゃ。

　それから他愛のない話をしているうちに、運転手がコウさんに「あと十分ほどで到着します」と英語で話しかけた。




　専用車で巡らせてもらっているので移動時間がかからず、あちこち赴くことができて、濃いシドニー観光になった。

　セント・メアリー大聖堂はふたつの塔を持つゴシック建築の教会で、建物の中は壮大な空間だった。主祭壇のうしろにある聖母マリアの戴たい冠かんが描かれたステンドグラスは、色が鮮やかでとても美しかった。

　シドニー水族館では初めてジュゴンを見られたし、オーシャン・トンネル・ウォークは左右、上にまでさまざまな海の生物が優雅に泳いでいた。

　数千匹もいる熱帯魚の中で、シュノーケリングで見た〝カクレクマノミ〟などもまた目にすることができた。

　古い町並みのロックス地区でお店を見たり、途中カフェに入って休憩したりして、ランチは私の希望でハンバーガーを食べた。

　クルーズの旅に出てからあちこちでハンバーガーを食べていたので、味比べというか、思い出に残るのではないかと思ったのだ。しっかり写真も撮った。

　シドニー観光を満喫しているうちに夕方になった。

　次に車が止まったのはオペラハウスの近くだ。停泊しているクルーズ船も見える。

　オペラハウスの写真を撮っていると、コウさんが私の手を取る。手を握られたのは今日は初めてで、鼓動がドクッと大きく跳ねた。

「ミュージカルが始まる。行こう」

「え？　ミュージカル？　オペラハウスで？」

「そうだ。日本でも映画が上映されたアメリカのダンスミュージカルだ」

　コウさんは映画のタイトルを口にした。

「見たことがあります。それをここでミュージカルに？」

　思いがけない話に呆気に取られ目を丸くする。

「ああ。チケットを取ってもらえたんだ」

「すごくうれしいです。ありがとうございます！」

「終わったら食事をしよう。出航までには間に合う」

　滅多に体験できないサプライズを、いとも簡単にコウさんはプレゼントしてくれ、あたり前のような態度は崩さない。やはり女性の扱いがスマートな人だと思った。

　父親が大手ホテルグループの社長で生活には余裕があったが、父は仕事に、継母は子育てに忙しく、劇場などへ連れていってもらう機会はなかった。

　ミュージカルは初めてだ。もちろん演目は英語だけれど、映画で見て内容はわかっているので、華やかに繰り広げられる世界に魅了されて楽しんだ。

　終演後オペラハウスを出て、むわっとした暖かい空気に包まれる。観客席は冷房が効いていたので、この暖かさは気持ちがいい。

　階段を下りながら、コウさんが買ってくれたパンフレットを胸に満足のため息を漏らした。

「コウさん、連れてきてくれてありがとうございました。パンフレットも。素敵な記念になりました」

　パンフレットを自分で購入しようとしたのだが、彼は頑として譲らなくて、私が折れたのだ。

「和泉の様子で楽しんでいるのがわかったよ」

「楽しんでいるどころじゃなかったです。興奮していました。こんなふうにクルーズ船の旅を有意義に過ごせるなんて、私……コウさんと出会えて本当にラッキーでした」

　隣で歩を進めていたコウさんが、突として立ち止まる。

「……俺もそう思う」

　そう言って、彼はふっと口もとを緩ませて麗しく笑みを浮かべた。

　コウさんにとっては何気ない笑顔なのだろうけれど、私にとっては心臓を撃ち抜かれたくらいに破壊力があって、心臓がうるさく暴れ始める。

　コウさんの目を見ていられず、夜景を見るふりをして視線を動かした。

「ラ、ライトアップされたオペラハウスを撮らなきゃ」

　パンフレットをトートバッグにしまい、スマホを出して綺麗に写せる場所を求めてコウさんのもとを離れた。




　オペラハウスから近い、ハーバーブリッジがよく見えるオープンエアのシーフードレストランで、ロブスターや牡蠣などの贅沢でおいしい夕食を食べてからクルーズ船に戻ってきた。

　部屋に入ってドアを閉めてから、ため息を漏らす。

　異性と交際したことがない私にとって、コウさんと過ごした時間は信じられないくらい充実していて楽しい。

　どうしよう……コウさんが好き。

　今までごまかしていた気持ちは、確実に本物の恋になっている。

　でも、コウさんにこのまま恋し続けてはだめなのだ。

　のろのろと窓まで足を運んでテラスに出て、椅子に力なく腰を下ろした。

　あと一時間ほどでシドニーを出港だ。

　ビル群の夜景は、さっきまでコウさんと見ていたものよりも感動しない。

　彼と一緒に見るもの、聞くもの、体験することはすべて輝いていた。

「はぁ……」

　なんで、コウさんに出会ってしまったのだろう。会わなかったらこんな気持ちになることもなかったのに……。

　スマホのロックを解除して、今日撮った写真をスライドさせていく。

　楽しかったな。

　写真を見ているうちに、タップミスで櫂と香織がにっこり笑っている姿が画面に映し出された。

「あっ！」

　スマホをいじる指が止まる。

　ふたりの写真を見た瞬間、冷や水を浴びせられた感覚になった。

　私はクレストピアグループを助けるために、政略結婚をしなくてはならないのだ。

　この片想い……恋を、きっぱりあきらめなくては。

　彼にこの豪華客船に乗った経緯を話そう。そうしたら、私の心に歯止めがかかるに違いない。




　夜中にシドニーを出港し、クルーズ船はグアムに向かっている。グアムに二日間滞在したら帰国は目の前。

　家からはなにも連絡はない。逃げ場をつくれないように、父が私に電話をするのを禁止しているのかもしれない。

　そのおかげで父に対して背徳感はあるものの、このクルーズの旅を謳歌している。

　朝。今日のコウさんは夕方まで仕事があるので、それまで私はフィットネスジムで体を動かしたり、髪を結ぶシュシュ作りに参加したりと、彼と出会う前まで楽しんでいたことをした。

　今夜、彼に祖父母が一緒だと嘘をついていたことや、この旅に参加した目的を告白しようと決めたせいか、コウさんに会うのに緊張感に襲われている。

　もしも彼が気持ちを害したらどうしようとも思う。告白によって、帰国までもう一緒に行動することはないかもしれない。

　でもそれは自業自得だし、コウさんに抱く気持ちがどうしようもなく大きくなってしまわないうちに、ちゃんと話をして歯止めをかけた方がいいのだ。

　今夜は寿司を食べる約束をしている。その寿司屋は有料で予約制だが、コウさんがそろそろ寿司を食べたいということで同意したのだ。

　オレンジシャーベット色のサンドレスに着替えて、髪の毛はハーフアップにして軽くメイクした。

　待ち合わせは十八時に寿司屋で、約束の十分前に部屋を出て、エレベーターホールに向かう。

　一歩一歩進むたびに緊張が増してくる。

　会ってすぐに話すわけじゃないんだから、リラックスして。

　ところが、廊下を曲がったところでコウさんとばったり会い、考え事をしていたせいでビクッと肩が跳ねた。

「あっ！」

「そんなに驚かなくても」

　そう言ってコウさんは苦笑いをする。

「す、すみません。考え事をしていたから……。お仕事おつかれさまです」

「ありがとう。早く会議から解放されたかったよ」

　彼はエレベーターのボタンを押した。この時間は乗客たちがいっせいに夕食しに向かうので、なかなかエレベーターはやってこない。私たちのうしろにも数人が待ち始める。

　二分ほど経ってエレベーターのドアが開いた。

「乗ろう」

　ふいにコウさんに手を差し出されて、その手を握り小さな箱の中へ歩を進めた。彼に手を握られるのは慣れてきたはずなのに、鼓動の高鳴りはひどくなる一方だった。

　寿司屋で通されたのはカウンター席で、板前が中にふたりいて寿司を握っている。

　セットメニューを食べるのかと思っていたが、好きなネタを頼んで握ってもらうらしい。

　席に着いてすぐに緑茶が運ばれてきた。

「和泉の好きなネタは？　やっぱりエビ？」

　昨晩のシーフードレストランでメニューを決めるときにエビが好きだと言ったので、お寿司のネタもそう思ったのだろう。

「はい。大好きです」

「まずはそれを握ってもらおう」

　コウさんはエビやイクラ、ウニなどを板前に頼む。

　店内の客は私たちを含めて三組しかいない。船内では無料でおいしくていろいろなメニューが楽しめるのに、わざわざお金を出して食べに来ないのだろう。

　コウさんはよっぽどお寿司が食べたくなったのね。

　彼が板前と話すのを見ながら、この後どう話を切り出そうかと考え始めて心がどんよりしてきた。食事を終えたらここを出て、どこか静かなところへ……。

「――泉？　和泉？」

「え？　は、はいっ」

　コウさんの声にハッとなって目をパチクリさせた。

　いけない、考えすぎていた。

「なにか悩んでいる？　よかったら聞く」

　思いがけず彼から話を切り出されて話しやすくなると思ったが、まだ食べ始めたばかりだし、それに人に聞こえるところでは告白したくない。

「食事が終わったら……人に聞かれないところで話していいですか？」

「神妙な面持ちだな。なんの話か怖いな」

　私も話をするのが怖い。

「少しアルコールを入れた方がいいかもしれない。食事が終わったらバーへ行こう」

　お酒を飲んで、話す勇気が出ればいい。

　私はコクッとうなずいた。




　６デッキにあるバーにやって来た。

　私たちはワインレッドのひとり掛けのソファ席に腰を下ろした。双方の膝がぶつかるくらいの距離で座っている。

　隣に座ったコウさんの膝が触れそうなくらい近いので会話をするにはしやすいが、大人の雰囲気が漂う空間は静かすぎて、ここでも告白はできそうにない。席の周囲に客がいて聞こえてしまいそうだ。

　コウさんはバーボンのロックで、私はソルティドッグをオーダーし、ナッツとチョコレートのおつまみとともに飲み物が運ばれてきた。

　こういったところが彼にはよく似合う。

　バーボンのグラスを傾けている姿は心臓が高鳴るくらいかっこいい。

　だめだめ、コウさんに惹かれちゃ。彼と一線を画かくするため、自分を諫めるために告白するのだから。

　彼もここでは話を促そうとはせず、静かに琥珀色の液体を飲んでいる。

　アルコールの力を借りないと勇気が出ない……。

　尚子と明日香とで居酒屋へ行くこともあったが、お酒を飲むとすぐクラクラするのでチューハイを二杯程度しか飲めなかった。

　ソルティドッグはカクテルだからチューハイよりアルコール度数がある。

　透明の液体が入ったグラスの縁に、ぐるりと塩がついている。私はグラスを手にして口に運んだ。

　塩分でアルコールがそれほど気にならず、おいしいと感じる。

「コウさん、これおいしいです。いつもチューハイばかりなので」

「つまみと一緒に飲んだ方がいい。カクテルの度数はかなり高いから」

　ナッツとチョコレートがのったお皿を私の方へ近づける。

　コウさんは私がソルティドッグを一杯飲み終える間に、バーボンを二杯飲んだ。けれど、表情も態度もまったく変わらない。

　やっぱり素敵な人だ。政略結婚の相手もコウさんみたいだったらいいのに……。

　でもきっと違う。結婚もビジネスの一環だと割りきった、冷淡な人だろう。

「和泉、そんなに深刻な話なら俺の部屋で聞こうか？」

「え……？」

「人に聞かれたくないんだろう？」

　私の部屋には祖父母がいると思っているから、そう言ってくれているのだろう。

「……そうさせてください」

　アルコールが入って少し気だるさを感じているが、それが告白する勇気を与えてくれそうだった。




　10デッキに戻ってきて、自分の部屋のある廊下とは反対側へ進む。中ほどのドアの前でコウさんは立ち止まり、ロックを解除してドアを開けた。

「どうぞ。入って」

　促され、室内に歩を進めて目を見張る。

　私の部屋より倍以上広さがあり、まるでホテルのスイートルームの一室のようだ。

「すごい部屋ですね……スイートルーム？」

　壁に沿って三人掛けのソファが配置され、ダイニングテーブル、バーカウンターの近くにもソファセットがある。

　窓際近くにプレジデントデスクが置かれ、その上のノートパソコンは閉じられている。扉のない向こう側の部屋にはキングサイズのベッドが見えた。

「ああ。うちの会社とクルーズ会社の提携話があって、視察も兼ねた部屋を用意してくれたんだ。座って」

　そうだったんだ。やっぱりコウさんは平社員ではなさそう。

　私を三人掛けのソファに座らせたコウさんはバーカウンターに近づき、飲み物を持って戻ってきた。

「レモンのリキュールがあったからソーダで割った。飲みやすいと思う。どうぞ」

　目の前にグラスを置いてくれ、中の氷がカランと音をたてる。

　テーブルを挟んでひとり掛けのソファにコウさんは腰を下ろし、バーで飲んでいたバーボンのような琥珀色の液体の入ったグラスを口にする。

「いただきます……」

　頭はすっきりさせておかなければならないが、勇気が出るほどアルコールは回ってくれていない。

　私がひと口飲むのを、コウさんはまっすぐ見つめている。その視線に息苦しさを覚え、咳払いをひとつしてからグラスをテーブルの上に戻す。

　そして――。

「私、嘘をついていました。申し訳ありませんでした！」

　両手を膝に置いて頭を深く下げた。

「……嘘って。頭を上げるんだ、話を聞くから」

　コウさんの静かな声が頭の上から降ってきて、大きく呼吸をしてから顔を起こした。

「で、嘘とは？　話してくれ。事情があったのだろうから怒らないよ」

　その言葉に安堵して口を開く。

「……祖父母が同行しているというのは嘘です。コウさんに出会ったばかりだったので……予防線を……」

「知らない男に対して和泉の考えは間違っていないと思う」

「そう言ってくださってホッとしました。私が豪華客船の旅に参加したのには理由があって……」

　その理由を話す前に、グラスに手が伸びる。これだけ言うのに喉がカラカラだ。

　飲んでグラスをテーブルに置く。

　そんな私を急かさずに、コウさんはグラスの中の氷を回すように動かしている。

「父はホテルグループの社長で、経営難を打開するために政略結婚を私に勧めました。縁談話には驚きましたが、会社をつぶすわけにはいかなくて承諾したんです。お見合いはこの豪華客船で行われることに」

「君がひとりということは、相手は来なかった？」

「はい。仕事で来られなくなったと。ていよく断られたのかもしれません。でも、安心しました。顔も知らない人と旅の間ずっと過ごすなんて、少し想像しただけで憂鬱でしたから。父が知ったら怒るでしょうけど……」

　怒り心頭の父の顔を思い浮かべて、ブルッと震えがきて体に腕を回す。

「お見合い相手の顔を知らない？」

「父から封筒に入った写真を受け取ったけど、先入観を持たないように見ていなくて」

「政略結婚を決意したのはホテルグループのため？」

「はい。ずっと父の手助け……というにはおこがましいですが、役に立ちたいと思っていました。大学生になってから、ホテルのあちこちの部署でアルバイトをしたんです。入社したらその経験を役立てられるように。だから経営がうまくいっていないと知って、決心したんです」

「そうだったのか……」

「相手は来られなかったですが、この旅はとても……」

　コウさんのおかげで、二十二年間の中でこの旅はとても、いや、一番楽しいものになった……そう言いたかったがのみ込む。

「とても？」

「……思いがけず楽しかったです」

　初めてコウさんに会ったときを思い出して、自然と笑みが浮かぶ。

「自由を謳歌したって感じで。この政略結婚がだめになっても、父はまた別の御曹司と結婚させようとするはずなので」

　初めて男性を好きな気持ちを知った旅だった。

「自由を謳歌か……。政略結婚をしたとしても、まだまだこれからもっと楽しめるんじゃないか？」

「どうでしょうか……コウさん、あなたがいてくれたから……」

「俺がいたから？」

　漆黒の瞳でまっすぐ見つめられて、頬に熱が集まり始めている。

　でもこの想いは知られちゃだめ。

「は、話は終わりです。私はあなたに嘘をついていたので、帰国まで残りの日数……会わないと言われても納得します。で、では、失礼します」

　ソファからすっくと立ったが、アルコールのせいなのか一歩目で足がふらついた。

「和泉！」

　コウさんの手が私の腕を掴み、支えられる。

「あ、ありがとうござ――」

「君はどうやら恋愛をしたことがないみたいだな」

　彼の口もとが緩やかに上がる。

「そ……そんなこと……」

「和泉。帰国までの十日間、俺と恋愛してみないか？」

　え……？

　聞き間違いなのかと耳を疑い、小さく首を倒してコウさんの目を見つめる。

「俺と恋愛しよう。ここにいる間の限定で」

「こ、コウさんと……恋愛？」

「そうだ。政略結婚をする前に遊んでもいいんじゃないか？」

　帰国後は自由がなくなる。一度も異性と交際したことがないのだ。今後現れる政略結婚の相手に縛られる前に、恋愛してもいいのではないだろうか。

　コウさんは私を気の毒に思って遊んでくれるスタンスなだけで、本当に好きで恋愛をするんじゃない。でも、その方がいいのだ。

　政略結婚前にコウさんと恋愛のまね事をしたい。

「本当に……私と恋愛をしてくれるんですか？」

「もちろん。今までは恋愛のふりだったが、明日からは本物の恋愛だ」

　真剣な眼まな差ざしはからかっているようには見えない。

　コウさんに見つめられるだけで、心臓はドキドキしてくる。触れられていない反対の手で、高鳴りを確認するように置いた。

　帰国まで、この浮き立つような感覚を感じていたい。

　こんな気持ちは初めてだったから。

「よ、よろしくお願いします」

　頭を下げると、大胆にお願いしてしまった重大さに顔を上げられない。

　すると彼の「クッ」と笑い声が聞こえた。

「硬いな。そんなんで政略結婚なんてできるのか？」

　コウさんは顔を上げさせる。そして手のひらが私の頬にあてられてなでられた。

　そんなふうにされると、困惑して思わず視線を落とすしかない。

　また彼は笑いをこぼし、頬にあてていた手をずらして私の手を握り「送っていく」と言った。

　部屋を出ても、コウさんの手はずっと私の手を握ったまま、並んで廊下を歩く。

　ほわほわと浮いているような気分だ。

　反対側の私の部屋の前に到着して、彼は微笑む。その笑顔に心臓が射ぬかれそうだ。

「寝ても約束は忘れるなよ」

「わ、忘れないです」

　つながれていた手が放され、ポケットからカードキーを出してロックを解除する。

「明日のランチから約束は開始だからな。おやすみ。入って」

「……おやすみなさい」

　挨拶をして部屋の中へ入ると、外側からドアが締められた。

　ぼうっとしながらベッドにポスンと腰を下ろす。

「私が……コウさんと……本物の恋愛をする……」

　口にした瞬間、頬が熱くなってくるのがわかる。

　本物の恋愛……でも、期間限定。

　残りの十日、悔いのないようにコウさんと恋愛しよう。










五、恋愛レッスン




　コウさんとの関係が変わると思うとなかなか寝つけずに、眠ったのは明け方。そして、船が大きく揺れて目を覚ましたのは四時間後。

　時刻は九時を回ったところだ。

　うわー、すごく揺れてる……。

　眠い目をこすりつつベッドから出て窓に近づきカーテンを開けると、雨が窓を打っていた。天候は悪く、海はうねっている。

　今日はずっと揺れているかも。

　そういえば、コウさんは船酔いするから大丈夫かな？

　足がふらつくほどの揺れに、乗り物酔いには縁遠い私でも気分が悪くなりそうだ。

　Ｔシャツと綿のティアードのロングスカートに着替えて、軽くメイクをしてから部屋を出る。

　コウさんとのランチまでまだ三時間ほどあるので、軽く食事をすることにした。

　ブッフェ式の朝食を出すレストランへ赴くと、いつも料理を取るのに並ぶくらいいる乗客の姿が少ない。

　この揺れは乗船して初めてだものね。

　クロワッサンとカフェオレ、ベーコンエッグ、サラダをお皿に盛って、ガラガラの席に座る。

　こんなときにも食欲が変わらない自分を笑う。

　クロワッサンをちぎって口に運び、コウさんの姿を捜してみる。

　朝食の席では見かけたことがないのでいないとわかっているのだが。彼はもしかしたら船酔いしているかも。

　酔い止めの薬はあるかな？　前回で飲みきってしまったかもしれない。

　継母に持たされた薬があるので、それを持って様子を見に行った方がいい……？

　顔を会わせるのは照れくささがあるが、コウさんが船酔いに苦しんでいるかもしれないと思うと、行かなければならない気になってきた。

　食事もそこそこに、席を立って部屋へ一目散に戻る。

　洗面台の引き出しに入れたポーチに、酔い止めの薬が入っていたはず。

「あった！」

　薬の箱を手にしてコウさんの部屋に向かった。

　ドアの前に立って、大きく深呼吸を一回する。チャイムへ伸ばす手がなかなか押せない。

　この揺れで、なるべく部屋にいるようにと船内アナウンスがあった。

　そのときクルーズ船が上下に大きく揺れて、とっさに壁に手を伸ばしたがよろよろとバランスを崩し、おでこがドアにぶつかった。ゴツンと大きな音が出る。

「いたっ！」

　目から火が出るというのはこのことだろう。あまりの痛さにおでこを手でこすっていると、またもやひどい揺れに襲われてドアに肩がぶつかる。

「もうっ！」

　痛む肩に手をやり、腹を立てたところでドアが内側から開いてビクッと肩が跳ねる。

「和泉、揺れがひどいのになにをしているんだ？」

　コウさんの漆黒の瞳が私のおでこへ移動する。

「大きな物音はぶつけたからか。額を冷やそう。入って」

　手が握られて部屋の中へ誘導される。

「あの、コウさん船酔いしていませんか？　酔い止めの薬がなかったらと思って」

　顔色は見たところ悪くはないようだけど……。

　彼に市販薬の箱を差し出す。

「え？　あ、ああ。この揺れには参ったよ。船酔いしている」

　コウさんはみぞおちの辺りに手を置く。

「やっぱり！　今日はすごいから。どうぞ飲んでください」

「ありがとう。でももう飲んだから。二錠残っていたんだ」

「でも、二錠では……これをどうぞ。ひどいときは飲んでください」

　テーブルの上に小さな箱を置いた。

「……助かるよ」

「じゃあ、私は部屋へ戻ります。横になっていてくださいね」

　ドアに向かおうとする私の手が掴まれ、うしろに引き戻される。

「きゃっ！」

　体が斜めになったところを背後から抱きとめられた。

「額を冷やそう。横になるのはそれからだ」

「ええっ？　大丈夫です。自分の部屋で冷やします。気分が悪いときはひとりになった方がゆっくり休めますよ」

「いいから」

　そうこうしているうちに、隣の部屋のキングサイズのベッドの端に誘導され、座らされる。

「座って待ってるんだ。また揺れで転がってけがをしないように」

　コウさんは私から離れると、室内にあるドアの向こうに消え、濡れタオルを手に戻ってきた。

「横になって」

「そ、そんなことできませんっ」

　思いがけないシチュエーションに心臓が暴れ始める。

「いいから。和泉は俺を気遣って来てくれたんだろう？　吐き気と戦っているんだ。一緒にいてくれてもいいんじゃないか？」

　コウさんは私を押し倒し、おでこに濡れタオルを置く。

　横になったはずみでサンダルが脱げた。

　彼は体調が悪いのだし、一緒に横になったからってどうにかなるわけじゃないよね。

「和泉、これも恋愛レッスンだ」

　恋愛レッスン……。

　返事をする前に、コウさんは私の隣に体を横たえた。

　私が混乱のあまり苦虫を嚙みつぶしたような表情でもしているのか、彼はおかしそうに口もとを緩ませる。

「俺と恋愛をするんだろう？」

　突然、長い腕が私の腰に置かれ、「ひっ」と心臓が縮み上がる。

「コウ……さん？」

　彼が私の方に体を向けていて、胸の鼓動が暴れる。

「額、痛まないか？　頭痛は？　やっぱり医務室へ行った方がいいかもしれない」

　憂慮するような瞳を向けられて、意外と心配性なコウさんに困惑する。

「そ、そんなに痛くないです。頭痛もないですし。あのやっぱり私……」

　おでこの上の濡れタオルが落ちないように手で押さえて体を起こす。

「だめだ」

　やんわりと否定されて、再び頭が枕に着けられた。

「もう……絶対にひとりで休んだ方が、気が休まると思いますよ」

　そう言った瞬間、コウさんはおかしそうに笑う。

「和泉は本当に男女のことがわかっていない。一緒にいるだけで満足したことはないか？」

　一緒にいるだけで満足……。

　今まで異性と交際したことがないのでどんな感じなのかもわからないが、コウさんに出会ってからはいつも充実していて、一緒にいるだけで楽しい。

　でも、それは口にできない。私の気持ちを知られてはだめ。

「……男女が一緒にいると、そんなふうな気持ちになるんですね」

「そう。だから、このままでいてくれないか」

　このままで……。コウさんは私といて満足しているってこと……？

　ううん、恋愛レッスンって言ってたもの。政略結婚が決まっている私とつかの間、暇つぶしをしたいだけ。

「昼過ぎには天気が回復するそうだから、それまで眠ろう」

　そうだ！　コウさんは船酔いを。

「気持ち悪いんですね？　吐き気は？」

「薬が効いたのか、吐くほどじゃない。だが、こういうときは寝るのが一番だろう？　和泉、俺を心配して来てくれてありがとう」

「ね、寝ましょう。目を閉じてください」

「そうしよう」

　見つめ合うことに慣れていない私は恥ずかしくて仕方ない。おでこの濡れタオルを少しずらし、目にかかるようにして閉じる。

　すぐにコウさんの楽しそうな笑い声が聞こえてきた。

　その後もこっそり彼が眠ったのか頻繁に目を開けて確認しているうちに、眠りに落ちていた。




　意識が浮上するとき、揺れがなくなっているのに気づいて目をパチッと開ける。

　隣にコウさんはいなかった。

　揺れは収まったけれど、もしかして気分が悪くて？

　体を起こしてベッドから下り、隣の部屋へ行きかけたところへ彼が現れた。

「具合は大丈夫ですか？」

「え？　ああ。揺れも治まったし」

「よかったです。それじゃあ、食べられるようなら食事に行きませんか？」

　現在の時間はわからないが、空腹を感じているのでもうお昼を回っているだろう。

「部屋に届けてもらったんだ。テーブルに用意してある」

「届けてもらった……？　食べに行ってもよかったのに……」

「外に食べに出るのも面倒だったから、適当に頼んだ。食べよう。腹が減っていそうだな？」

　からかう瞳に胸がキュンとなる。

　隣の部屋へ歩を進める広い背中を追いながら口にする。

「わ……私じゃなくて、コウさんがすいているんじゃないかなと思って」

　事実、空腹感はあるが、すんなり認められない。

「座って」

　椅子を引いたコウさんは私を座らせる。

「タコスだわ！」

「もしかして好きじゃない？」

「いいえ。大好きです。でもレストランメニューにはなかったかと……」

　首をかしげる私に彼は「裏メニューってやつかもな。スタッフから勧められたんだ」と言う。

「サルサソースだったら辛から味みもありますし、さっぱり食べられますね」

「ああ。ほら」

「いただきます！」

　薄焼きパンのようなトルティーヤの入ったカゴを差し出されて一枚手にする。

　七つの中皿にトマトをはじめいろいろな野菜がのっており、味つけされた牛肉に鶏肉もある。トルティーヤにそれらを少しずつのせ、チーズにサルサソースをかけてパクッと食べる。

「ん！　おいしいです！　コウさんも食べてください」

　彼が口にするのを見守る。そしゃくした後「おいしいよ」と笑みをこぼした。

　飲み物はアイスティーとアイスコーヒーのポットが用意されており、私はアイスミルクティーにして、タコスのランチをふたりで綺麗に平らげた。




　グアムに到着するまでの三日間、プールやジャグジーでも一緒に過ごしたが、夕食後には、縁がないと思っていたカジノでもコウさんにレクチャーされながら、初めての体験をして楽しんだ。

　コウさんのお金で一万円ほど勝った。もちろん彼がアドバイスしてくれていなければ軍資金は一瞬ですっていただろう。

「はい」

　彼は私に儲かった金額を差し出す。

「いただけませんっ。もともとコウさんのお金ですもの。遊べただけでとても楽しかったです。ありがとうございました」

「でも、これは和泉が勝った金だ」

「コウさん、もらいませんからね。今までもお食事代や出かけたときに出してもらっちゃっているんですから」

「社長令嬢の君には微々たる金額かもしれないが」

「そんな！　一万円は大金です」

　両手を顔の前で左右にブンブン振る。

「わかった。行こう」

　コウさんは私の手を取ると歩き出す。

　行こう……？

　困惑しながらついていくと、彼はお土産物などが置いているショップに入った。

「和泉、金を受け取れないというのなら、この金でなにか買おう」

「コウさん……」

　小さなものをひとつ買えば彼の気が済むのではないかと考え、店内を見て回ることにした。

「クルーズ船のロゴが入ったボールペンなんてどうでしょうか……？」

「それでもいいが、二十本買うか？」

　え……。コウさんはあくまでも使いきろうとしているんだ。

「二十本は……」

　引きつりながら笑う私に、コウさんは表情を崩して楽しそうだ。

　どうしよう……。

　店内をぐるっと見渡したとき、白くまが船長の制服を着ているぬいぐるみが目に入った。高さ三十センチくらいで、制帽をかぶった白い制服と紺色の制服の二種類だ。

　そのぬいぐるみの方へ歩を進めて、紺色の制服の白くまを手にして値段を確認する。消費税を入れたら約五千円。

「それがいいのか？」

　背後から声をかけられ、白い制服のぬいぐるみのふたつを持って振り返る。

「はいっ。お願いします」

「女の子はそういうのが好きだよな」

「このクルーズ船に乗った記念ですから」

　コウさんは微笑みを浮かべ、私からぬいぐるみをふたつ受け取りレジへ向かう。会計を済ませたぬいぐるみはビニールのショッパーバッグにひとつずつ入れられて、彼が戻ってくる。若干のおつりはレジカウンターにあった募金箱に入れていた。

　ショップを出たところで、コウさんはふたつを私に渡してくれる。

「ありがとうございます」

　ショッパーバッグの中を確認して、紺色の制服を着た白くまをコウさんに差し出す。どうして渡されたのか彼はわからないようで、首を微かに傾ける。

「コウさんの分です。恋愛って、こうやってペアのものを持ったりするんじゃないですか？」

　黙り込むコウさんに向かって、さらにグイッとぬいぐるみを押しつける。

　すると、観念したかのような笑いを漏らして受け取ってくれた。

「わかったよ。乗船の記念だな」

「はいっ」

　私は満面の笑みをコウさんに向ける。

　彼にとってぬいぐるみは帰国したらきっと邪魔になるはずだけれど、受け取ってもらいたかった。




　10デッキに戻り、私の部屋の前まで戻ってきた。

「明日は起きたらグアムですね」

「ああ。レンタカーで島内を回ろうと思っているんだが、行きたいところはある？」

「……クレストピアホテルへ行って、現状を見てみたいと思っているのですが」

　以前、ホテルへ泊まったのは二回。父と継母が結婚した年に三人で訪れたのと、香織が幼稚園児で櫂が二歳くらいのときに家族五人で遊びに来たのを覚えている。その後、両親は多忙で全員揃そろっての家族旅行はしていない。

　なので私がグアムに来たのは、八歳と十二歳の頃になる。

「それは君の家の？」

「はい。援助も必要ですが、経営難を少しでも上向きにするためにグアムのホテルを改善できないかと。あ！　私なんて入社したら下っ端ぱの社員でしかないけれど。それに結婚したら働けるのかもわからないですし。でも、ホテルの現状を確認しておきたいなって」

「いいんじゃないか？　行こう」

　グアムはツアーの最終目的地。二日滞在したら出港して、その五日後には帰国だ。

　そうしたらコウさんにも会えなくなる。

　ふいに切なさが込み上げて、胸を締めつけられた。

「で……は、おやすみなさい」

　うつむき加減で挨拶をして、彼に背を向けドアの取っ手に手をかける。

「和泉」

　静かな声で呼ばれ、さらに胸がギュッと苦しくなった。買ってもらったぬいぐるみの入ったショッパーバッグを抱えたところで、肩に手が置かれて体が反転させられた。

　彼の手が私の後頭部から頬の下辺りに添えられる。

「コウ……さん？」

　やわらかい笑みを口もとに浮かべていた顔が近くなり――。

　形のいい彼の唇が私の唇にそっと重ねられた。すぐに離れると思っていたキスは、私の唇を味わうかのように食はむ。

　心臓の高鳴りは彼に聞こえそうなほど響いている。

　キスに驚いて固まっている私の頬を、コウさんはそっとなでた。

「和泉、おやすみ」

　ぼうぜんとなっている私から彼は離れ、去っていった。

　姿が角を曲がって見えなくなるまで目で追って、指先はたった今キスされた唇へ持っていく。

　コウさんがキス……。

　キスされたのは初めてだ。

　廊下の先から話し声が聞こえてきて、ハッと我に返り部屋へ入った。

　ショッパーバッグから白くまを出してベッドの枕もとに置く。私の白くまは白い制服の方だ。

　今になって脚が震えている。

　ベッドに座って、一度は枕もとに置いた白くまを抱きかかえる。

　コウさんのキスでまだ心臓のドキドキは治らない。

　彼が好き……。

　こんな気持ちで帰国後、ほかの男性との結婚を決断できるのだろうか……。

　いや、できるのだろうかではなく、グループを助けていつか櫂が後を継げるように、そうしなければならないのだ。

　そう考えていると目頭が熱くなって、抱きしめている白くまの制帽の上に涙がポトッと落ちた。

　泣いちゃだめ。吹っきって政略結婚するために、コウさんと恋愛しているのだから。

　翌朝、コウさんと顔を会わせるのは恥ずかしかったが、出かけないわけにはいかない。グアム滞在は今日と明日だけ。

　コウさんはキスしたことなんてたいしたことではないと気にしていないはず。だから、私もなかったことにして平常心で会おうと誓う。

　今日は、まだ一度も着ていない薄いラベンダーのノースリーブワンピースにして、髪はハーフアップにして肩に垂らしている。ホルターネックなので、首のうしろで結んでいる。

　出かける支度をしているときも、頭からコウさんは離れない。

　彼のことを考えるたびに胸がドキドキして……これが恋する気持ち……。




　朝の九時、部屋がノックされた。

　トートバッグを持ってドアを開けた先にコウさんが立っていた。

「おはよう」

　彼は白いＴシャツに水色のシャツを羽織り、白のパンツを履いている。胸ポケットにサングラスが見える。

　昨晩別れたときは色香を漂わせていたように思えたが、今はそんなのは微み塵じんも見せずにとにかく爽やかだ。

「おはようございます」

「行こうか」

　笑みを向けるコウさんは手を差し出して私の手を握る。今まで、会ってすぐに手をつなぐことはなかった。

　彼の手に触れていると、気持ちが弾むような感覚を覚える。

　エレベーターでレセプションカウンターのある４デッキへ向かい、外へ出た。

　入国手続きは早朝からグアムの入国管理官が乗船して終わっている。

　タラップを下りたところで、浅黒いアロハシャツを身に着けた現地の人らしき男性が近づいてきた。

「ちょっと待ってて」

　その男性のところへコウさんが歩を進めて、話をしている。

　待たずしてコウさんは戻ってきて、赤い高級外車のところへ連れていかれる。

「うわっ、かっこいいですね」

　ピカピカに磨かれた流線形の美しい車だ。

　コウさんは助手席のドアを開けて私を座らせてから、車の前を回って運転席に腰を下ろす。

　シートベルトを探していると、彼の手が顔の前を横切る。そしてコウさんの体が覆いかぶさるような格好になり、ドキッと心臓が跳ねて固まる。

　動けないまま近すぎる顔を見み遣やった。

　私のドキドキなんて知らないコウさんは、シートベルトを引っ張り装着してくれる。

「まだそれほど暑くないからルーフを開けて走ろう」

　彼はダッシュボードから白いケースを取り出して、私の膝の上にそれを置く。

「サングラスだ。オープンカーだと風にあたるから」

　そう言って、彼は胸ポケットの黒っぽいサングラスを出してかける。

　かっこよすぎる……。

「レンタカーなのにサングラスも借りられるなんて、至れり尽くせりですね。しかも高級ブランドで」

　ケースにはブランドのロゴが入っていて、開けると茶色がかったレンズのサングラスが入っていた。サングラスなんてかけたことがないが、たしかにまぶしさと目の風よけにはいいだろう。

「借りものじゃないよ。和泉用に用意してもらった」

「え？　それじゃあお支払いします」

　運転席のコウさんへ顔を向ける。

「そんなに高いものじゃないから、気にしないでくれ」

「でも……」

「いいから。恋人なら素直に甘えるんだ。サングラスをかけて」

　コウさんは恋人には甘いのね……。

「……ありがとうございます。使わせていただきます」

　勧められた通りにサングラスをかけてから、横を向く。

「サングラスは初めてなんですが、おかしくないですか？」

「似合ってる。いつもはかわいいが、サングラスをかけると美人に見える」

　笑いながら言うので、いつものようにからかわれているのだろう。

「もうっ、適当なことを言わないでくださいっ」

「いや、本心だよ。信じられない？　そろそろ車を出すぞ」

　本心……。

　コウさんはエンジンをかけて車を発進させると、少し先の大きな道路で走る車に合流させた。

　車は南部に向かって走り、三段の滝が美しいタロフォフォの滝公園を散策し、タモン湾の北端にある恋人岬へ向かった。

　道路は混雑しておらず、午前中の間に駐車場に到着すると、五台ほどのツアーバスが待機していた。

「かち合ったな。それほど広い場所じゃないから混雑しているだろう」

「あ！　でも、皆さん戻ってくるところみたいです」

　ぞろぞろとツアー一行がバスに向かって歩いてくるのが見える。

　車の中からそちらへ視線を向けていると、コウさんを何度も誘っていた由香さんと友人が歩いているのが見えた。

　ここはバスから少し離れているので、こちらに気づくことはないはず。

　あれから彼女と船内ですれ違うこともあったが、話しかけてくることはなかった。由香さんはコウさんをあきらめたのだろう。

「よかった。そろそろ行こうか」

「はい」

　ツアーの人たちがはけたところで、私たちは車から降りて歩き出した。

　タロフォフォの滝公園でもそうだったが、コウさんはごく自然に私の手を取る。

　ここでも私たちは手をつないで恋人岬まで足を運んだ。

　空は抜けるように真っ青で、抱き合う巨大な男女の銅像が映えている。恋人岬はこの男女の銅像の悲恋伝説のある場所だが、カップルで訪れると結ばれるという噂でも有名なところだ。

　ハート形の南京錠にお互いの名前や願いを書いて、ハートロックウォールと呼ばれるフェンスに鍵をかけると、永遠の愛で固く結ばれるといわれている。

「俺たちもやろう」

「え？」

　耳を疑っているうちに、小さなショップに向かってコウさんは歩を進める。

「コウさん、私たちは……」

「単なるイベントだ。俺たちが出会った記念に」

　ショップに入ってショッキングピンクの南京錠を購入する。

　彼は恋人同士のまね事を私にさせたいのかもしれない。

「名前を書こう」

　フェルトペンを渡され記入する場所を指で示されたので、〝和泉〟と書いてコウさんに戻す。そのとき、空を飛ぶ大きな鳥が目に入り、一メートルほど先のフェンスの端まで近づく。視線を移すとフェンス越しに真っ青な海と空が広がっていて、彼が書いている間、私はその景色にずっと魅了されていた。

「じゃあ、つけよう」

　ハートロックウォールのぎゅうぎゅうにかけられた南京錠の隙間を捜して、そこに取りつけた。

　たくさんの南京錠から私の名前が見える。

　永遠の愛で固く結ばれる……か……。

　ありえないけれど、南京錠をかけたとき幸せを感じた。

「これでよし。あの柵まで行こう。下の海が綺麗だから写真を撮るといい」

「コウさんはなんでも知っていますね」

　彼は口もとをおかしそうに緩ませる。

「十年早く生まれてきているからな」

「そうかもしれませんが、観光地に疎い男性だっていると思います」

　お見合いに来なかった相手はもしかしたらそういう人かもしれない。

　柵のそばまで行って大パノラマの絶景をスマホに収めた。

「向こうに見えるホテル群がタモン地区で、クレストピアホテルもあそこにある。そろそろランチにしよう。腹ペコだ」

「はいっ。食べたいものがあるんですが……」

「ハンバーガーだろ？」

「ふふっ、さすがです。あ、ちょっとショップで買いたいものがあって。いいですか？」

「もちろん」

　ショップに入り、海の絵が描かれたＡ４サイズの水彩画を手にする。さっき目にして気になっていたのだ。

　美しい海に、男性が背を向けて佇んでいる。その男性がコウさんと重なる。

　コウさんが別の商品を見ているうちにレジで支払いを済ませた。




　ＳＮＳで調べたハンバーガーショップへやって来た。

　車はクレストピアホテルの駐車場に止めている。賑わいのあるホテルが連なるタモン地区は買い物に便利だ。

　ハンバーガーは、アボカドの入った厚みのある牛肉のパテやトマトがのったものにして、ひと口頬張る。

「んー、おいしいです。今回の旅行で食べたハンバーガーの中で一番かもしれません」

「二番目は？」

　アイスコーヒーを飲んでから答える。

「キュランダ村で食べたハンバーガーです。コウさんはどう思いますか？」

「俺の一番はキュランダ村かもしれない。初めて和泉と会って一緒に食べたから」

　真剣な眼差しで見つめられて、恥ずかしくなる。

「も、もう。なにを言っているんですか。本当にコウさんは口がうまいですね」

　いつもからかわれている。

「口説いているのに、和泉は話を逸らすのがうまい」

　コウさんは苦笑いをして肩をすくめてみせる。

　政略結婚が決まっている女を本気で口説くわけがない。

「食べ終わったら、近辺のホテルも見たいのですが」

「仕事熱心だな。ブランド品を見に行きたいとかは思わないのか？」

「コウさんが見たいものがあるのならお付き合いします。でも私はまだ大学生ですから、自分でお金を稼いでから買いたいと思っています」

　卒業後、働けるのであれば……の話だが。

「いや、俺もとくにない。自分で稼いでか……もしくは夫が買うんじゃないか？」

　私は首を左右に振る。

「わかりません……どういう人かも知らないし、会社に援助してもらうんですから、ブランド品だなんて余計なお金を使わない人かもしれません。……さてと、アイスコーヒーは飲み終わりましたか？　行きましょう」

　コウさんと政略結婚の相手の話なんてしたくなくて、椅子から立ち上がった。




　いくつかの高級ホテルに入ってロビーやプールなどを見ているうちに、十八時になっていた。

　最後にクレストピアホテルへ行き、宿泊客を装ってあちこち回ってみた。

　ほかのホテルよりは古びた感じがする。廊下の絨毯も汚れが目立った。老舗の味がある雰囲気ならまだしも、単に老朽化して手入れがなされていない印象を持つだけで、ＳＮＳ映えどころか写真を撮る気にすらならない。プールはひとつしかなくて、殺風景でワクワク感は皆無だ。

　一度泊まったら二度目はなさそうだと、分析する。

「和泉、そろそろ夕食にしよう」

「じゃあ船に戻って――」

「このホテルで食べよう。レストランの味も確かめた方がいいんじゃないか？　食事の視察は重要だろ」

「そうですね、ぜひ行きたいです」

　コウさんは通りがかったホテルスタッフに声をかけ、お勧めのレストランを聞く。

　グリルのレストランを勧められたようだ。

「和泉、そこでいいか？」

「はい」

　私たちが足を運んだのは海を見ながら食事ができるレストランで、ロケーションはロマンティックだ。

　砂浜に突き出たテラスのようなフロアの、四人掛けのテーブルに案内された。

　海鮮や牛肉のグリルをノンアルコールビールで楽しんだが、盛りつけはイマイチ、味つけは薄く、お肉が出てきたときには少し冷めていた。

　一番の売りとも言えるロケーションはよかったけれど、うまく宣伝できていないと感じる。これを売りにしない手はないと思う。

「もったいない点が見つかってよかったです。たとえば、内装はもっと明るくて清潔感があって、写真を撮りたくなるような雰囲気が欲しいですし、若い世代に刺さるおしゃれなデザインのお土産も。それらが変われば、お客様にもう一度泊まりに行きたいと思ってもらえるのではないかと思います」

「そうだな。残念なところが多々あった」

　コウさんは私の意見に賛同するようにうなずく。

「旅行会社にお勤めのコウさんもそう思いますよね。コウさんの会社ではクレストピアホテルを扱っていますか？」

「いろいろ扱っているからどうかな」

　彼にはわからないらしい。営業職であればわかるはず。やっぱりコウさんは上層部の人なのかも。

「砂浜を散歩してから帰りませんか？」

　建ち並ぶホテルからの明かりで砂浜は真っ暗ではなく、歩いている人もいる。

「そうしよう」

　コウさんは椅子から立ち上がると、私のところへやって来て椅子を引いた。




　恋人つなぎをして波打ち際を歩く。私はサンダルを脱いで、ときどき海水に足を濡らした。

「あのブイ見てください。なんだか、亀が頭を出しているように見えませんか？」

「どれ？」

「あれです、あれ」

　指さして数メートル先のプカプカ浮いているブイを示す。

　コウさんは腰を若干屈めて、私の顔の高さにして海を見る。

「ああ。亀に見えなくもない」

「ですよね！」

　横を向いて笑顔を向けたすぐ近くにコウさんの顔があって、ドキッと心臓が跳ねる。

　次の瞬間、腰に腕が回って引き寄せられ、唇が重ねられた。

　誰かに見られているかもしれないシチュエーションなのに、そんなことは念頭になくコウさんのキスを受け入れていた。

　彼といられる一日一日を大事に過ごしたい。




　クルーズ船に戻ってきた。恋人岬を出たところから車は屋根ありになっていたが、港までオープンカーにして夜風が気持ちよかった。

　けれど、車に乗っても運転席のコウさんが気になって仕方がない。砂浜でキスをされてから、胸の高鳴りは治まっていなかったから。

　部屋へ送ってくれる今も手を握られていて、本当の恋人のような気がしてきている。

「……今日も楽しかったです」

　時間をかけてゆっくり歩いたのに、あっという間に部屋の前に到着してしまった。

　残念な気持ちで、トートバッグから部屋のカードキーを取り出す。

「ああ。俺もだ」

「……あの、部屋で飲みませんか？　缶ビールしかありませんが」

　まだ二十一時だ。コウさんともっと話をしていたい。

「いいのか？　部屋でふたりきりになったら、和泉に手を出してしまうかもしれない」

　手を出すって……？　キス……？　その先のこと？

　でもこうして楽しい時間を過ごすには、もうあと少ししかない。現実がすぐそこまで来ているのだ。

「い、いいですよ」

　羞恥心を覚えながらも、仰ぎ見てコウさんの視線と合わせる。

　そう口にするには勇気がいったが、コウさんのような素敵な人に抱かれたい。砂浜でキスされてからの胸の高鳴りはこれだったのだ。

　政略結婚の相手とするよりも、好きな人と。

　次の瞬間、コウさんは喉の奥から押し殺したような声を漏らし、私をドアに押しつけて唇を奪った。

　今までのキスとは違い、彼の舌が口腔内に侵入してきて私の舌に絡ませてくる。

　そのキスに体が熱を帯びていく。

　コウさんの舌に翻弄されていたが、下唇を軽く吸った唇が離れる。

「こんなキスも、もっと淫らなキスも、その先も……それでも和泉はかまわないと？　会ったばかりのやつに体を奪われてもいいのか？」

　返答しないまま、ギュッと握っていたカードキーを使って部屋のロックを解除して開けて入り、ドアが閉まらないように立つ。

「……かまわないです。入ってください」

　コウさんは一瞬驚いた様子だったけれど、部屋の中へ進む。

「それは本心か？」

　ドアから離れ、うしろからついていく私に、彼は振り返り確認する。

「本心です。あなたに抱かれてもかまいません」

　絶対に好きと言ってはだめ。口にしたら、コウさんは抱いてくれないかもしれない。

　あくまでも遊びだというスタンスにしなければ。

「和泉……」

　コウさんの腕が私の体に回って、強く抱きしめられた。私もおそるおそる彼の背に腕をまわす。

　彼の吐息が耳たぶをくすぐって、ぶるりと体が震えた。

　コウさんの唇がホルターネックから覗く鎖骨に移動していくのをどうしていいのかわからず、ただ突っ立っているだけだ。

「このリボンを取りたかった」

　彼は露出したデコルテライン、鎖骨を舌でなぞりながら、首のうしろで結んでいるリボンをはずされ、ワンピースの身頃が胸の辺りでとどまるが、彼の唇は喉もとから胸の膨らみに移ろうとしていた。

「あ、汗が……シャワーを」

　声が震えた。でも怖いわけじゃない。コウさんの唇がもたらしたせいだ。

「汗の匂いが官能的な作用もあるが、仕方がないな。一緒に入ろう」

「ええっ？　い、一緒に？　とても狭いんです」

「狭くてちょうどいい。脱がせてほしい？　それとも自分で？」

　コウさんは白いシャツを脱いでソファの上に無造作に置いた。

「自……分で。で、でも、本当に狭いんです。先に入ってきてください。入口に使っていないバスローブが置いてあります」

　やっぱりふたりでシャワーを浴びるには、ハードルが高すぎる。

　そう言うと、コウさんはふっと笑みを浮かべてシャワールームへ入っていった。

　彼の姿が見えなくなって「はぁーっ」と大きく吐息をつく。

　これから起こることに後悔なんてしない。

　ただ脚の力が失われたような感覚で、ベッドの端に腰を下ろした。

　しっかりしなきゃ。

　尚子も明日香も経験している。バージンなのは私だけ。

　必死に勇気をかき集めているうちに、いつの間にかバスローブを羽織ったコウさんが立っていた。

「和泉？」

「あ！　は、はいっ」

　とっさにベッドから立ち上がった。

　コウさんは口もとを緩ませると、体を屈めて私を抱き上げた。

「私もシャワーを」

「俺はかまわない」

　異論を唱えようとする私の唇が荒々しく塞がれ、そうしているうちに、気づくとベッドの上に寝かされていた。

「コウ……さん……」

　組み敷かれて、彼はむさぼるようなキスをしながらも、私の服を慣れた動作で脱がしていく。

　一糸まとわぬ姿が彼の目にさらされ、恥ずかしくて胸の膨らみを腕で隠し、身をよじる。

「恥ずかしがらなくていい。綺麗な体だ。俺の理性がぶっ飛ぶくらいに」

　胸を隠していた腕がはずされ、コウさんの長い指が優しく膨らみに触れた。

「あ、んっ」

　明るい室内で欲情した彼の顔は美しく、ずっと見ていたいと思わせるが、愛撫にもだえる自分の顔を見られるのは恥ずかしい。

「電気を……」

　今度は却下されずに、コウさんはベッドサイドのスイッチで、室内の明かりを一段階落とした。

「それじゃ、あまり変わらないです」

「綺麗な体だと言っただろう？　恥ずかしがる必要はない」

　彼はバスローブをするりと脱ぎ、見事に鍛えられた体で私を抱きしめた。

　私は今まで知らなかった世界へ足を踏み入れ、コウさんのたくみな愛撫で快楽の領域へといざなわれた。




　眠りから浮上したとき、まだ覚醒していない頭で昨晩の出来事を思い出し、ハッと目を開けた。

　コウさんっ！

　寝返りを打って彼の姿を捜すが、ベッドに寝ていたのは私だけだ。

　昨晩のことは夢……？

　体を起こすと、かけ布団が落ちて裸が露出した。

「夢じゃない。でも、彼は……いつ出ていったの……？」

　時計は七時だった。

　愛する人に抱きしめられて目を覚ますと思っていた……。

　体を熱く重ね、私に快楽の世界を教え、一緒に眠りについたはずだった。

　今日も二十三時の出港まで自由時間でどこかへ出かけるだろうから、その前に仕事をしに部屋へ戻ったのかもしれない。

　仕事で来ている彼がずっと遊んでいるわけにはいかないはず。

　朝まで一緒にいなかった理由を考えていると、すっかり目は覚め、ベッドから床に足を下ろして立ち上がった。

「いたた……」

　筋肉痛のようなこわばりと、腰の気だるさ、そして体の中が疼うずくような痛みに襲われた。

　シャワールームに歩を進め、鏡の前に立つ。

　瞳が輝いているような明るい顔だ。バージンを卒業して女になって、昨日の自分とは違うような気がするのは気のせい……？

　シャワールームから出て、白のワンピースを着て薄くメイクをする。支度が済んだらコウさんの部屋へ行こう。

　昨晩、彼に抱かれてもっと好きになってしまったが、そんなそぶりは絶対に見せてはだめだし、帰国までの関係だともう一度念を押すのだ。コウさんに困ってほしくないから。

　ふいにドアのチャイムが鳴った。

　コウさんっ？

　リップをテーブルに置いてそそくさとドアへ向かう。

「はーい！」

　ドアスコープを確認せずにドアを開けて、女性のレセプションスタッフが立っているのに驚いた。

「あの……」

「上原和泉様ですね？」

「はい。そうですが……？」

　レセプションスタッフの訪問は初めてで、返事をしつつも首をかしげる。

「お手紙を預かっております」

　スタッフは一通の封書を困惑している私に渡す。

「ありがとうございます」

　手紙を渡したスタッフは去っていき、ドアを閉めて封筒のうしろを確認する。

　名前は書かれていなかった。

　おそるおそるレターオープナーで封を切って、中から一枚の便せんを出して開く。




【和泉へ　祖父が急病で帰国することになった。また会おう　コウ】




　おじい様が急病で帰国？　また会おう？

　本当にそうなのだろうか。

　私はコウさんの名字やどこの旅行会社に勤めているのかも、なにもわからない。

　彼は私がクレストピアグループの社長の娘だと知っているけれど、政略結婚をする予定なんだから、また会おうなんて礼儀上書いただけよ。

　もう二度と会えないのだ。

　そう思ったら胸が締めつけられて、見る見るうちに涙があふれ出て、手にしていた手紙を濡らし、コウさんの達筆な字が涙で滲んでいく。

　お別れの挨拶もできなかったけれど、これでよかったのだ。

　好きになっても報われる恋ではないから。










六、傷心の帰国




　正午、定刻通り横浜港に着いても気持ちは傷心したままで晴れず、大勢の迎え人の中に彼がいるのではないかと、捜してしまう私がいた。

「和泉姉ちゃん！」

　キャリーケースを二個引く私に櫂が駆け寄ってきた。

「櫂……」

　ニコニコとうれしそうな弟を見て、コウさんが去ってから表情のなかった私に生気が浮上する。

「おかえり！　和泉姉ちゃん」

「ただいま。櫂。受験中じゃないの？」

　聞いているところで継母がやって来た。

「和泉、おかえりなさい」

「お母さん、ただいま。迎えに来てくれてありがとう」

　継母は小さく微笑む。

　お見合いのクルーズの旅だったので、継母は私の表情からなにかを読み取ろうとしているのだろうか。いつもの明るさはなく、どこか憂慮している表情だ。

「櫂の受験は？」

　二月の初旬、都内の私立中学校は受験の真っただ中だろう。

「和泉姉ちゃん、第一志望受かったんだ！」

「わあ、おめでとう！　がんばったね。櫂ならやれると思っていたわ」

　誉めそやすと櫂はうれしそうな、得意げな顔になって、私のキャリーケースのひとつを持ってくれる。

「和泉、連絡しなくてごめんなさいね。お父さんにしないよう言われていたの」

「ううん。そんなことだろうと思ってたわ。私からも連絡しないでごめんなさい」

「いいのよ。大変だったわよね。ところで、才賀さんは？」

　お見合いがうまくいっていたら、今ここにいるはずだっただろう。けれど、現れなかったのだからいるわけがない。

「ん……後で話すね」

「疲れているのね。早く家に帰りましょう」

「うん。櫂、キャリーケース持ってくれるの？　重いよ？」

「こんなのぜんぜんだよ」

　櫂はそう言いながら先頭に立って、大さん橋の駐車場に向かって歩き始めた。




　継母の運転で渋谷区の自宅に戻り、櫂にお土産を渡して、そそくさと部屋へ行く。

　ブーメランをコウさんと選んだときのことが蘇って、櫂の喜ぶ姿を見るだけで胸が痛んでその場にいられなかったのだ。

　考えるのはコウさんのことばかりで、気づけばスマホで撮った写真を見ている。

　こんなんじゃ、だめだめ。

　明日はフロントのアルバイトが朝から入っている。

　ベッドから部屋の端に置いているキャリーケースへ目を向けた。

　片づけなきゃ。

　自分に活を入れて重い腰を上げた。

　ベッドの枕もとには、部屋に入って早々に出した白くまのぬいぐるみがある。

　荷物をキャリーケースから出して整理していると、刻々と近づく父の帰宅に憂鬱になってくる。

　火曜日で今日は会食もないらしいので、早ければ父は十九時には帰宅する。

　お見合い相手は来なかったのだから、私が非難される筋合いはない。もしされたのなら理不尽である。

　そう思っても、父と顔を会わせるのは気が重い。

　香織は部活で、学校から戻ってくるのは二十時頃だと継母が言っていた。

　とりあえず、お見合いの件は私のせいじゃない。父に連絡を入れなかった私も非はあるけれど。

　結局向こうは乗り気ではなかったのだ。見知らぬ女と一カ月間もクルーズの旅だなんて、普通だったらしないだろう。それに御曹司は会社のＣＥＯという肩書もある。大会社のＣＥＯなんて忙しいはずなのだから、仕事を理由にドタキャンするのは最初から決めていたのではないだろうか。

　私は悶々としながら、父への言い訳を模索し続けた。

　才賀ホールディングスは日本でもトップクラスの企業。そこの御曹司に代わる相手をこれから捜すには時間がかかるだろう。

　父の小言を受け流せば、しばらくは自由でいられそうだ。

　しばらくして階下が賑やかになった。父が帰宅したのだろう。

「和泉！　和泉！　来なさい！　書斎だ！」

　私の名前を呼んでいるのが聞こえて、心臓が縮み上がった。

　クルーズ船の旅の間、激高される覚悟はできていたのに、父の声で心臓が嫌な音を立て始めている。

　大きく深呼吸をしてから、自室を出た。父との対面を少しでも遅らせたいがためにゆっくり階段を下りるが、そんなのはほんの少しの時間稼ぎでしかない。

　一階の廊下の先にある父の書斎へ向かう。ドアは開いている。

　足音でわかったのだろう。父が書斎から顔を覗かせて「ああ、和泉。おかえり。入りなさい」と言う。

　父が上機嫌なのは、お見合いが成功したと思い込んでいるからなのだろう。

　下唇をキュッと噛んでから、書斎へ入った。

「……お父さん、ただいま」

「ああ、楽しかったか？」

　父の誤解を早めに解かなければ。

「あの――」

「いやいや、そんなことよりも和泉、よくやった！　先方から連絡があり、この縁談を進めたいとのことだ」

「ええっ!?」

　寝耳に水。相手は来なかったのに、どうして縁談を進められるの？

「どうした？　なぜそんなに驚いている？」

　いつになく破顔する父とは反対に、私は口をポカンと開けてあぜんとなる。

「本当に先方が？　私と結婚を？」

「才賀さんとケンカでもしたのかね？」

　来ていないのだからそれすらもできないし。

　ちゃんと話さなければと思うのに、父の喜びように舌が張りついたように言葉が出てこない。

「さあさ、腹が減った。食事にしよう」

　困惑したまま口を開けない私の両肩に手を置いた父は、ダイニングルームへ促した。

　夕食の席ではブーメランを気に入った櫂がテーブルに持ってきていて、父に見せる。

「ブーメランか、かっこいいじゃないか。アボリジニのアートがいい味を出している」

　上機嫌が続いている父は、ブーメランを手に取って眺めている。

　キッチンから、ご飯を盛りつけたお茶碗を運んできた継母も、笑顔でお土産のお礼を口にする。

「ケーキがあるから、後でお土産のお紅茶と一緒にいただきましょう」

「和泉姉ちゃん、僕がケーキを選んだんだ。後で食べようね」

　考えることが多すぎて、家族団だん欒らんの気分ではないが、櫂にまで誘われたらうなずくしかない。

　二月初旬の東とう京きょうは寒くて、数日前までノースリーブのワンピースを着ていたのが嘘みたいだ。

　テーブルのすき焼きは体を温めてくれたが、心は冷たいままだった。

　食事中に香織が帰宅して、私のところへすっ飛んできた。

「お姉ちゃん、寂しかったよー」

　椅子に座る私に抱きつく香織に、父が渋い顔を向ける。

「香織、たかが一カ月くらいで寂しがるんじゃない。そのうちに和泉は結婚して家を出るんだからな」

「お姉ちゃん、結婚決まったの？　そんな人いたっけ？」

「ええっ！　和泉姉ちゃんが結婚っ？」

　香織と櫂には今回の旅行はお見合いが目的だと知らせていないので、ふたりは驚いている。

　でも私は彼らの問いには答えられない。

「ほら、香織。カバンを部屋に置いてきなさいな。櫂も食べて」

　継母が言うと、香織は「はーい」と私から離れてカバンを置きに行き、櫂はまだその話をしたそうだった。




　ケーキを食べながら、香織と櫂にはまだ結婚は決定じゃないけれど、話が進んだら家を出ると思うと説明した。

　その場に父がいるせいか、ふたりはもっと話を聞きたいのをこらえてケーキを食べていたが、渋々納得した様子だ。

　私はお見合いの相手に腹が立っていた。

　クルーズ船の旅に来なかったくせに、結婚を進めるってどういうことなのよ！

　この縁談は流れたと思っていたのだ。

　父が次の縁談を決めるまでは自由を味わえる。そう考えていたのに……。




　お風呂から上がって髪をドライヤーで乾かし、スマホを持ってベッドに横になる。久しぶりの自分のベッドだ。

　スマホには尚子と明日香からメッセージが入っていた。

【今日、帰国だったよね？　近いうち三人で会わない？】

　ふたりとも同じような内容だ。

　彼女たちも旅行中は気を使って連絡をよこさなかったけれど、話を聞きたくてうずうずしているに違いない。

「はぁ……」

　私は父の敷いたレールを走るしかないのだろうか……。

　好きな人と結婚するなんて、夢のまた夢なの？

　スマホのスケジュール帳でアルバイトのシフトを確認して、会える日にちを記入して送信した。




　翌朝、私が九時からアルバイトだと知った父が、車に乗るように言った。

　長い間アルバイトをしているが、一緒に出社なんてしたことはない。

「でも、電車で――」

「話があるから乗りなさい」

　そう言った父は車に乗り込む。

　仕方なく運転手つきの社長専用車の後部座席に乗り込んだ。

　車が発進すると父は口を開く。

「和泉、仕事よりも料理や家事のことを学ぶんだ。とくに料理をな。簡単なものしか作れないだろう？」

「私は仕事を続けたいの。経営難の打開策も思い浮かんでいて――」

「お前の役目は才賀家に嫁ぐことだ。そうすれば経営難などすぐに払ふっ拭しょくされる」

　ビシッと言いきられてしまい、二の句が継げない。

　私の役目は才賀家の嫁……。

　心に温めてきた打開策案など父はまったく関心がないようで、胸に痛みを覚える。

「経営のことなどお前はやらんでいい。アルバイトも今日までだ。内定も取り消しだ。嫁として気に入られるよう修業に励むんだ」

「お父さん、それはひどいわ！　いくらなんでも内定取り消しだなんて！　それにアルバイトの件も、ずっとお休みをもらっていたのに急に明日から辞めるだなんて、現場が困るわ」

　父は渋い顔になった。

「……わかった。一カ月間は許そう。しかしアルバイトしながら花嫁修業をするんだ。いいな」

　追い打ちをかける言葉に、目頭が熱くなっていく。

　泣いちゃだめ。

　車窓へ顔を向けて、涙を流さないように呼吸を押し殺した。




　フロント業務は一カ月後に終わる。それよりも内定が取り消しになったことにショックを受けていた。

　私はなんのために今までがんばってきたの……？

　森本課長と地下にある社員食堂へ行き、私の縁談話はまだ知らないであろう彼女に政略結婚と勤務の話をする。

「そんな、急に……内定取り消しを？」

　森本課長は親子丼を食べる手を止める。

「はい。父は私には感情がないと思っているのかも……」

　会社のため、ゆくゆくは櫂のためと思っていたが、血も涙もない父に対して憤りの気持ちが隠せない。

　今になって母が家を出たのを納得し始めていた。

「ちゃんと話すべきよ。親ならわかってくれるわ」

　私は首を横に振る。

「そんな親なら、私を見知らぬ人と会わせるために、一カ月間も逃げられないクルーズ船でのお見合いなんてさせないです」

「でも、現れなかったのよね？」

「はい。もう結婚の話はやめにしましょう。父から離れて思いっきり遊んできました。豪華客船って最高ですよ。食事も豊富で。船内でいろいろ遊べますし」

　コウさんがいたから最高だったのだ。相手が才賀さんだったらあんなに楽しめなかっただろう。才賀さん……いったいどんな人なの？

「乗ってみたいけど、一カ月間も仕事を休めないわね。老後の楽しみにしようかしら」

「今は一週間程度の近場を巡るプランもあるみたいです」

「それはいいわね。夏休みに検討してみるわ。それにしても、その縁談相手はどういうつもりなのかしら？」

　森本課長と話をしながら、才賀さんがなにを考えているのか気になっていく。政略結婚の相手、才賀さんに一度会ってみようと考えた。




　食事後、森本課長と別れ、フロント業務に戻る前にスマホで調べて才賀ホールディングスの代表番号にかけた。すんなり会社のトップにつないでもらえるとは思っていないが、だめもとだ。

　緊張で心臓が暴れるのを感じながら、ギュッとスマホを握って耳にあてる。

《才賀ホールディングスでございます》

「上原と申しますが、才賀ＣＥＯをお願いします」

《は……い？　わが社のＣＥＯでございますか？》

「そうです」

《それでは秘書室にアポイントメントを入れてくださいませ。ただいま秘書室へおつなぎいたします》

　保留音が流れ、かなり待たされた後、女性の声が聞こえてきた。

《お待たせしました。秘書室でございます》

「上原と申します。才賀ＣＥＯに電話をつないでいただけませんか？」

　すると、女性は一瞬絶句したように無音になる。

「もしもし？　才賀ＣＥＯの縁談相手の上原です。取り次いでいただけないでしょうか？」

〝縁談相手〟と言いたくなかったが、これが手っ取り早いだろう。

《失礼いたしました。ただいま秘書に代わります》

　次に電話に出たのは男性だった。

《上原和泉様でお間違いないでしょうか？》

　秘書なら縁談話を知っているだろうと思ったけれど、まさか私のフルネームまで知っているなんて驚きだ。

「そうです。才賀ＣＥＯに会いたいのですが？」

《ただいまロンドン出張中でして。戻り次第のご連絡でよろしいでしょうか？　数日後には帰国予定でございます》

　ロンドン出張中……。

「わかりました。それでは連絡が欲しいとお伝えください」

《かしこまりました》

　通話を切っても、まだドキドキしていた。




　大学へはあと卒業式に行くだけなので、かなりの日数をアルバイトのシフトに割いている。

　並行して料理教室に通うのはかなり大変だが、父の決めたことには逆らえず、早番のときに自宅の最寄り駅前の料理教室へ通うことにした。まずは基本コースから。

　料理教室が入ってしまい、尚子と明日香と会うのは延期にしてもらった。もしかしたら卒業式まで会えないかもしれない。




　慌ただしい毎日を過ごし、一週間が経った。まだ才賀ホールディングスの秘書から連絡はない。

「森本課長、お先に失礼いたします」

「おつかれさま。これから料理教室？　帰りは気をつけてね」

「はい。ありがとうございます」

　十八時で退勤し、その足で料理教室へ向かう。料理教室は週三回。今日は二回目になる。

　更衣室で制服から私服に着替え、ブラウンのチェスターコートを羽織って、バッグを肩にかける。

　スマホを確認しながら更衣室を出て、廊下を歩いていた私の足が止まる。

　見知らぬ番号から三十分前に着信が入っていた。

　これは……才賀ホールディングスの秘書から？

　ほかにかけてきそうな相手はいないから、おそらくそうかもしれない。

　かけ直そうか迷っていると、ふいに画面が切り替わって着信を知らせた。

　出ないことにはなにもわからない。

　手のひらで振動するスマホの通話をタップした。

「もしもし……？」

《才賀の秘書の山やま本もとと申します。上原和泉様でしょうか？》

　先日の男性の声よりも若く聞こえる。

「はい。そうです」

《昨日帰国しまして、本日これからはいかがでしょう？》

　え？　これから……？

「今日は……」

《才賀は執務室から離れられませんので、よろしければ私がお迎えしてお連れしたいのですが。何時でもかまわないと言っております》

　出張から戻ってきて忙しいのだろう。

　早く会って、どういうつもりなのか話を聞かなくては。

「用事はありましたが、今日でかまいません。これから向かいますので、お迎えはいらないです」

《わかりました。そのように才賀に伝えます。お気をつけてお越しください。ロビーに着きましたらこの番号に電話をください。お迎えに上がります》

「はい。それでは失礼いたします」

　会話を終わらせてすぐ料理教室へ電話をかけ、休みを伝えるとホテルを後にして駅に向かった。




　最寄り駅から電車に乗り、一度乗り換えをして東京駅に到着したのは、電話から五十分後だった。乗っている時間は三十分もかからないが、ホテルから駅まで十分ほどかかる。

　スマホで才賀ホールディングスを検索し、地図アプリを見ながら向かう。

　東京駅にはこれから帰宅する会社員がたくさんいて、その波に逆らって才賀ホールディングスのビルを目指した。

　所在地までは丸の内口から七分くらいで、その利便性に感嘆する。しかも見上げたビルはかなりの高さがある。

　さすが日本有数の大企業ね。

　会ってみて、血の通わない冷徹な人だったらどうしよう。

　横暴な父から離れて、明日香のところへ転がり込んで今後の人生を考える？

　そう思うも、クレストピアグループを倒産させるわけにはいかないという使命感にかられているのも確かだ。

　広いロビーにはまだ煌々と明かりがついているが、かなり長い受付カウンターには誰もおらず、ところどころに警備員が立っているだけ。

　就労を終えた会社員たちは出口に向かっている。

　スマホから先ほどの電話にかけると山本さんが出て《すぐにお迎えに上がります》と言って通話が切れる。

　言葉の通り、それほど待たずに細身の三十代後半と思しき男性が現れた。

「お待たせいたしました。こちらへどうぞ」

　山本さんに案内され、高層階を表示しているエレベーターに乗り込んだ。

　三十五階建ての最上階に上がる中、縁談相手と会うと思うとしだいに緊張してきて、心臓はバクバクし、手のひらは汗ばんでいる。

　とうとうお見合い相手に会うんだ。しっかりして、和泉。

　最上階にエレベーターは到着して、山本さんの後についていった先の重厚なドアの前へ立った。羽織っていたチェスターコートをその場で脱いで、体の前で持つ。

　心臓が口から出そうなくらい暴れていた。

「上原様、どうぞ」

　山本さんはそのドアを開けて私を中へ促し数歩進んだところで、背後のドアが閉まる音がした。

　高級感あふれるＣＥＯの部屋の大きな窓の前に、チャコールグレーのスーツを着た男性がこちらに背を向けて立っていた。

　私の位置からは五メートルくらい離れている。

　かなり高身長の人だ。そして均整の取れたスタイルで、想像していた相手とは違う。

　このうしろ姿……どこかで……。

　そのとき、背を向けて立っていた男性が振り返った。

「和泉」

「……コウさんっ!?」

　驚愕している間に彼は目の前までやって来た。

「あ、あなたが才賀……巧たくみ……？」

　彼が自己紹介をしたとき漢字まで聞かなかったから、まったく気づかなかった。漢字の読み方が違うんだ。

「そうだ。俺が才賀巧。君の縁談相手だ」

　彼は認め、口もとに楽しそうな笑みが広がった。

「ひどいっ！　なんで言ってくれなかったんですか？」

　会いたいと思っていた人だったが、騙だまされていたとわかって怒りが込み上げてくる。

　父が高圧的なため、なるべく自分の気持ちは抑えて口答えしないようにする癖がついていたが、今は困惑と疑いが入り混じり頭に血が上っていて、両手をギュッと握って一歩詰め寄った。

　彼はまじめな顔に切り替えて、肩をすくめる。

「君は最初に会ったとき俺が才賀巧だとはわからなかった。そして見合い相手が現れずに旅を楽しんでいた。そんな君は生き生きしていて、俺は君の見合い相手だと言えなかった」

「それは話した通りです。あなたがわからなかったのは、先入観にとらわれたくなくて写真を見なかったからです。でも、言ってくれても……」

　そこでドアがノックされ、彼が「どうぞ」と言うと山本さんが飲み物を持って入室してきた。

「座って」

　豪華な黒革のソファセットの三人掛けソファを示され、山本さんがいる手前に素直に腰を下ろして、隣にコートとバッグを置く。

　彼は私が座る斜め横のひとり掛けのソファに座った。着座した彼は長い脚を組んだ。

　美しい柄のソーサーの上にのったカップが目の前に置かれる。彼の前にも置いた山本さんは静かに出ていく。

「クルーズの旅とは真逆の季節だな。外は寒かっただろう？　飲んで」

　彼はカップを手で示して勧める。

「会いたいと連絡がきたが？」

「あなたはいつ私に本当のことを話そうと思っていたんですか？　帰国した日に、一度も会っていないはずの縁談相手が結婚話を進めると言っているなんて聞いたら、普通は一刻も早く会ってなぜなのか聞きたいですよね？」

「俺と会ってホッとしただろう？」

　核心を突かれて目をむいた。

「あなたは私と……か、体の関係を持って、次に会ったときにすぐに男になびく女だとバカにするつもりだったんじゃないですか？　簡単に落ちる女だから結婚するだろうと」

「やけに自虐的だな。コーヒーを飲んで落ち着いて。ミルクと砂糖を入れてあげようか？」

「けっこうです！」

　あまり好きではないブラックコーヒーの入ったカップをムキになって口もとへ持っていき、ゴクリと飲もうとした。

　だが思いのほか熱すぎて、ほんの少し口に入れただけでソーサーに戻した。

　その様子を彼は楽しそうに見ている。

「今日は予定が入っていたのをキャンセルしたと聞いたが？」

「料理教室です。父になにもできないから通うように指示されたんです」

「なるほど。君は父親に従順なんだな」

　彼の対応はクルーズ船でのものとなんら変わらない。この言葉はからかっているのだろうと思う。けれど、まだ私は怒り心頭なのだ。

「従順になる理由は話したはずです！」

「そんなにカリカリするなよ。俺に憤りを覚えているのは十分承知している。料理教室へは和泉が望まないのなら通わなくていい」

　そう言って、彼はコーヒーをひと口飲む。男らしい喉仏が動く様と形のいい唇に目が行ってしまうが、我に返って視線を逸らした。

「それは、どういう意味ですか？」

　破談……になるのだろうか。

「うちには使用人がたくさんいる。若奥様が料理をする必要はない」

「簡単に男性と寝る私と結婚する気なんですか？」

「簡単にセックスしたわけではないだろう？　俺に惹かれたからだ」

　それは本当のことだ。だが、認めたくない。

「あなたは、わ、私に惹かれて寝たんですか？　それとも長い期間女性なしではいられなくて、たまたま私がいたから？」

「和泉は魅力的だよ。あのとき、抱きたいと思った。結婚には体の相性も必要だ。君はバージンにもかかわらずイケたし、俺たちは最高の夜を過ごした。そうだろう？」

「あ、相性って！」

　生まれて初めて乱れたあの夜を思い出して羞恥心に襲われた。

　私は試されていたんだ。

「食指の動かない相手と結婚はできないからな。それから〝あなた〟じゃなく、ちゃんと名前で呼んでくれないか。ほら、呼べよ」

　今までがコウさんだったから、巧たくみさんと呼ぶのには違和感があって口にできていなかった。

「改まって言われても……。会話の中で直します。それより話を戻します。私と……結婚する気が本当にあるんですか？　た、巧さんなら女性なんてより取り見取りじゃないですか。クルーズ船でもモテていましたし」

「たしかにモテるのは認める。この縁談は母方の祖父の意向だ。早く結婚して落ち着いてほしいと」

「そういえば、おじい様が急病でと書き置きにありましたが……」

「ああ、処置が早かったおかげで命は助かった。数日後には退院できる」

　急病なのは本当だったとわかり、彼が嘘をついていないことにホッとした。〝また会おう〟も、たしかに再会はしたけれど……。この状況、無邪気には喜べない。

「和泉、俺と結婚することに異論は？」

　好きになった巧さんと結婚するなんて、夢のようだ。けれど、彼は私を愛していない。おじい様の勧めで決めただけなのだから。

　私の気持ちを知られてはだめ。

「……父には逆らえません。才賀ホールディングスの援助が必要なんです」

「和泉の思いはわかっている。クレストピアグループを立て直したいのなら、俺と結婚しろよ」

　私の意思を確認するように視線を合わせてくる。

「だ、だからするって言ってるじゃないですか」

「言ってないだろ。〝逆らえない〟〝必要だ〟だけで、君の意思は？」

「巧さんの意思は？　あなただっておじい様に逆らえないから私に決めようとしているんじゃないですか？」

　そう言うと、巧さんは「クッ」とおかしそうに笑って、ひとり掛けソファから立ち上がると私の隣に腰を下ろす。

「俺たちは双方の利害が一致している。体の相性もいい。それだけでも結婚する理由にならないか？」

　ふいに巧さんの指が私の顎をとらえ、上を向かされる。

「私……仕事がしたいんです」

「わかってる。すればいい」

　彼の端整な顔が近づいてきて、唇が触れる距離で止まる。

「でも、父に内定を取り消されたんです」

「なんだって？」

　唇は重ならずに、彼は顔を離して私を見つめる。

「才賀家の嫁なら仕事をするよりも、内助の功に徹するべきだというのが父の考えで」

「さっきも言った通り、使用人がいるから家事はやらなくていい。たしかに内助の功は必要だと思うが」

「内助の功って、家事をしたり、毎日着るスーツを用意したりすることじゃないんですか？」

　巧さんは笑いをこらえられないのか、軽くこぶしにした手を口もとに持っていく。

「純粋な和泉をこれから俺の色に染めるのは楽しそうだ」

「巧さんの……色？」

　意味がわからなかった。

「とりあえず、仕事の件は俺に任せてくれ」

「任せる？　父を説得してくれるんですか？　かなり手ごわいかと……」

「手ごわい？　そうは思わない」

　そこで巧さんはスーツの袖を少しずらして時間を確認する。

　さっきキスされそうになったのにと、残念な気持ちになる。騙されていたと知っても、私は彼が好きなのだ。

「夕食はまだなんだろう？　食事へ行こう。その後送っていく」

「今日は帰ります。秘書の方が忙しいと言っていましたから、お仕事をしてください」

「俺のことを心配してくれるのはクルーズ船のときと変わらないな」

　巧さんが船酔いしていないか様子を見に行った日のことが思い出される。

「汽船会社の最大手のトップなのに、船酔いするなんてかわいそうですね」

　そう言うと、彼は端整な顔に苦笑いを浮かべる。

「いや、船酔いは嘘なんだ。仕事をなんとか終わらせて飛行機でケアンズへ飛んだ。和泉は俺が誰だかわからなかったから、別人に成り済ますための嘘だった。船で見たことがないと言われ、ごまかしたんだ」

「……どうしてあの船で最高クラスの部屋に泊まっていたのか、これで合点がいきました。旅行会社に勤めていても、よく考えたら無理ですよね」

　ケアンズの夜のツアーや、シドニーのオペラハウスのミュージカル、グアムでの高級車のレンタカー。すべてがスムーズで、旅行会社に勤めているというコウさんをすごいなと思っていたが、才賀ホールディングスのＣＥＯだからできたのだ。

「もう八時を過ぎた。俺も腹が減っている。食事をしながらこれからの話をしようじゃないか」

「でも、仕事が……」

　異議を唱える私を彼は無視して、プレジデントデスクへ近づき受話器を上げる。

　巧さんを目で追って初めて気づいた。

　プレジデントデスクの背後のチェストの上に、クルーズ船で購入した船長姿の白くまが置かれていたのだ。

　山本さんに指示を終えた巧さんが近づいてくる。

「あの……くま……」

「ああ、強引に渡されたが意外とかわいい。殺風景なオフィスが明るくなったよ」

　きっとすぐに処分しただろうなと思っていたぬいぐるみが、こんなにも彼の近くに置かれていてうれしくなった。

　あのとき、ふたりで楽しんだ時間が懐かしい。




　食事を終え、巧さんの車で送られて帰宅したのは二十二時半過ぎだった。

　才賀ホールディングスのビルの隣にある高級ホテルのイタリアンレストランで食事をしながら、彼はこれからの話をした。

　継母には才賀さんに急遽会うことになったと連絡を入れていたので、帰宅した私を出迎えた表情は心配そうだ。

「おかえりなさい。和泉、大丈夫？」

「うん。大丈夫よ。もう遅いからお風呂に入って寝るね」

「え、ええ。わかったわ。和泉……」

　階段を上がろうとする私を継母が呼び止める。今回の縁談話では、父と私の間に入っている継母が精神的に大変そうだ。

　足を留めて振り返り、笑みを浮かべてみせる。

「お母さん、私結婚するわ。嫌々じゃなくて。だから安心してね」

「本当に？　それは本当なの？」

　私の言葉は信じられないらしく、念を押すようにして尋ねてくる。

　数段上がった階段を下りて、継母の前へ行く。

「お母さん、心配してくれてありがとう。いろいろあったけれど、才賀さんは素敵な人よ」

　素敵な人どころか、最高の男性ではないだろうか。クルーズ船での彼が本当の姿ならば。

　にっこり笑ってもみせても、継母はまだ信用していない様子だ。

「本当に大丈夫だからね」

　私は継母に抱きついた。










七、愛されていなくても味方




　料理をする必要はないと言われたけれど、ある程度はできなくては困ると考えて、料理教室通いは続けている。

　それにしても使用人がたくさんいるって……。

　今夜、巧さんはわが家に挨拶に来ることになっている。そのおかげで、朝から父はご機嫌だ。

　夕食は近所の付き合いのある寿司屋に出張を頼んで、自宅で江戸前寿司を握ってもらうことになっている。

　クレストピアグループの社長宅なのに、わが家には使用人はいたためしがない。父が、お客様ならともかく他人を家に入れたがらないせいだ。

　巧さんはあまりの違いに驚くのではないだろうか。

　今日は日曜日。私が巧さんに会いに行ってからまだ四日だ。彼は忙しい中調整したらしく、その行動力には目を見張るものがある。

「和泉、着替えていないのか。才賀さんが挨拶に来られるんだ。見栄えのするワンピースを着なさい」

「はい」

　ごくシンプルなベージュのワンピースを着ていたが、これでは父のお眼鏡にかなわないらしい。

　父は私を売り物のように思っているのだ。

　部屋に戻り、深緑のレース使いが綺麗な膝丈のワンピースに着替え、軽くメイクをする。髪はハーフアップにして、パールの髪留めを使った。

　階下へ下りて、継母のテーブルの準備を手伝っていると、少ししてインターホンが鳴った。継母がインターホン越しに対応する。

　私はそそくさと外へ出て、門からこちらに歩を進めてくる巧さんを玄関で待つ。

　今日の彼は黒っぽいスーツにブルー系のネクタイを身に着け、優雅で男性の魅力に満ちあふれていてとても素敵だ。

　私が待っているのに気づいたのか、彼の口角が軽く上がった。

「……こんばんは」

　ぎこちない挨拶に言葉は返ってこず、巧さんは荷物を持っていない方の手で私の頬に軽く触れる。

　その仕草に胸がトクンと高鳴った。

「緊張しているのか？」

　巧さんの今日の来訪は、今後の話を詰めるのが目的で、そこには私の仕事の件も含まれている。

「少し……」

「俺に任せておけばいい」

　こわばる頬をやんわりと引っ張り、巧さんはニヤリと笑った後、彼は私の背後に視線をやる。

「才賀さん、今日はわざわざご足労いただきましてありがとうございます。和泉、寒いのにこんなところで。早く入ってもらいなさい」

　父の声で、私の表情が一瞬にしてこわばる。

「あ、巧さん、申し訳ありません。どうぞ」

「いえ、少しでもふたりの時間が持ててうれしかったですよ。でも風邪をひかせてしまいますね。入りましょう」

　玄関で、巧さんは持っていた花束と菓子折りの入った数個のショッパーバッグを私に渡す。

「こんなにたくさん……」

「君に喜んでもらえると思ったら、次から次へと選んでしまったんだ」

　彼は甘い笑顔になるが、それは演技なのだ。私たちは利害が一致しただけの関係なのだから。

　そして巧さんは、その場でプレゼントの多さに恐縮している様子の父に顔を向けた。

「上原さん、本日はお招きくださりありがとうございます」

「こちらこそ、お会いできてうれしいですよ。さあさ、どうぞどうぞ」

　父は媚びた笑みを浮かべてダイニングルームへ案内する。

　香織と櫂は今夜部屋から出てくるなと父から言われているので、食事の場にいない。

　父は巧さんと綿密な話をしたいので、子どもが邪魔なのだ。香織と櫂は今頃、少し前に板前さんに握ってもらった江戸前寿司を堪能していることだろう。

　継母が巧さんと挨拶を交わし、六人掛けのテーブルにそれぞれが着席する。継母は巧さんのモデルのような容姿に驚いているみたいだ。

　私と巧さんが並んで座り、彼の対面には父、隣の席は継母だ。

　板前さんはすでにスタンバイしていて、新鮮なネタで握り始めた。

「お酒はいかがでしょう？」

「車なので遠慮させていただきます」

「それなら運転代行サービスを頼みましょう。いい酒を手に入れたのでぜひ飲んでいただきたい」

　お酒の力で、父は優位に立ちたいのだろう。

「わかりました。飲ませていただきます」

　巧さんは妥協したようだ。

「それでは熱燗を」

　父は熱燗を手にすると、彼が「恐縮です」と言って差し出したおちょこに注いだ。それが終わると巧さんが熱燗を持って、父のおちょこに入れる。

「才賀さん、頼もしい息子ができてうれしいですよ。ふつつかな娘ですがどうぞよろしくお願いします」

　一緒にお酒を飲めて上機嫌な父だ。

「もうすぐ義理の息子になるのですから、巧と名前で呼んでください」

　物腰やわらかな彼に、父は破顔する。

「では、巧君と呼ばせてもらうよ。私たちのことはお義父さん、お義母さんと」

「ええ。そうさせてください」

　新鮮な握り寿司ののった木の台を板前さんが運んでくる。

「寿司は好きなんですよ。和泉さんともクルーズ船でいただきました」

「私たちは巧君と和泉がうまくいくと信じていたよ」

　父と巧さんが話すのを、私はお寿司を食べずに聞いていた。彼が私の仕事についていつ切り出してくれるのかと考え、心臓がドキドキしている。

「和泉さん、おいしい寿司ですよ。食欲が？」

「え？　いいえ。そんなことないです」

　いくらの軍艦巻きを口に入れた。

「和泉は料理が苦手なので、料理教室に通わせているんですよ」

「お義父さん、屋敷には使用人がいますから和泉さんがあえて料理をする機会はないですよ。彼女に苦労はさせません」

「そうでしたか。娘は幸せですな」

「私は才賀家ではなく、母方の実家に住んでいます。両親はスイスにおりますし、才賀の屋敷には叔父家族が住んでいますから。近いうちに、和泉さんを母方の祖父母に会わせたいと思っています。そこで、これからのことを少し詰めさせていただきたいのですが」

「もちろんですよ。多忙な巧君には負担をかけないよう、結納、結婚式などは妻と和泉に進めさせますよ。なんせ、大学を卒業したら花嫁修業をするくらいで、暇になるのでね」

　巧さんはうまく私の仕事の話へと移行させているようだ。

「和泉さんはクレストピアグループに入社が決まっていると聞いていましたが？　まさか、結婚が決まったからといって内定を取り消しに？」

　彼は少し声を下げて、厳しい瞳を父に向ける。

「そ、それはそうですよ。これからは巧君を支えていくのがあたり前ですから」

「私はクレストピアグループに入る和泉さんに期待しているんです。わが社の投資が無駄にならないよう、彼女ならなんとかしていくでしょう」

「和泉は大学を卒業するまだ小娘ですよ？　ビジネス的な面で役に立つはずがない。なあ、和泉」

　父はバカにしたような笑みを私に向けてくる。

　私の代わりに、巧さんが口を開く。

「いいえ。彼女なりの展望があり、かなりの目処を立てています。もちろん私も全力で彼女をサポートしたいと思っていますよ」

「それは買いかぶりというものですよ。娘にそんな商才はありません」

「和泉さんは近いうち才賀家の者になります。投資先に、彼女を送り込ませていただきます」

「巧君、和泉を就職させろと？　本気で言っているのか？」

　父は巧さんを睨んでいる。

「ええ。本気です」

「娘に仕事を許せば、子どもは？　それもこの縁談の条件に含まれている」

　え？　子ども……？

　知らされていなかった条件に困惑して、隣に座る巧さんへ顔を向ける。

「そうですね。ですが、和泉さんはまだ二十二歳ですから、社会経験を積んでからでも遅くはありません。二年間の猶予を提案します。その間に、私がクレストピアグループを立て直してみせましょう」

「そんなに甘いものではない！」

「それを私に言いますか？　後を継ぐまで多額の負債を背負っていた才賀ホールディングスを立て直したのは私です。大変なのは重々承知しています。ですが自信はあります」

　巧さんは余裕たっぷりに麗しく笑みを浮かべた。




　重苦しい食事が終わり、彼は運転代行サービスを頼み、到着のメッセージを受けた巧さんは父たちにいとまを告げた。

　結果、父はやむなく巧さんの提案を受け入れた。

　話はそれだけではなく、結納式は省略し、結婚式を九月にうちのホテルで挙げる予定になった。

　見送りのために玄関を一緒に出て門へ向かう。

「巧さん、先ほどの話ですが、本当に私はクレストピアで働けるのでしょうか？」

「もちろんだ。俺もできる限り相談に乗る」

「巧さんは忙しいのに……」

「和泉だってこれから忙しくなる。料理教室は辞めて、忘れる前にグアムで考えたホテルの改善プランをまとめてみて。できたらすぐ見せてくれないか。それと並行して結婚式の準備を始めてほしい。俺は明日からトルコに出張する。一週間で戻る予定だ。その後に祖父母に会ってほしい」

　出張が……。

　一週間も日本にいないと思うと、寂しい気持ちに襲われる。

「じゃあ、また連絡する。和泉、お義父さんにビクビクすることはない。俺がついている」

　彼は立ち止まり、私の両頬へ手を添えると軽くキスを落としたのち、門扉を開けて自分の車の横に立っている男性に近づいた。

　ぼうぜんと見ている間に、巧さんを乗せた車が走り去った。

　子どもの件を聞きたかったのに……。

　巧さんを見送ってリビングへ戻ると、まだ父の姿があってギクッと足が止まる。

「和泉、そこに座るんだ」

「……はい」

　ソファに座る父の前に腰を下ろし、なにを言われるのか固唾をのむ。

「才賀には逆らえない。わが社の命運がかかっているからな。巧君の要望通り、お前の就職取り消しは撤回する。だが二年後には辞めて、宮みや下した様の希望を叶えるんだ」

「宮下様？　希望？　なんの話？」

「子どもに決まっているだろう。縁談の話があったとき、そのことも条件に入っていた。まあ、巧君がいいというのならいいのだろう。結果を出すんだ。私はもうなにも言わない」

　子ども……。まさかの条件に驚いたが、〝宮下様〟が引っかかった。クレストピアホテル高輪の常連客に同名の男性がいるのだ。上客で父ももちろん知っている。

「宮下様って、もしかしてあの彫刻家の？」

「ああ。お前もフロント業務をしていたならわかるよな。なんと宮下様は、巧君の母方のおじい様だそうだ。そんな方がわが家の親戚になる。こんなに光栄なことはない」

　宮下重じゅう三ざぶ郎ろう様は、日本美術界を率いる重鎮で、人間国宝にもなっている。

　以前クレストピア高輪へ食事しに来た際、帰りの車を待つ間に具合が悪くなり、気づいた私が救急車を呼んだのが宮下様だ。

　その後の体調が気になって仕方なくなり、後日宮下様の自宅に電話をかけた。宮下様は入院中で、今後手術はするが処置が早かったおかげで大事には至らないと、電話に出た男性が感謝を伝えてくれたのを思い出す。

　というか、そんなすごい家系を両家に持つ巧さんに、私が……嫁ぐの？




　翌日から週三日の料理教室を一回に変更して、その空いた時間を利用してグアムのホテルの改装プランの草案を作り始めた。

　巧さんはトルコ出張から昨日帰国し、今夜は夕食に誘われている。

　その前に大事な話があるそうで、アルバイトが終わったら彼のオフィスに向かうように言われた。

　夕方、才賀ホールディングスのビルのロビーに立つ警備員のそばへ歩を進め、名乗ると、セキュリティチェックのあるドアから通してくれる。前回秘書の山本さんに案内してもらった通りにエレベーターに乗った。

　高鳴る鼓動が治まるように胸に手を置いて深呼吸をしてから、彼の執務室のドアをノックすると、内側からドアが開き、巧さんが姿を見せた。

「和泉、わざわざすまないな」

「いいえ。巧さんこそ出張おつかれさまです」

　室内へ進みながらコートを脱ぐ。今日のコートはディナーのために、地味だったいつものチェスターコートではなく、クリーム色のウエストで結ぶカシミアコートだ。

　その下は黒地に小花がちりばめられたワンピースを着ている。

　コートを脱ぐと巧さんがそれを引き取り、ハンガーに通してポールにかけてくれた。彼のグレーのロングコートもそこにかけられている。

「和泉、送ってくれたグアムの企画書を読んだ。とてもよくできていた。とくにインテリアの観点は斬新で、若い和泉ならではの視点だと感心したよ」

「巧さん、ありがとうございます」

　世界でもトップクラスの海運会社ＣＥＯの彼に褒められて安堵すると同時に、飛び上がりたいほどうれしい。

「それで、当初和泉には、アルバイトで担当していたフロントのサービス業務に入ってもらう予定だと聞いていたが、俺から上原社長に頼んで変更を許諾してもらった。配属は、経営戦略室だ」

　巧さんは目を輝かせて満足げな表情だ。

「経営戦略室？　それって、新入社員が配属されるような部門ではありませんよね？」

「ああ。大抜擢だよ」

　そこへドアがノックされ、山本さんに続いて綺麗な女性が入室した。

　山本さんがコーヒーの入ったカップをテーブルに置く間に、モデルのようにスラリとした濃紺のパンツスーツがよく似合う女性が私の前へ立ったので慌てて立ち上がる。

「和泉、緒お方がたさんだ。わが社で長年、経営戦略を担当してくれているベテランだよ。クレストピアの経営戦略室に出向し、君のアドバイザーになってもらう。彼女は有能だから相談をしながら進めるといい」

「緒方です。全面的にサポートしますので、なんでも聞いてくださいね」

　名刺を差し出されて受け取った。

　きびきびしているけれど優しそうな女性で、笑うと目尻にしわができて年齢は巧さんより上に見える。

「上原和泉です。経営戦略室なんて恐れ多いですが、緒方さんがいてくださると心強いです。どうぞよろしくお願いします」

　頭を深く下げる。

「くわしいことはＣＥＯから聞いてくださいね。ではＣＥＯ、失礼いたします」

　緒方さんと山本さんがオフィスから出ていった。

　彼に促されて、ソファに腰を掛ける。

「巧さん、ありがとうございます。でも、緒方さんが私にかかりっきりになると、こちらの業務に支障をきたすのではないでしょうか？」

「心配はいらない。うちはクレストピアグループに投資するんだから、赤字続きになるのは困る。彼女と和泉に全力でがんばってもらわないとな」

「はいっ、がんばります！」

「では、食事に行こう」

　ソファから立ち上がり、巧さんはコート掛けから私のコートを手にして着せてくれる。彼といると、なにもかも守られているような感覚になる。

　私は愛しているけれど、巧さんは……？

　おじい様の指示で私と愛情のない結婚をしようとしているの？

　聞きたいが、彼の気持ちを知るのが怖くて口に出せないでいた。




　巧さんが夕食に連れてきてくれたのは、築つき地じにある隠れ家的な奥まった料亭。美しい盛りつけの会席料理は繊細な味つけで、まさに極上の逸品ばかりだ。

「来週の火曜日は卒業式か。当日に祝いたいところだが、あいにく台たい湾わんへ出張なんだ」

「お祝いなんてしなくてかまいません」

　フルフルと首を左右に振った。

　巧さんは月の半分くらいは海外出張なのではないだろうか。クルーズ船の部屋で午前中は仕事していたと言っていたが、会社にとって彼の不在中はスケジュールのやりくりで大変だったかも。

「その週の土曜は祖父母に会ってくれ」

「はい。宮下様、退院されて体調は大丈夫なんでしょうか？」

「心臓にペースメーカーをつけたし、まだまだ現役で仕事ができると主治医から太鼓判を押されたから安心していい」

「父に聞いて思い出したのですが、去年の暮れに、クレストピア高輪で宮下様が倒れられたとき、対応したのは私なんです」

「知っている。君は祖父のお気に入りだから気兼ねなく会うといい」

　私がお気に入り……。

　たしかに、宮下様が倒れたことに私が早く気づいたから大事に至らずに済んだと、後日ホテルにお礼の品が届いた。その後宮下様とは会っていないけれど……まさか、クレストピアグループが赤字経営だということと私が社長の娘だと知って、恩返しに政略結婚を持ちかけたとか？　そんなの考えすぎだよね。

「手術は俺の帰国後の予定だったんだが、一刻も早くした方がいいという主治医の見解で、あんな形で戻ることになった。置き手紙だけして去ってしまい、悪かったよ」

　彼と過ごしたグアムの夜をふいに思い出し、頬が熱くなった。けれど巧さんはあのときのことを口にしないので、彼にとっては試しただけですでに過去のことになっているのではないかと思う。

　私は毎回、巧さんを前にすると心臓が高鳴って仕方がないのに、彼はただの政略結婚相手としか見ていない。

　そう思うと、ギュッと胸が締めつけられる。

　でも、政略結婚の相手が巧さんのような人で私は幸運だったのだ。巧さんにキスしてほしいと思うほど好きになったのだから。




　卒業式当日、着物に紺の袴姿で電車に乗り、大学へと向かった。

　振袖より少し短い二尺袖の着物は、すべて絹で織られた正しょう絹けんの特注品で、白地に華やかな椿の花柄が描かれている。継母が卒業祝いにとあつらえてくれたものだ。

　最寄り駅に到着して改札前で待っていると、尚子と明日香がすぐにやって来た。明日香が遅刻しないのは珍しい。

「尚子、明日香。ひさしぶり～」

　私はふたりに向かってにっこり手を振る。

「あれ？　意外と明るい」

　つややかな赤の二尺袖着物と黒の袴姿の尚子が私にキョトンとなり、明日香と顔を見合わせる。

「落ち込んでいると思ったから、今夜はホテルの部屋で女子会をしようと思っていたんだけど」

　明日香は緑に花柄の二尺袖着物とクリーム色の袴だ。驚くことに、緑と金色の混ざったショートへアだったはずが黒髪になっている。

「明日香、髪を染めたの？」

　尋ねると、明日香は首を左右に振って笑う。

「ウィッグよ。あれ、染めるのが大変なの。黒に戻すはずがないわ」

　話す間にも、卒業式に出席する袴姿の女子たちがぞろぞろと向かっていく。私たちも歩き始めた。

「あ、さっき、ホテルの部屋で女子会って言っていたけど？」

「そうそう。今夜、新しん宿じゅくの高層ホテルを予約してるの。和泉の予定が大丈夫だったら三人で、だめだったらふたりで寂しくやろうかって、急遽ね。遅くてもいいから来ない？」

「行きたい！　家でお祝いもしないし。いろいろ話すこともあるから」

　父が出張で不在なので、お祝いは後日にすることになっている。

「なんだか、和泉が明るい……。御曹司は和泉のお眼鏡に叶ったの？」

　尚子に顔を覗き込まれる。

「う……ん。叶ったかも」

「えー、今すぐ聞きたいっ」

　明日香がうずうずしている。

「ちゃんと話すから。まずは式典ねっ」

　私たちは四年間通ったキャンパスに向かった。

　式典は二時間近くかかり、その後広い食堂で謝恩パーティーに出席した。尚子とは同じ学部だが、違う明日香もずっと一緒で楽しい時間を過ごした。

　ふたりは謝恩会の最中もお見合いの話題を振ってきたが、ここで話せないので「夜に聞いてね」と約束した。




　その夜、いったん自宅に戻った私たちは、袴からカジュアルな服に着替えて新宿のホテルに集まった。

　継母に、親友ふたりと新宿のホテルに泊まる旨を話すと『楽しんできなさいね』と送り出してくれた。

　高層階の部屋は夜景が綺麗で、部屋もお得なプランなのにラグジュアリー感たっぷりな広さとインテリアだ。

　夕食はホテルの宿泊プランに入っているルームサービスで、おしゃれな三段重のお弁当だ。和洋折衷の料理が詰まっていて、デザートは一段に用意されており、かわいくてＳＮＳ映えする。

　クレストピアグループのホテルでも卒業式プランはあるが、レストランでの通常のディナーだ。ここを見習って、泊まる人に寄り添った企画にする必要がある。

　私たちは全員あまりアルコールは飲めないが、飲み物の持ち込みは自由とのことでコンビニで買ってきた缶チューハイや缶ビールを飲みながら、趣向を凝らした料理を食べ、次から次へと話題には事欠かず弾丸のように話をする。

「和泉、もう話してもらうからね。私たち、心配していたんだから」

「うん。心配かけてごめんね。最初から話すから」

　勢いをつけるために、グレープフルーツ味の缶チューハイをゴクゴク喉に流して、順を追って話した。

「――それでクルーズ船が出港したんだけど才賀さんは現れなくて、その後レセプションカウンターから手紙を受け取ったの」

「ええっ？　もしかして来なかった？　それでどうなったの？」

　丸テーブルに座る尚子が、対角線上にいる私の方へ身を乗り出す。

「うん。その通りで、手紙には仕事で来られなくなったって」

「ひゃー、じゃあ、約一カ月間もひとりでいたの？」

　明日香は目を丸くする。ウイッグを取った彼女はもとの髪色になっている。

　私は首を横に振り、ケアンズのキュランダ高原鉄道の車内で〝コウ〟という同じクルーズ船に乗っている男性が現れたことを話した。

　彼と豪華客船内やあちこちの観光を楽しみ、惹かれていったことも伝え、たくさん撮った写真を見せると、ふたりは巧さんの顔面偏差値の高さに呆気に取られたようで目を丸くしている。

　そうして、実は〝コウさん〟がお見合い相手の〝巧たくみさん〟であったことを帰国後に知った話もした。

「こんなにかっこよくて、しかも才賀ホールディングスのＣＥＯ？　和泉、信じられないくらいラッキーじゃない。でも、絶対にモテるはずだから、妻なんて自分で選べるんじゃない？」

「彼のような人が祖父に言われたからって、政略結婚を受けるのは違和感があるけれど、私……好きになって……巧さんを愛しちゃったの」

　私の告白にふたりはまたも呆気に取られたようで、口をポカンと開けたままになる。

「そ、そんなに驚かないで」

「和泉、愛ってわかるの？　今まで恋人がいたためしがないのに」

　先に我を取り戻した明日香が私の手を両手で握る。

「恋人はいなかったけれど、愛くらいわかるよ」

「まあ、才賀さんに惹かれる気持ちはすごくわかるよ。実はもうバージンを奪われちゃったのかな？」

　尚子がふざけたようにハイテンションで聞いてくる。

「まっさかー」

　明日香が「和泉に限ってない、ない」と手をパタパタ振る。

　きっと私が否定すると思ったのだろう。それがないので、ふたりの目がこちらに向けられた。

「……う、うん」

　私の返事に彼女たちは絶句した。

　グアムでの巧さんとの最後の夜について話すと、尚子は深くため息をついた。

「和泉に自分の名前を明かさずにいたなんて、かなりの鬼畜じゃない」

「最初に明かされていたら、打ち解けられなかったかもしれない」

「じゃあ、結果オーライじゃん。お姫様は王子様と結婚できるんだし」

　明日香がにっこりとする。

「まあ、和泉が幸せそうだからいいか。おめでとう！」

　尚子も納得したようで笑顔になった。

「ありがとう。九月の結婚式には出席してね」

「もちろんよ！」

　ふたりは親指を立てて約束してくれた。

　食事後、順番にお風呂に入り、ダブルサイズのベッドの上でポテトチップスを食べながら、アルコールを飲んで楽しんだ。

　親友三人でこんな時間を過ごすのは最後かもしれない。彼女たちに話を聞いてもらって、すっきりした気分だ。

　巧さんに愛されるようにがんばろう。




　親友たちとわいわい騒いで記念になった翌日、私はクローゼットの前で困り果てていた。

　今週の土曜日、宮下家を訪問する。使用人がたくさんいるようなお屋敷に、なにを着ていけばいいのか皆目見当もつかない。

　新しいよそ行きの服を買いに行くべきか……。手土産だってなにを持っていったらいいのかわからない。

　夕方、自室を出てリビングにいる継母のところへ行く。リビングでは櫂がテレビの前を陣取ってニュース番組を観ている。

「お母さん、土曜日に宮下家に行くんだけれど、どんな服装で行ったらいいかな」

「それなら以前、クレストピアホテルの四十周年パーティーで着た桜色の訪問着はどうかしら？　訪問着ならどんなシーンでも恥ずかしくないわ」

　三日後までに買い物に行っても気に入った服が見つかるとは限らない。

「うん。訪問着にする。あと、手土産なんだけど……」

「前日にデパートへ一緒に行きましょうか」

　私と継母の会話を小耳に挟んだ櫂が「僕も行く！」と言った。




　土曜日になった。朝から支度に忙しい。

　近所の美容院で仰々しくない程度に髪を結い、シンプルなパールのついた櫛くし形がたのかんざしをつけてもらった。

　自宅に戻ってから着付けは継母にしてもらい、出かける準備が整ったところで巧さんが迎えにやって来た。

　昨日、継母と櫂と出かけて購入した手土産を手に、玄関から門に出る。

　車の横に立っていた巧さんは、私の姿を見て一瞬動きを止めた。

　着物だなんて、仰々しかった……？

　巧さんはグレーのスリーピースだから、洋服がよかった？

　困惑して門の出たところで立ち止まると、彼が近づいてくる。そして、口もとを緩ませる。

「和泉、着物が似合う。まさか着てくれるとは思ってもみなかったから驚いた」

　その言葉に胸をなで下ろす。

「……よかったです。ふさわしくなかったのかなと」

「祖父母は普段着物だから、和泉の姿に喜ぶはずだ」

　巧さんは助手席のドアを開けて、私の頭が車にあたらないように手を添えて座らせてくれた。




　宮下家はわが家から車で三十分ほどの港区にあり、高層ビル群が近くに見えるが、驚くことに公園と見まがうほどの広さと緑に囲まれた数す寄き屋や造りの日本家屋だった。

　自動開閉の錬鉄柵から車で進み、巧さんは大きな日本家屋の玄関につけた。

　すごすぎて言葉が出てこない。

　玄関の外には老齢の着物姿の男女と、白いエプロンを身に着けた年配の女性ふたりが待っていた。

　人間国宝だという巧さんのおじい様。たしかにあのときホテルで倒れた宮下様だ。

　門を抜けてから緊張で心臓が暴れている。

「和泉を待ちきれなくて外に出ている」

　そう言って、巧さんは顔をしかめる。

　まだ外は寒いのに……。

　申し訳ない思いを抱いていると、エプロン姿の女性が助手席のドアを外から開けてくれる。

「ありがとうございます」

「和泉様、いらっしゃいませ」

　和泉様……。

　なんだか慣れない環境に飛び込んでしまった。

　車から降りてすぐ巧さんが運転席から回って、私のところへ来てくれる。そして玄関前に立っているおじい様たちの前へ連れていかれた。

「中で待っていればいいのに、寒いのに待ちきれなかったんですか？」

「そりゃそうだ」

　しわがれた声で答えたおじい様は巧さんから私へ顔を向けて、笑顔になる。

「和泉さん、その節は大変世話になった。ありがとう」

「お礼なんて。ホテルマンとして当然のことをしたまでです。あらためまして、上原和泉です。よろしくお願いいたします」

　おじい様とニコニコと優しそうな笑みを浮かべたおばあ様に頭を下げる。

「巧さん、なんてかわいらしいお嬢さんなのでしょう。ふたりを引き合わせるなんて、重三郎さんも素敵なことをなさいましたわ。和泉さん、これからよろしくお願いしますね」

　おばあ様の言葉に恐縮しつつ、ふたりとも優しそうで安心した。

　何度かホテルで見かけた宮下様は毎回気難しい表情だったから。

　屋敷の中に入り、モダンなリビングに案内された。

　そこで継母と選んだ菓子折りを渡す。和菓子、バターを使用していないひと口サイズのクッキー、野菜の色素で作られた色とりどりの和三盆糖の詰め合わせだ。

「まあ、どれも私たちが好きなものばかりよ。重三郎さんはここの羊よう羹かんに目がないの。私もだけどね。ありがとう」

　人を気持ちよくさせてくれるおばあ様の会話術に安堵する。

「貴き美み子こ、食事をしながら話をしようじゃないか」

　おじい様に促されたおばあ様は「そうでしたね」と言って、隣のダイニングルームに私を連れていく。

　うしろから巧さんがついてきて、祖父母の楽しそうな様子に彼は満足しているようで口もとを緩ませている。

　昼食は豪華な料理の数々に舌鼓を打った。

　使用人の方たちが作っているそうで、料理ができなくてもいいと巧さんが言ったのもうなずける。私がここまで作れるようになるには、何十年も料理教室に通わなくてはならないだろう。

　昼食の最中も、場の和気あいあいとした雰囲気は続いており、わが家で食卓に父がいる際はほぼ黙食のため寂しさが漂うが、今そういった空気はいっさいない。

　昼食後、私は庭に面した廊下を進んだ和室に連れてこられた。

　ほどなくして祖父母も入室する。

「祖父たちに証人になってもらおう」

　そう言って巧さんは、ポケットから四角い箱を手にして開く。

　中には美しい輝きを放つダイヤモンドのエンゲージリングが入っていた。中央の大きなダイヤモンドの周りに、ぐるりと小さなダイヤモンドが飾られているゴージャスなものだ。

「和泉、左手を出して」

　大学を卒業したばかりのひよっこの私には、似つかわしくないくらいの大きなダイヤモンドが、左手の薬指にはめられた。

「まあ、美しい指にダイヤが映えてるわ」

　おばあ様がにこやかに褒めてくれるが恐縮する一方だ。

「こんなに大きなダイヤモンドがエンゲージリングだなんて……」

「よく似合っている。君にふさわしいリングだよ」

「ふたりともそこに座りなさい。記念に写真を撮ろう」

　おじい様の号令で私たちは座り、廊下にいた男性が和室に入りカメラを構えた。

　その人はカメラマンのようで、わざわざ呼んだらしい。

「スイスにも写真を送らないとね。娘から頼まれているんですよ」

　その場で写真撮影をした後も、リビングのソファや、庭に出て数えきれないくらいの写真を撮られた。

　巧さんと手をつなぎ、微笑み合ったり、会話をしていたりしているところをカシャリと写され、本当に愛し合うふたりのようで幸せな気持ちになれた。

　その後、裏手にあるおじい様の作業場を見せてもらった。四十代くらいのお弟子さんがふたりいて紹介され、挨拶をする。

　現在おじい様は等身大の女性像を制作中とのことで、作業場の中央にあった。

　おじい様の作品は人物の彫刻が主で、一体が億に近い金額で売買されるらしい。

　さすが人間国宝だわと、知らない世界に始終感嘆した。

「さてと、おじい様、おばあ様。和泉を返してもらいますよ。結婚後の住まいを案内してきます」

「そうね、大事な新居を和泉さんに案内しませんとね。いってらっしゃい」

　おばあ様は思い出したように両手をポンと叩いて、私たちを送り出す。

　私たちはおじい様たちが住む建物には住まないようで、和室の廊下の先の左手にある渡り廊下へ巧さんは案内する。

　庭に橋のようにかけられた渡り廊下を進んでいく。下には人工の川が流れ、ニシキゴイが泳いでいるのが見える。

「すごいお屋敷ですね……」

　日本庭園には、まるで京きょう都との寺院の庭のような枯かれ山さん水すいもあって風流だ。天気のいい日はぼんやり眺めていられそうだ。

「祖父母の趣味で、和泉には少々窮屈かもしれない」

「窮屈？　そんなふうに思いません。素敵だと思います」

　そう言うと、巧さんはフッと笑う。

「母屋では常に誰かの目があって疲れると思う。俺たちの住まいはこっちだ。そちらにも玄関があるから、母屋を通らずに入ることもできる」

　渡り廊下の突きあたりにモダンなデザインのこげ茶の引き戸があった。いちおう鍵もついている。

　巧さんはそこを開けて先に私を促した。

「この離れは３ＬＤＫだ」

　四畳半ほどのホールがあって、いくつかのドアが並んでおり、彼は中央のドアの取っ手を掴んだ。

　そこは十二畳くらいだろうか、ブラウンの床にイエローの三人掛けのソファがあり窓も大きく明るいリビングだった。

　ソファの前には長方形のセンターテーブルが配置され、その前にはテレビやオーディオセットがある。

　木造りの和の雰囲気とモダンなインテリアが調和していてとても素敵だ。

「インテリアは和泉の好きに替えてかまわないよ」

「替えるなんてとんでもないです。居心地のよさそうな家具だと思います」

　料理をする必要はないと言われたが、機能的なビルトインのキッチンがあり、カウンターで食事ができるように椅子が用意されていた。

　ここでお料理がしたいと思わせてくれるキッチンだ。

「キッチンはあるが、前にも言った通りだから」

「……はい。でもこんなに素敵なキッチンがあったら、作ってみたくなります。お勉強してからですが」

「ああ。和泉に任せるよ。ほかの部屋も案内する。おいで。主寝室と書斎、リビングしか使っていないから、ひと部屋は和泉の物を入れられる」

　巧さんはリビングの左手のドアを開ける。そこはキングサイズのベッドが鎮座しているベッドルームだった。

「もちろん主寝室はふたりで使う」

　大きなベッドを目にしてかぁっと顔に熱が集まってくるが、何気なく装って、ウォークインクローゼットやバスルームと洗面所へと案内されるのを聞いていた。

　巧さんは五年前からここに住んでいると言うが、どこもかしこもピカピカだ。

　私がうなずくだけなので沈黙のような雰囲気が流れ、なにか話さなきゃと思う。

「あの」

「言ってごらん」

　私の戸惑いがわかっているのか、巧さんはわけ知り顔で口もとを緩ませる。

「宮下家にはおじい様とおばあ様、巧さんの三人ですか？」

「ああ」

「そうだったんですね」

「少し話そうか。座って」

　巧さんはベッドの端に私を座らせて、隣に腰を下ろした。

　スイスにいる父親は大学教授、母親は新進気鋭の画家で、主に向こうの景色を描いているそうだ。

　巧さんには弟がひとりいて、私よりひとつ下でロンドンの大学に通っている。

　父方の才賀家の祖父母は、巧さんが小学生の頃交通事故で亡くなった。

　巧さんの父は長男で、家業の海運業には我関せずで大学教授になっていて、次男は推理作家で超売れっ子。それで三男に才賀ホールディングスが任されたのだが、四十歳の若さでスキルス性の胃がんを患い亡くなってしまった。

　巧さんはアメリカの大学に留学し、ＭＢＡ――経営学修士を取得、卒業後は才賀ホールディングのトルコ支社で支社長を務めていた。

　叔父が亡くなる前、巧さんはトルコ支社から本社へ異動し、後継者になったと話してくれた。

「ここに住むことで祖父母と頻繁に顔を会わせるだろう。そのことを和泉がどう思うか聞いていなかった。できる限り君の意見も聞き入れたいと思っている」

「私はかまいません。優しくて素敵なおふたりで、今日だけで好きになりました」

「よかった。平日は和泉も仕事があるから、ときどき話し相手をしてくれれば祖父母は喜ぶ」

「はいっ、そうさせてください」

「和泉」

　ふいに静かな声で呼ばれ、心臓がトクンと鳴った。見つめる瞳は、クルーズ船で彼と過ごした最後の日、廊下で向けられたものと同じだ。

「美しく結った髪を乱すほどにキスしたい」

　長い指が私の顎を捉え、整った顔がゆっくり近づく。次の瞬間、唇が重ねられた。じらすような唇の動きに、しだいに私の唇が開いていく。

　巧さんはこうしてちゃんと私を欲しいと思ってくれている。結婚したら、愛されるように努力をしよう。今日訪問して、幸せになれると確信できたから。




　婚姻届の提出と巧さんの新居への引っ越しは、三月下旬の土曜日に決まった。そして結婚式は九月上旬の日曜日、クレストピア高輪で行われることが決定していて、私はアルバイトをしながらその準備にも入っている。

　結婚式を待たずして婚姻届を出すのは、巧さんの提案だった。〝才賀和泉〟になってから四月一日のクレストピアグループの入社式に出席した方が、同僚などに対して混乱を招かないとのアドバイスだ。

　なによりも〝才賀〟の名前があれば、仕事がやりやすくなるだろうとのことだ。

　引っ越しの前夜、自室で片づけをしているとノックの音が響いた。

「お姉ちゃん、入っていい？」

　春休みの部活から帰宅した香織の声がする。

「いいよー、入って」

　香織が重たそうな陶器でできた貯金箱と通帳を持って入室してきた。

「そんなの持ってどうしたの？　あ、なにか買いたいものがあってお小遣い欲しい？　ちょっと待ってね。いくらあればいい？」

　財布の入っているバッグに近づく。

　私に全財産を見せて、足りないから欲しいとお願いしに来たのだろう。

「お姉ちゃんっ、いいからここに座って」

　ベッドの端に香織は腰を下ろし、貯金箱と通帳を置いてから隣をポンポンと叩く。

　そんなに高額な金額をねだりに……？

　言われた通りに腰を掛けて、いつもとは違う神妙な面持ちの妹を見る。

「会社のために無理に結婚することないよ！　私の全財産あげるから、お姉ちゃん、逃げて！」

　香織の必死の表情に、一瞬呆気に取られる。それから、私のことを考えてくれたのだと思ったら胸がジンとした。

　だから、貯金箱と通帳を持ってきてくれたのだ。

「お姉ちゃんがクレストピアが好きで、お父さんの役に立ちたいと思っていたのは知っているけれど、身売りなんて。そこまでしないでいいよ！」

「身売りだなんて、すごい言葉知ってるのね？」

「それくらい知ってるよ。お父さん、知らない男と結婚させるなんてひどいよ！」

　言葉を重ねていくうちに香織は憤り、両手をこぶしにしてブルブル震える。

「香織、落ち着いて。身売りするわけじゃないから」

　彼女の両手に手を重ねて、力を抜くように開かせる。

「どう違うの？　明日家を出るんでしょ？　お姉ちゃんがかわいそうだよ」

「本当の気持ちを話すのは恥ずかしいけれど、夫になる巧さんを愛しているの」

「え……？　嘘つかないでいいよ」

「嘘じゃないから。あ、まだ見ていなかったよね？　写真見て」

　ベッドサイドのテーブルに置いていたスマホを手にして、クルーズ船の旅で撮った写真を見せる。

　あのときは別人だと思っていたことを話す必要はない。

「ね、楽しそうだと思わない？　私、心から笑っているでしょう？」

　私のスマホを持った香織は黙ってスライドさせていく。

　かなりの枚数を見てから、彼女は口を開く。

「才賀さんが、かなりのイケメンであるのは認める。でも、お金もあってこんなにかっこいいんだから、浮気をしそう。お姉ちゃん、本当に才賀さんの本質を見抜いて好きになった？」

「たしかにモテるわ。本質を見抜けてはいないかもしれないけれど、尊敬できる人だし、大事にしてくれる。初めは正直政略結婚の話に気が進まなかったけれど、今は引き合わせてくれたお父さんに感謝の気持ちさえあるの」

「お姉ちゃん……。本当にほんと？　お父さんに感謝しているの？」

　真剣な眼差しでジッと見つめられて、私はにっこりして大きくうなずく。

「しているわ。彼のおじい様とおばあ様はとても優しいのよ。信じられないくらい広いおうちで、素敵な離れに住むの。休みに遊びに来て。うちから三十分もあれば行けるから、櫂と一緒に」

　今回の政略結婚の話は、香織なりに不安や心配があったのだろう。彼女はバスケで忙しかったから話す時間が持てなかったが、もっと早くに説明してあげればよかった。

「わかった！　絶対に行って、才賀さんがお姉ちゃんの夫にふさわしいか見極めるからね！」

　完璧には信じていない様子だけれど、そう言ってもらえて安堵した。

「うん。そうして。それと、これだけはわかってほしい。生きてきた中で一番今が楽しいの」

「お姉ちゃん……」

　香織はコクッとうなずき、私に抱きつく。

「お姉ちゃんが出ていくと思うと寂しい。けれど、お姉ちゃんの顔を見ていたら少し安心したよ」

「よかったわ。私のために大事な貯金までくれようと考えてくれてありがとう。バスケがんばってね。全国大会出場になったら応援行くから」

　毎回都大会では上位に食い込んでいるので、全国大会出場も夢ではない。

「もちろん、がんばるよ！　お姉ちゃんもがんばってね！　じゃあ、おやすみ」

　香織は持ってきた貯金箱と通帳を手に、部屋を出ていった。










八、甘やかす彼




　引っ越し当日。

　私物は午前中に引っ越し業者が運び、新居の廊下に十個ほどの段ボールが積まれた。

　今日から巧さんと一緒に暮らすと思うと、緊張して気持ちが落ち着かない。

　腕時計へ視線を落とす。これから区役所へ婚姻届を提出しに行く予定になっている。片づけは戻ってきてからで、やることがあった方が巧さんを意識しなくて済みそうだ。

「そろそろ出よう」

「おじい様とおばあ様にご挨拶を……」

「それは戻ってからでいいよ」

　新居の玄関から直接外へ出て、彼の愛車の助手席に乗り込んだ。

　区役所へはすぐに到着し、婚姻届を提出して受理され、私は才賀和泉になった。巧さんが夫だなんて、当分慣れそうにない。

　すぐ帰宅するのかと思っていたが、巧さんは外資系の最高級ホテルのエントランスに車をつけた。

「昼食を……？」

「それもあるが、初夜が自宅の寝室なんてしゃれていないだろう？　今日はここに泊まる」

「初……」

　見る見るうちに顔が赤くなっているのがわかる。そんな私に巧さんは笑う。

「その反応を見ると、すぐに抱きたくなる」

　クルーズ船での一夜が脳裏をよぎり、どんな顔をしていいのかわからない。

「……宿泊の用意をしてきていません」

「部屋に用意させてある」

　え……？　前もって考えてくれたサプライズってこと……？

「お、おなかがすきました。レストランへ行きましょう」

　ドギマギしながら話を逸らすと、彼は「クッ」と喉の奥で笑って、車のロックを解除する。

　すぐに外側から、グレーの制服を着たドアマンが助手席のドアを開けた。




　エレベーターで高層階に着いて、奥のレストランへ案内された。

　その間手はつながれていて、そうされることでとても安心感があるのに気づく。どんどん先に行ってしまわれたら、私たちの結婚はただの政略結婚で終わってしまう。

　つながれた手に視線を落とす。大丈夫。私は巧さんについていけばいい。

　レストランの入口では黒いスーツを着た壮年の男性に出迎えられた。カジュアルフレンチの高級レストランだ。

　うちのホテルにはないエレガントさがあるので勉強になる。

「才賀様、このたびはご入籍おめでとうございます」

「ありがとうございます。妻の和泉です」

　私を紹介するときも手はつながれており、今度は恥ずかしくて巧さんの手から抜きたくなる。彼と一緒にいると、私は翻弄されてしまう。

　奥の四人掛けテーブルに着席し、窓からの景色を眺めた。

　巧さんは先ほどの男性からメニューを渡され、説明を聞いている。

　私は緊張のせいか、レースが施された深緑のワンピースの膝の辺りの生地を無意識に伸ばしているのに気づき、慌てて両手を組み直す。

　大学の卒業式の日、三人で泊まった新宿の高層ホテルでは話に夢中で景色を見られなかったが、今はドキドキと高鳴る鼓動が治まるように意識を窓の外に集中させる。

　遠くにかすむ富ふ士じ山さんがうっすらと見えた。

　視線は景色を見ているのだが、耳は巧さんの声を追ってしまっている。

　はぁ～なんて素敵な声なんだろう。

　落ち着いていて、少し低めの心地よい声音なのだ。

「――泉？」

「え？　は、はいっ」

　話を聞いていたはずなのに、一瞬ぼんやりしてしまったようだ。

　目をパチクリさせる私に巧さんは口もとを緩ませる。

「シャンパンと料理に合わせたワインを頼んだ。ソフトドリンクじゃなくてかまわないか？」

「あ、はい。それでかまいません」

　少しくらいお酒の力を借りなければ、持ちそうにない。

　ソムリエがシャンパンクーラーで冷やされたシャンパンを運んできた。

　仰々しくグラスに注いだソムリエは一礼して去っていく。

「乾杯しよう。今日は俺たちの記念日だ。毎年祝おう。左手を出して」

「はい。よろしくお願いします」

　言われるままに左手を彼の方に出すと、エンゲージリングに重ねるようにしてマリッジリングがはめられた。プラチナのリングにダイヤモンドが施されており、エンゲージリングと同じハイブランドのものだ。

「私に箱をください」

　ハイブランドのロゴの入ったケースの中からプラチナのリングを取り出して、男らしく節くれだった長い薬指にはめた。

「こちらこそよろしく。仕事は大変になると思う。なんでも話してほしい」

　巧さんは、気泡がキラキラ光る黄金色の液体の入ったシャンパングラスを手にし、私も同じく持つ。

　彼はシャンパングラスをほんの少し掲げ、乾杯の仕草をして形のいい唇にあてた。

　私も同じ所作で乾杯をして、少しシャンパンを飲む。

　ほんのり甘くておいしい。私が飲みやすいように選んでくれたようだ。

　クルーズ船の旅で何度も一緒に食事をしたせいか、巧さんは私の好みを覚えてくれていてうれしい。

　料理のチョイスも私の好きなものばかりで、魚介類の前菜や、メインの大きなロブスター、和牛ステーキの焼き方もすべてが完璧だった。

　ステーキは今まで食べたことがないほどやわらかく、口に入れるとすぐになくなってしまうほど極上の味わいだった。

「ごちそうさまでした。お食事、とても勉強になりました」

「いろいろなホテルを訪れれば視野が広がる。そろそろ部屋へ行こう」

　私はそっと腕時計で時間を確認する。気づけば二時間以上が経っていた。

　ゆっくり食事を楽しみ、巧さんは仕事につながるように私に経験させてくれているのでは……。

　レストランを出て、その階にあるフロントには行かずにまっすぐエレベーターホールへ向かう。

「巧さん、ルームキーは……？」

「レストランの会計時にもらっている」

　あまりにもスムーズなので、過去にこういうふうにしたことがあるのだろうかと嫉妬心が芽生えた。




　部屋に入って背後でドアが閉まった。

　レストランで食事しているときは幸せな気分だったが、ルームキーの話からなんだか複雑な気持ちに襲われている。

　そのとき、つないだ手が引っ張られて彼に抱きしめられた。

　顎をすくわれ唇が塞がれてすぐ開かされて、口腔内をさまよう舌同士が絡みつき吸われる。

「ん……ふ、っ……」

　彼にキスされると肢体がとろけるような感覚になって、脚の力が失われそうだ。

　巧さんのスーツの胸の辺りを無意識にキュッと掴むと、抱き上げられた。

　私をお姫様抱っこした彼は、色気をかもし出した眼差しで見つめながら、部屋を横切った。

「巧さん……？」

「今日は一緒にシャワーを使おう。嫌とは言わせない」

　船内でのことを言っているのだ。あのときは初めての出来事で、一緒にシャワーを浴びるなんてハードルが高すぎてできなかった。

　バスルームの手前で優しく下ろされる。

　羞恥心は否めないが、もう裸を見られているのだからと覚悟を決めて、ワンピースのうしろのファスナーが下ろされても拒否はしなかった。

　ひとりで脱がされているのも恥ずかしいので、彼のジャケットに手を掛ける。

「今日は従順だな」

「……だって、もう夫婦だから」

　それが理由ではない。彼が望むことなら、なんでもしたい気持ちがあるから。

「そう、もう俺たちは夫婦だ。俺も背徳感を抱かずに和泉を愛せる」

　愛せる……？　言葉のあやだろうか。

「あのときうしろめたいと思っていたんですね？」

「もちろんそうだ。あの場で正体を明かしたら、俺たちの関係は台なしになっていたはずだ」

　そっと抱き寄せられると、ワンピースが下に落ちるのがわかった。

「顔が真っ赤だ」

　私の反応を楽しみ、下着類はすっかり脱がされてしまった。

　巧さんもすべての服を取り去り、私をバスルームに連れていく。

　ガラス張りのシャワールームに立たされて、泡立てたボディソープが私の肌にすべらされた。




　バスルームから移動して、ラグジュアリーなキングサイズベッドで濃密な時間を過ごし、まだ呼吸を乱す私に巧さんは水を持ってきてくれる。

　記憶にあるよりもより濃厚で快楽に溺れる時間で、巧さんは私を思う存分に翻弄していった。

　彼が私に抱く思いは〝愛〟ではない。

　ひどい父親を持つ私に憐れみを持ったのだろう。それに、男性は欲を満たすためなら愛していない女性でも抱けると聞いたことがあるし。

「大丈夫か？」

　上体を起こしてペットボトルを持ったまま考え事をしていたら、バスローブを羽織った巧さんがベッドの端に座る。

　それからペットボトルを取り上げて口をつけ、私の唇に唇を重ねた。

　びっくりしてゴクッと水が喉を通っていく。

　絡みつくような視線に、再び熱情の色が覗く。そんなふうにされたら愛されていると錯覚しそうだ。

「こ、こんなこと、いつもしていたんですか？」

　自分を戒めるために思わず言葉が出ていた。

「こんなことって、水を飲ませることか？」

「……そうです」

　素直に認めると、巧さんが私の後頭部に手を置いて抱き寄せる。コツンと私のおでこが彼の鎖骨の辺りに触れた。

「それは、過去の女性たちに嫉妬してくれているということか？」

　過去の女性たちっ!?

　反射的に顔を上げて彼を見る。

「そんな顔をしないでくれ。俺をいくつだと思っている？　和泉より十も年上の大人の男だぞ？」

「わ、わかっています。巧さんはモテるんですから。想像したら嫌な気持ちになっただけ。束縛しようだなんて思っていませんから安心してください」

　突として巧さんは大きくため息を漏らし、顔をグッと近づけてくる。

「和泉、束縛してもかまわない」

　頬に彼の手のひらが触れる。

「え……？」

「愛している。会ったときから惹かれていた」

　私……夢を見てる……？

「だから、和泉に近づくために恋人のふりをしてもらったんだ」

「巧さん……」

「俺が女性ひとり断るくらいで手こずると思うか？」

　由香さんのことだ。たしかに巧さんが本気で断ったら迫力があって、彼女も納得したのではないかと今さらながら思う。

「和泉、俺をどう思っている？　ただ単にクレストピアグループに援助してもらうためだけに、今日俺に体を許しているのか？」

「ちがっ！　違います。私も愛しています。正体を知ったときは腹も立ちましたが、巧さんの言った通り、別人として出会ったからあんなに楽しめた――」

　告白の最中で強く抱きしめられ、唇が性急に塞がれた。

　何度も角度を変えるキスに応えながら、私は巧さんの気持ちを知って最高に幸せな気持ちだった。

　再び押し倒され、唇が喉もとから移動して敏感な胸の頂いただきが含まれる。

　心を通わせた今、自分の殻が取り払われた感覚で、大胆に愛されることができた。




　翌日、目を覚ますと部屋の中が窓から差す太陽の光で明るかった。

　今……何時……？

　私に腕枕して眠っている巧さんを起こさないように、そっと頭をはずしてサイドテーブルの上の時計を見ようとした。

　次の瞬間、うしろに引き戻される。

「きゃっ」

「おはよう。俺を置いてどこへ行こうと？」

　仰向けになった私に巧さんが覆いかぶさる。

「時計を見たかったんです。もうお昼近いんじゃないですか？」

「今日は日曜だ。ゆっくりしても誰にも文句言われない」

　彼は私の唇を食むようにして口づける。

「でも、早く帰って荷物の整理をしなくちゃ」

　四日後は入社式だ。

　働き始めたら、荷物の整理がなかなかできなくなりそうだ。

「夕方には戻るよ。祖父母と夕食を取る約束をしている。その前に和泉を買い物に連れていく」

「買い物……？」

「社会人になるんだから、ＴＰＯに合わせた洋服が必要だ」

「数着は持っています」

「それだけでは足りない。ルームサービスでブランチしたら出かけよう」

　もう一度呆気に取られている私の唇にキスを落として、彼は床に足をつけた。

　巧さんの綺麗に筋肉がついた背中を見つめていると、ラグジュアリーなソファの上に置いてあったいくつかのショッパーバッグを持って戻ってくる。

「着替えと基礎化粧品、メイク道具はここにある」

「え？　こんなに……？」

「俺は妻に不自由な思いはさせない。シャワーを浴びてくる」

　私に背を向けてバスルームへ向かおうとした彼をとっさに呼び止める。

「巧さんっ」

「どうした？　一緒に入りたい？」

　からかう彼に慌てて首を左右に振ってみせた。

「違いますっ、お礼を言っていないから。ありがとうございました」

「残念。和泉から積極的に誘惑してくれるのかと思った」

「……いつか誘惑してみます。でも、今は時間がないから」

　そう言うと、巧さんは私のところへ戻ってきて顔を両手で囲んだ。

「かわいすぎるとまたベッドに戻りたくなる」

　ふいに私の体が宙に浮く。

「た、巧さんっ」

「一緒に入ろう」

　お姫様抱っこをしたまま、しれっと私をバスルームへ運んだ。




　その日の夜、母屋のダイニングルームでおじい様とおばあ様の四人でテーブルを囲んだ。

「おじい様、おばあ様、至らない点もあるかと思いますが、どうぞよろしくお願いいたします」

「こちらこそよろしくね。和泉さんのおかげでわが家が明るくなるわ。ねえ、重三郎さん」

「ああ。貴美子、楽しみができてよかったな」

　おふたりは私を心から歓迎してくれている。あまり一緒にいられないのが申し訳ないくらいだ。

「おじい様、おばあ様、和泉は仕事をするので、無理は言わないでくださいね」

　巧さんが先に念を押してくれたので、話しやすくなって口を開く。

「なるべく一緒に夕食をいただけるようにしたいと思っています」

「いいえ、いいえ。無理はなさらないでね。巧さんも平日はまったくと言っていいほど顔を合わせないの。結婚式のことでなにか私にできることがあったら言ってほしいわ。ぜひお手伝いしたいの」

「おばあ様……ありがとうございます」

　微笑みを浮かべてお辞儀をした。




　クレストピアグループの入社式の前日、緒方さんのようなキリッとキャリアウーマン風のメイクをしていると、ベッドルームに巧さんが現れた。朝出ていったままの疲れた様子もない彼は、ドレッサーから立ち上がった私に近づく。

「おかえりなさい」

「ただいま」

　仰ぎ見る私の唇にキスを落とそうとする彼の動きが止まる。

　そして「プッ」と噴き出した。

　えー、ショックなんですけど……。

「和泉らしくないメイク、どうした？」

　アイラインをリキッドタイプのもので引き、ブラウン系のアイシャドー、唇はマットなローズレッドのリップで、少しは緒方さんのようなできる女性に見えるのではないかと思っていたが、巧さんは笑いをこらえるようにして首をかしげている。

「わ、笑わないでくださいっ。大人っぽく見えるかなと思って。緒方さんみたいに有能な女性に憧れているんです」

「緒方さんと和泉の年齢差はいくつだと思っている？　彼女は俺より五つは上だぞ？」

「……似合っていないと思っていますか？」

　笑っているんだから、そうよね？

「もちろん」

　断言した返事にガクッと肩を落としそうになる。

「和泉、鏡を見るんだ」

　巧さんは私の肩に手を置いて、ドレッサーに座らせ、鏡の中で目と目を合わせる。

「君のかわいい顔にはいつものメイクが似合っている。そんなふうに尖とがったメイクにしたら、誰も寄りついてこないぞ？」

「巧さん……」

「自分を演出する必要はない。普段通りの和泉で仕事をするんだ」

「うん。私も今までの方がいいかな。ここ見てください。アイライン引くとき震えちゃって」

　瞼を閉じてアイラインを見せると、巧さんはおかしそうに笑う。

「まったく、かわいい顔が台なしだ」

　彼はリップが唇につくのもかまわずに、唇を押しあてた。

「も、もうっ、唇がローズレッドになっていますよ。でも似合うかも」

「責任取って、落としてもらおうか」

「え？　自分でつけたのに」

　巧さんの行動に頬を膨らませた私はメイク落としを箱から一枚引き抜いて、彼の口や周りについたリップを落とした。




　入社式はクレストピア高輪の一番広い宴会場で行われる。

　母屋で朝食を取った後、離れに戻り巧さんが買ってくれた紺色のツーピースに着替える。メイクはいつもの通りナチュラルにして、不備はないか鏡で確認する。

　朝食は、おばあ様が使用人に指示して私たちの分を母屋に用意してくれることになった。

「う～ドキドキする。これでいいよね？」

　つい先週まではフロントでアルバイトをしていたのだ。ホテルは勝手知ったる場所なのに、緊張感に襲われている。

　そこへ、チャコールグレーのスリーピースでビシッと決めた巧さんが現れた。

　才賀ホールディングスも今日が入社式だ。

「俺はもう出なくては。和泉はまだ時間が早いだろう？」

「はい、のちほど電車で向かいます。巧さん、いってらっしゃいませ」

　靴べらを差し出し、巧さんは革靴を履くと私に顔を近づけて頬にキスを落とす。

「いってきます」

　少しして、私も家を出た。




　入社式が終わって会場を出たところで緒方さんが待っていた。同期社員たちから離れ、ホテルからオフィスタワーへ歩を進める。

　エレベーターで上階へ向かう。到着したのは社長室もある重役フロアで、政略結婚を言い渡されたあの日以来に来た。

　エレベーターを降りてすぐ近くの部屋へ入る。ここが経営戦略室だという。

　社員は七人いて男性が五人、事務処理をする女性がふたり。私と緒方さんが加わるので経営戦略室は常時九人になった。

　挨拶を済ませると、緒方さんが廊下側にあるデスクに私を案内してくれる。

「さっそくですが、仕事内容の説明を」

「はい。お願いします」

「グアムの改善案を早急に進めるように、才賀ＣＥＯから指示を受けています。企画書を微調整して、上原社長にプレゼンしてもらいますね」

「わかりました」

　自分のデスクに座り、そしてパソコンを前にして身が引きしまる思いだ。

　パソコンを立ち上げ、緒方さんにグアムの企画書を見せながら手直しのアドバイスをもらっていると内線が鳴り、父に呼び出された。すぐ行くよう緒方さんに言われたので、オフィスを出て、奥にある社長室へ向かう。

　社長室へ入室すると、ひとり掛けのソファに父、三人掛けのソファに副社長が座っていた。社長の父より五歳ほど若いと聞いている。

「和泉ちゃん。おつかれさま。座りなさい」

　やわらかい笑みを浮かべている副社長の姿に胸をなで下ろす。

「おつかれさまです」

　副社長に言葉をかけて対面の三人掛けのソファに腰を下ろすと、父が口を開く。

「さっそくだがグアムの改装プランを見せてくれ」

「はい。こちらです」

　書類を差し出し、社長と副社長で覗き込むようにして確認している。

　まだまだ改善は必要な書類だが、十枚にわたるプランを一つひとつふたりは話をしながら見ていた。

「和泉、グアムのホテルがこんなにも古くなっているとは思ってもみなかった。かれこれ七年訪れていない。グアムは人気の観光地だ。今までは立地条件がいいだけでやってこられたが、このままではだめだな。ロビーや客室、レストランの内装の斬新なリニューアルはいい案だ」

　家で見る堅物な父しか知らないので、ビジネスについて語り、新人の自分の意見にも賛同してくれる柔軟性を意外に思いながらもうれしくなった。

「さすが社長の娘さんです。これから夏休みに向けて、千葉と伊い豆ずのホテルにも目を引くプランを提案させているところです」

　どうやら改装プランに賛同してもらえているようだ。

「社長、副社長。これは短い時間でざっと調べただけなので、現地へ行って確認したいのですがよろしいでしょうか。お客様の状況や現場の進め方を確認するため合間にフロント業務にも入りたいので、おそらく半月はかかるかと」

　入社したばかりで出張の話をするのもと思ったが、父は「もちろんかまわない」と言ってくれた。




　オフィスに戻ると、入口のデスクで仕事をしていた緒方さんが立ち上がり、心配そうな表情で私を見る。

「大丈夫でしたよ。グアム出張も了承してくれました」

「よかったです。でも、結婚したばかりなので、出張はもう少し後の方がいいんじゃないかしら」

「いいえ。二年で結果を出さなくてはならないんです。先延ばしにしている時間はありません」

　彼女のもとを離れて、自分のデスクへ行く。

「才賀社長がどう思うか……」

　緒方さんのつぶやきが聞こえた。巧さんはわかってくれるだろう。そのために私を経営戦略室に推薦したのだから。推薦というにはかわいすぎる言い方で、実際はごり押しだったけれど。




　帰宅したのは二十一時を過ぎていた。早くも定時で帰宅できない旨は、夕方母屋に電話をかけ使用人に伝えて、巧さんにはメッセージを送っていた。彼も忙しいようで、私より一時間遅い帰宅になるようだ。

　離れに入ると、カウンターに夕食が運ばれていた。

　おなかはぐう～と不満を漏らしているが、彼が戻ってくるまで待つことにしてお風呂に入ることにした。

　湯船でゆっくり温まっていても、頭の中はグアムの改装プランのことでいっぱいだ。

　お風呂から上がって髪をドライヤーで乾かし、リビングへ行くと二十二時を回っていた。

　ソファの隅には、豪華客船で買った思い出の白くまのぬいぐるみが二体並んで座っている。

　並ぶぬいぐるみに笑みを深めたとき、巧さんが帰ってきた。

「おかえりなさい」

「ただいま。笑顔で出迎えてくれたところを見ると、いい感じに進んでいるようだな」

「そうなんです！」

　巧さんがカウンターの夕食へ視線を向けて、顔をしかめる。

「俺を待つ必要はないからな。早めに食べないと美容にも悪いぞ？」

「はい。巧さんはどっちにしますか？　お風呂？　お夕食？」

　尋ねると、彼はおかしそうに口もとを緩ませる。

「一緒に食べてから入るよ」

「なんで笑うんですか？」

「いや、お風呂？　お夕食？　それとも私？って言ったらおもしろいなと思っただけだ」

「も、もう。そんなこと言いません。遅いんですから。温めてきますね」

　熱くなる頬に手をやって、キッチンの中へ歩を進めた。










九、湧き上がる疑念




　半月後、緒方さんとグアムに飛んだ。

　滞在期間は半月。帰国は五月の初旬の予定だ。

　巧さんも入社式の三日後からシアトルへ出張になり、その後も海外出張が重なったので、私がグアムへ発つまで四日間しか一緒に過ごせなかった。

「ん～気持ちいい～」

　グアム国際空港から一歩外に出て、開口一番そんな声が出る。

　十五時近くだが日差しはさんさんと降り注ぎ、四月中旬の東京も少し暖かくなってきたとはいえ、比べ物にならないほどいいお天気だ。

　気温は高いが湿度が低いのでカラッとしている。

　ジャケットを腕にかけ、白いブラウスにグレーのタイトスカート姿の緒方さんがにっこり笑う。私も同じような格好だ。

「久しぶりのグアムだわ。四時間ほどで到着は魅力的よね」

「はい。時間がかからないので、お年寄りでも負担が少ないのでいいですね」

　リニューアルオープンしたら、おじい様とおばあ様を招待したいとふと思った。

　私たちはタクシーに乗ってホテルへ向かった。

　ホテルのあるタモン地区までは車で二十分程度。到着してすぐに総支配人に出迎えられた。

　総支配人はグアム生まれのアメリカ人男性で、年齢は五十代くらい。

　電話で話をしていたので、当初改装に驚いていたが、タモン地区一番のホテルにしましょうと熱意がみなぎっている。

　部屋に荷物を置いてから、総支配人の案内で緒方さんとあちこち回った。




　翌日からさっそく、朝食後十九時くらいまで、週末もなく働き続けた。

　緒方さんは仕事ができて、グアムのホテルに関して私が気づかない数字の部分を見てくれたり、合間には東京のオフィスに残る同僚から個別案件の相談に乗ったりして、巧さんが信頼しているのもうなずける。

　社会経験のない私を完璧にサポートしてくれ、勉強させてもらっている。

　巧さんとはメッセージやテレビ電話で話をしていたが、時差の関係で時間が合わないことの方が多かった。

　半月間の出張予定だったがフロント業務に入ったこともあり、現地のインテリア業者を介し細々なプランの見積もりを出してもらうのに手間取って、あと一週間はかかりそうだ。

「和泉さん、私が残りますから帰国した方がいいわ」

「そんなことできません」

　きっぱりと口にして首を左右に振ると、緒方さんがふっと笑みを浮かべる。

「実はＣＥＯからクレストピアグループへ出向してほしいと言われたときは、躊躇したの。大学を卒業したばかりの社長令嬢なんて、仕事にやる気がなくてその尻拭いをさせられるのではないかと思ったから」

「そう思いますよね。実際、大変な迷惑をかけていますし」

　彼女の言葉にうなずく。

「いいえ。和泉さんは甘やかされた社長令嬢ではなく、素晴らしい女性だとすぐにわかったの。大学時代からホテルのあちこちの部署でアルバイトをして、各部門のノウハウも完璧で努力家だわ。仕事に対する姿勢は尊敬しているの」

「そ、そんな褒めないでください……。緒方さんがいてくださるので、心強くてのびのびと仕事ができているんです」

　恥ずかしくなって顔に熱が集中してくる。

「でも、がんばり屋の和泉さんはＣＥＯの奥さんなのよ。家庭も大事にしなければ。帰国して結婚式の準備もしないと。結婚式の九月なんてあっという間よ」

「丸四カ月もありますから、そんなに焦らなくても大丈夫です」

　もう少しかかって帰国が延びると、巧さんにはメッセージを送っていた。まだ返事はないが、仕方がないと思ってくれるだろう。

「じゃあ、せめてホテルのエステサロンでお肌を整えた方がいいわ。何気に日焼けしちゃっているし、顔は疲れきっているもの」

「え？　そんなに疲れた顔をしていますか？」

　思わず頬に手をやる。

　たしかにお客様対応やエントランスの掃除、庭の視察などで日にあたった自覚は存分にあった。

「花嫁は一番美しくないとね」

「……わかりました。時間をつくってサロンへ行ってきます」

　そう約束して、見積もりリストに目を向けた。

　少しして巧さんからメッセージが届いた。

【外国の業者は日本人のように時間厳守にはいかないから、仕方がない。というのは大人の俺の言葉だ。本当は早く会いたい。和泉は？】

　彼のメッセージに顔がにやける。

【もちろん、私も会いたいです】

　メッセージを打ち、ハートマークも送った。




　その週の土曜日の夕方、プライベートビーチを散歩していた。

　さっきまでスコールがあったのでビーチに出ている人はいなかったが、数分後には東洋人の男女が現れて、手をつなぎながら波打ち際を歩いている。

　いいな……巧さんに会いたい。

　以前夜に、この砂浜を彼と散歩したときのことを思い出す。

『あのブイ見てください。なんだか、亀が頭を出しているように見えませんか？』

　巧さんにはきっと見えなかったと思うけれど、笑っていた。

　あの後キスされて……。

　思わず唇に指先を持っていくが、キスを振り払おうと頭を左右に振る。

　昼間見るブイはぜんぜん亀のようには見えない。

　あれからまだ三カ月も経っていないだなんて。

　海にプカプカ浮かぶブイから、少し離れたカップルに視線を移す。

　ふたりはじゃんけんを始めて、男性が女性の背中に覆いかぶさる。こんなところで……とドキッとしたが、負けた方がおんぶをして遊んでいるだけだ。

　ますますうらやましくなっちゃうんですけど。

　ふざけ合うふたりだけの世界から目が離せないでいると――。

「和泉」

　ふいに巧さんの魅力的な声色で呼ばれて、背後からふんわりと腕が回った。

「え？　巧さんっ！」

　彼の腕の中で体を反転させた瞬間、唇が重なった。甘く唇を食んで離れる。

「ど、どうしてここに……？」

「なかなか戻ってこないから迎えに来たんだ」

　巧さんは麗しく笑う。

「迎えに来たって、一時間や二時間で来られるところじゃないのに……」

「仕方がないだろ。今日明日は完全オフなのに、和泉はそばにいないから」

「明日戻るつもりでした」

「緒方さんに聞いたから知っている。だが、明日といっても到着は夕方だろう？　俺が今日ここに来ればその三倍の時間は一緒にいられる」

　そんなふうに考えてくれる巧さんに胸がキュンと高鳴る。

　私は腕を伸ばして、彼の背に回す。

「すごく会いたかったんです」

「俺もだ」

　もう一度、巧さんは私の両頬に囲むようにして手を置くと、キスをした。

　外なのでいつものような独占欲に満ちたキスではなく、彼は離れると私の手を恋人つなぎしてゆっくり歩き始める。

　私たちはあの夜のように、会えなかった時間を埋めるようにたくさんの話をした。

「そろそろ、食事に行かないか？」

　まだ十七時くらいなのだが、巧さんは機内で食べたっきりということで、おなかがすくのはもっともだ。

「じゃあ、緒方さんも誘っていいですか？　グアム最終日なのでおつかれさま会を」

「彼女には山本を連れてきたから大丈夫だ」

「山本さんも来ているんですか？　でも、ふたりは顔見知り程度では？」

「彼らは同期なんだ。積もり積もった話があるだろうから問題ない」

　ふたりきりになるためだけに秘書の山本さんを連れてくるなんて、かなりの策略家ではないだろうか。

　クスッと笑みを漏らすと、顔を覗き込まれる。

「奥様、なにが食べたい？」

「食べたいもの……ずーっと、ホテルの料理だったので……」

「その顔は、ハンバーガーだな」

「あたりです！　クルーズ船の旅で一番おいしかったあのハンバーガーが食べたいです。でも巧さんの食べたいものがあればそちらでもかまいません」

「そんな気遣いしなくていいよ。俺もあのハンバーガーが食べたい。もちろん和泉も」

　恥ずかしさで彼の視線から逸らしてうつむく。

「そ、それは戻って……から……」

　私の頭に大きな手のひらがのってポンポンとされる。

「やっぱり先に和泉から――」

「だ、だめっ。私もおなかすいてますから」

　慌てて遮って言葉にすると、巧さんはおかしそうに大笑いをする。

「そうしようか」

　巧さんと手をつなぎ、思い出のハンバーガーショップに向かった。




　帰国後、グアムの件の調整やクレストピア高輪での夏企画の精査など、やることはてんこ盛りで毎日充実していた。

「うーん……」

　リビングのソファで腕を組む私の隣に、巧さんが腰を下ろす。

「どうしたんだ？」

「グアムを改装する間、今予約が入っているお客様をどうしようかと。あちこち工事が入っているホテルに泊まりたくないですよね」

「これから夏休みの時季だ。七月八月はほぼ埋まっているんだろう？　工事期間を九月からにするしかない。もしくはクルーズ船を宿泊客に提供してもうちはかまわない」

　あの豪華客船が頭に浮かぶ。

「え？　うちは……って、もしかしてあの豪華客船は才賀ホールディングスの所有？」

「今さら知ったのか」

　巧さんはおかしそうに口もとを緩ませる。

「はい、とくに気にしていなかったので」

「だよな。気にする性格だったら、俺の顔もクルーズ船の所有会社も調べ上げていたはずだし」

「……ごめんなさい」

「なぜ謝る？　そんな和泉がかわいくて好きだよ」

　巧さんは私の肩に腕を回し、頬に口づける。

「で、でも、豪華客船をお借りしたら経費が節約にならないですし、やっぱり工事を九月からにして急がせるしかないと思います。巧さん、アイデアをくださりありがとうございます」

「和泉はどんどん成長しているな。頼もしくなってきている」

　巧さんに褒められて顔が熱くなる私だった。




　クレストピア高輪の夏の企画は、アルバイトで働いている頃から温めていたもので、庭園のライトアップや、宿泊客限定でのＳＮＳ映えするナイトプール、老舗紅茶ブランドとタイアップしたアフタヌーンティーなどを考えた。実務を行う企画課から企画書とデータがどんどん上がってきている。

「和泉さん、十分後に長なが嶋しま社長とのミーティングよ」

　緒方さんに声をかけられ、壁の時計へ視線を向けると時刻は十四時五十分だ。

「あ、下へ行きましょう」

　長嶋社長というのは、イルミネーションやランタンなどを専門に扱う会社を経営しており、巧さんの紹介だ。

　社長じきじきにイメージが合うものがあるか、パンフレットや資料を持ってきてもらう約束になっていた。

　その際に庭園を見て回るので、私と緒方さんは書類を持って約束のラウンジへ向かった。

　先に到着して待っていると、ウエイターに案内されて年配の男性と綺麗な女性がやって来た。

　ソファ席を立って、挨拶をしつつ名刺交換をする。

　年配の男性は長嶋社長で、電話で話した通り穏やかな口調だが、やり手だと巧さんから聞いていたので注意深く対応した方がよさそうだ。

　女性は長嶋社長の秘書の中なか本もとさんで、二十代後半くらいに見受けられる。

「それでは、庭園をご案内いたします」

　いったんラウンジを離れ長嶋社長と並んで、説明をしながら庭園を歩く。

　ひと通り案内してラウンジへ戻る途中、長嶋社長は緒方さんと先を歩いていた。

「才賀さん、もしかして才賀ホールディングスの才賀ＣＥＯとご血縁でしょうか？」

　ふいに秘書の中本さんに尋ねられる。

　長嶋社長を紹介してくれたのは巧さんなので、才賀つながりで関係があるのだと思ったのだろう。

「はい。彼の……妻です」

　口にした瞬間、中本さんは立ち止まりポカンと口を開いたままあぜんとなる。そして我に返り、私を食い入るように見つめる。

「か、彼の奥様？　才賀巧さんの？」

　驚きを隠せない様子の中本さんに、巧さんとなにか関係がある女性なのだろうかと疑念が浮かんでくる。

「三月の終わりに結婚しました」

「まあ……」

「主人をご存じなのでしょうか……？」

　まさか、恋人だったとか？

「ええ。私、お見合い相手だったんです」

「お、お見合い相手……。それはいつ頃？」

　聞かずにはいられず、失礼なことかもしれないが尋ねていた。

「一月の上旬でした。でも、忘れられない女性がいると言われてお断りされたんです。彼の本命はあなただったのかしら？」

　自虐的な笑みを浮かべる彼女に、引きつった笑みを浮かべる。

　私は巧さんが忘れられないという女性のことで頭がいっぱいになった。




　長嶋社長と秘書をエントランスで見送って、オフィスに戻ってきた。

「和泉さん、どうかしましたか？」

「え？　いいえ。あ！　コーヒー入れてきます。緒方さんも飲みますよね？　さっき飲み損ねたし」

　ラウンジでコーヒーはあったのだが、仕事の話に夢中でひと口しか飲めなかった。

「それなら私も飲みたいから入れてくるわ」

「え……っと、もしかしたらほかのが飲みたくなるかもしれないので、行ってきます」

　少しひとりになりたくてオフィスを出て、休憩室に向かった。

　巧さんに忘れられない女性がいるなんて……。誰だろう？　彼のような人なら、私と政略結婚なんてしないで、その女性と結婚できたのでは？

　愛していると言ってくれているけれど、信じてはいけないのではないだろうかと、にわかに思い始めていた。

　心臓が締めつけられるように痛みを覚え、胸に手をあてた。




　六月の上旬、例年より一日早く梅雨入りした。

　土曜日の今日はどんよりとした厚い雲が空を覆い、今にも雨が降りそうだ。

　ウエディングドレスとカラードレスの仮縫いに、巧さんとふたりで青山のブライダルサロンに訪れていた。

　衝撃的な話を元お見合い相手から聞いて十日経ったが、巧さんに聞けないでいた。

　その間彼は海外出張もあったが、一緒に寝るときは必ず求められて、愛し合った。

　愛し合った……？　本当に愛ゆえの行為なのだろうか。巧さんが夫婦の義務を果たしているだけだとしてもおかしくはない。

「ここはもう少し詰めた方がいいわね。才賀様、その方がウエストからラインが綺麗に見えますわよね？」

　考え事をしていると、デザイナーの女性の声が耳に入ってきてハッとなる。

「え？」

　壁一面の鏡の前で、スタッフの女性が私の身に着けているウエディングドレスにピンを留めていた。

「そ……う、ですね」

　オフショルダーのオーガンジーとパールをふんだんに使った、贅沢なウエディングドレスだ。

　一度しか着ないのにもったいないのでレンタルでいいと巧さんに異議を唱えると、一生に一度のことだからこそオーダーメイドにすると却下されたのだ。

『俺たちの娘が君のウエディングドレスを着るかもしれない』

『娘ができなかったらどうするんですか？」

『そのときは、息子のお嫁さんに着てもらおうか』

　遠い未来を想像して私が幸せな笑みを漏らしたのは、彼に忘れられない女性がいるという話を知らなかった頃だ。

「旦那様にもご覧になっていただきますか？」

「……はい、呼んでいただけますか？」

　スタッフに呼びに行ってもらい、サロンで待っていた巧さんがフィッティングルームに現れた。

　一メートルほど離れたところで立ち止まり、私の姿を見るなり破顔する。

「想像していたよりも綺麗だ」

「ドレスが……？」

　まだ冗談が言える。大丈夫。このまま巧さんと幸せな家庭を築くことができる。

　巧さんは「クッ」と楽しそうに顔を緩ませた。

「もちろんドレスと和泉の両方だ。結婚式当日は、綺麗すぎて出席者全員が目を見張るだろう」

　周りにスタッフがいるにもかかわらず、私が恥ずかしがるのがわかっていて彼はしれっと甘い言葉を紡ぐ。

「まあ、素敵な旦那様ですこと」

「お、夫は外国育ちなので……」

　デザイナーの女性とスタッフは、納得したというように大きくうなずいた。




　ウエディングサロンの後、近くのパーキングに歩を進める。仮縫いのチェックの間、雨は降ったようだが今は上がっている。

　水たまりを気にしながら歩いていると、巧さんが口を開く。

「買い物をして、夕食はどこかで食べて帰ろうか」

　私は巧さんの提案に首を左右に振る。

「ずっと母屋で食事をしていないので、帰りましょう。おふたりの好きな和菓子を買って。たしか近くにお店があったかと」

　朝食は毎日母屋で食べているが、夕食はお手伝いさんがキッチンカウンターに運んでくれた料理をいただいている。

　なにかと心配りをしてくれる義祖父母とは朝しかここのところ会っていなくて、申し訳ない気持ちだった。

「和泉は優しいな。そうしてくれると祖父母が喜ぶ」

　大好きなふたりなので、一緒に食事をするのは楽しい。巧さんはそんなに気を使わなくていいと常に言ってくれているが、私が会いたいからなのだ。




　夕食は四人で食卓を囲み、おじい様と巧さんはビールから日本酒に変更して、おいしい料理をつまんでいる。

　私は今日ウエディングドレスの仮縫いのときの話をして、おばあ様を笑わせた。

「巧さんったら、和泉さんが恥ずかしいじゃないの。外国育ちだから仕方がないと思うけれど、ところかまわずなのは考えものね。重三郎さんなんて新婚のふたりきりのときでさえ、そんな言葉をかけてくれなかったわ」

　おじい様は苦笑いを浮かべる。

「いやいや、あの頃と今では時代が違うじゃないか。ウエディングドレスを着た和泉さんを早く見たいものだ。初々しい花嫁が目に浮かぶよ」

　楽しそうにおじい様はうんうんとうなずき、おちょこを手にした。




　三時間ほど母屋で過ごして、離れに戻った。

　義祖父母との時間はとても楽しく、巧さんも普段通りで優しく、会話も弾んだ。

　巧さんが中本さんに〝忘れられない女性がいる〟と話したのは、破談にする言い訳ではなかったのだろうかと思い始めていた。

　巧さんに愛されたい。

　広い背中、しまった臀部、バランスの取れた肢体に体が疼き始める。

　その思いに駆られて、前を歩く巧さんにうしろから抱きついた。

「どうした？　積極的じゃないか？」

「ふふっ、巧さんのうしろ姿って色気たっぷりだなって」

　彼の背中に頬をあてる。いつもつけているトップノートは爽やかなのに、だんだんとウッディ、そしてムスクの香りが鼻をくすぐる。

「うしろ姿か。和泉の性癖を見つけたかな」

「もうっ、性癖って。純粋にかっこよくて素敵だなって思ったんです」

　パッと巧さんから離れ、振り返った彼に頬を膨らませてみせる。彼は目じりを下げて、私の頬を軽くつまんで離す。

「うしろ姿だけじゃないですよ。引きしまった胸筋とか割れた腹筋とか、すごく綺麗です」

　にっこり笑って、大胆にも彼のシャツのボタンをはずし、手のひらをおなかの部分にすべらす。

「かわいい奥さん、俺を誘っているんだな？」

「そうかも……しれ――んっ」

　性急に唇が塞がれる。

　それから彼の唇が首筋に吸いつき、ピリッとした痛みを覚えるが、それでさえも気持ちいいとさえ思ってしまう。

「たく……んんっ」

「なんだ？」

　ベビーピンクのニットの裾から上に持ち上げられ、ばんざいさせられる格好になる。

　ブラジャーのホックが取られ、ごく平均的な大きさの膨らみがあらわになり、手のひらで包み込まれた。

「あ、んっ……」

　頂がつままれてあえぐ声が漏れ、唇が塞がれる。快楽のスイッチを押されたみたいに下腹部がジンと痺しびれてきて、立っていられなくなりそうだ。

　そう思った瞬間、体が宙に浮いた。巧さんがお姫様抱っこをしたのだ。

「ベッドで積極的な和泉を見せてくれ」

　すでに呼吸を乱している私に、巧さんは不敵な笑みを向けて軽々とベッドルームに歩を進めた。




　翌日も朝食を母屋で食べて、巧さんの書斎で思い思いに仕事をしていた。

　彼が『書斎も自由に使って』と言ってくれたので、最近はよくここでお互いそれぞれの時間を過ごしている。物がなく広々としていて居心地がいい。

　巧さんはデスクでパソコンと書類を開き、私はひとり掛けのソファ椅子に座って仕事をしている。先日のランタンの件だ。

「コーヒーを入れよう」

「あ、私が」

「和泉は座ってていいから。仕事を進めて」

　巧さんは腰を浮かせた私をソファに座らせて、書斎を出ていった。

　彼がキッチンへ向かってすぐ、デスクの上にあったスマホが着信を知らせる。

「急用かな」

　キッチンにいる巧さんにスマホを持っていってあげようと思い、急いで腰を上げる。

　彼のスマホを手にして、私は動きを止めた。

「麗れ奈な……？」

　女性の名前が画面に映し出されて、ぼうぜんとなっている間に音が鳴りやんだ。

　続いてメッセージが表示された。ハートのアイコンにはカタカナで〝レナ〟とある。

【おなかの赤ちゃん、三カ月になったわ】

　一瞬読み間違えたのかと思った。

【エコー写真送るわね】

【巧に会えるのを楽しみにしてる】

　次々と表示されるメッセージに心臓が暴れ始める。

【忙しいと思うから、私からまた連絡するわ】

　この女性は、なぜ巧さんにこんなメッセージを送ってくるの？

　ふたりのただならぬ仲のよさがうかがえ、スマホを持つ手が震える。触れてはいけなかったものを離すようにパッとデスクの上に置き、今まで座っていた場所に戻る。

　もしかして……麗奈さんって人が、忘れられない女性……？

　でも赤ちゃんって？

　父親が巧さんじゃなければエコー写真なんて送らないよね？

　グルグルと疑念が脳裏を巡って、吐き気を覚えた。

　巧さんはおじい様が気に入った私と結婚し、忘れられない麗奈さんとの子どもをつくった？

　だけど、おじい様がいくら私に恩を感じてくれていたとしても、巧さんならば私との結婚を回避できるはず……わからない……。

　巧さんがマグカップにコーヒーを入れて戻ってきたときも頭の中は混乱していたが、彼は私に飲み物を渡すとすぐ席に着き、スマホを見ることなく仕事を始める。

　私は書類を見ているふりをして、巧さんの姿を見ていた。




　忘れられない女性がいるかもしれないことを、破談にするための嘘だと一度は自分を納得させたのに、やはりいたのではないかと思い始めてきている。

　複雑な思いを抱えながらも、仕事はきっちりしなくてはならない。

　週明け、頭の片隅に巧さんの件を押しやって仕事をするのはかなり苦しかった。

「和泉さん、広報にサマーフェアの件、どうなっているのか確認してもらえますか？」

「はい」

　一カ月後に迫ったサマープランは宿泊客限定でナイトプール、東南アジアの料理を提供し、庭園にはエキゾチックなランタンを何百個と飾り、異国の雰囲気を味わってもらうのが狙いだ。とくに若い世代は興味が惹かれるのではないかと思う。

　尚子と明日香にもそういうプランがあったら来てみたいか聞いたところ、私の顔を立てるとかではなく、ぜひ遊びに行きたいと言ってくれている。

　サマープランの原案ができたら、各メディアで宣伝しなくてはならないので、時間との勝負だ。

　こんなふうに自由に考えさせてもらえるのも、才賀ホールディングスの援助のおかげで、失敗したら……と思うと怖くもなるのだが、巧さんは『みんなの興味を引くなかなかのアイデアだからやってみるといい』と背中を押してくれている。

　巧さん……。

　一緒にいるときは愛されている感覚はあるのに、彼の本当の心は誰にあるの？




　その週の金曜日、神じん保ぼう町ちょうの出版社で商談があり、終わった頃には十八時を回っていた。

「和泉さん、才賀ホールディングスに近いわね。今日は直帰して会いに行ったらどうかしら？」

　緒方さんに勧められて、巧さんに連絡をしないで会いに行くのは躊躇したが、驚かせるのもいいかもしれないと思い直し、彼女と別れてタクシーに乗って向かう。

　やっぱり連絡した方がいいかな。会議中だったら……？

　いろいろ考えてしまうが、彼をびっくりさせたくて連絡をしないままにすることにした。

　タクシーが才賀ホールディングスの社屋の少し手前で止まり、降りてロビーへ行こうとしたとき、自動ドアから巧さんが出てきた。

「たく――」

　近づこうとした足が止まる。

　巧さんの隣にふわっとした雰囲気の女性が並んだのだ。

　女性は彼の腕に手を置いて笑顔を向けているが、巧さんの表情は私からは見えない。

　胸がズキッと痛む。

　黒塗りの高級車が止まりふたりは後部座席に乗り込んで、私がぼうぜんと見ているうちに走り去った。

　彼女は……誰？

　とっさにバッグからスマホを取り出して巧さんにかけようとしたが、できなかった。

　現実を知るのが怖い。

　もしかしたら彼女が麗奈さんで、巧さんの忘れられない女性なのかも。

　家に帰りたくないと思ったのは初めてだった。

　ぼんやりと電車に乗って、気づけば宮下家の最寄り駅を通り過ぎていた。

　……今夜は実家に泊まろう。

【香織と櫂に会いたくなって実家へ来ました。今日は泊まろうと思います。和泉】

　巧さんにメッセージを送り、実家にもこれから行く旨を電話した。継母は急なことで驚いていたが、『久しぶりだわ。楽しみに待っているわね』と言ってくれた。




　駅に到着して、みんなが好きなフルーツたっぷりのホールケーキを買って実家へ向かった。

「和泉姉ちゃん！」

　櫂が玄関で出迎えてくれる。それから継母もエプロンで手を拭きながら出てきた。

「和泉、いらっしゃい」

「ただいま。デザートに食べようと思ってケーキを買ってきたの。香織は部活？」

「ええ。毎日ね。八時過ぎると思うわ」

　リビングに入り、父も今夜は遅いことを知る。

　私が結婚してから、父は以前の威圧的な態度から徐々に軟化しており、最近では怖いと思わなくなってきている。

「櫂～、勉強がんばってる？」

「もちろんだよ。がんばらないとね。みんなすごいんだ」

　久しぶりに会う櫂は少し大きくなったように見える。

「和泉、巧さんは出張なの？」

「え？　うん、そうなの。急に来てごめんね」

　つくり笑いを浮かべながら取り繕う。

「私たちはうれしいわ。夕食にしましょう」

「手を洗ってくるね」

　洗面所へ行く前に、巧さんからメッセージが入っていないか気になってスマホを確認すると、【久しぶりに楽しんでくるといい。突然だが、明日からシアトルへ出張になった。帰国は一週間後だ。また連絡する】とあった。

　出張……。一週間も会えなくなる。今すぐ家に帰る……？

　そんな思いに駆られるが、先ほどの女性と歩くシーンが蘇りとどまった。

　巧さんはまだ家に戻っていないはず。

【わかりました。出張の準備のお手伝いができなくてごめんなさい。気をつけていってきてね】

　胸の痛みをこらえてメッセージを送った。




　月曜日、出社して各方面へ精力的に動き回って、オフィスへ戻った。

　少し仕事から解放されると、すぐに巧さんを思い出す。

　土曜日に実家から戻ったときには巧さんは出かけた後だった。

　喪失感に襲われて、週末はなにもやる気が起きなかった。

　実家へ行った夜、泊まらずに戻れば彼に会えたかもしれない。でもあの女性と外泊していたら……などと考えてしまい、気持ちが前へ進まず帰れなかった。

「本日のランチはアジアンナイトの料理の試食会ね。社長や重役、部長クラスが食事に来るわ」

　緒方さんがメニュー表をデスクの上に置く。

「ありがとうございます」

　メニュー表に目を落として確認する。

「おいしそうですね。試食はもう少し若いスタッフに食べてもらいたいと思うのですが？」

　父親の年代ばかりの人たちに、東南アジアの料理がおいしいと思ってもらえるのか心配だ。だが、お客様にはそういった年代もいるだろう。

「そうね……とりあえず、召し上がっていただきましょう。シェフたちも食べやすいように作っているはずだから」

　緒方さんのアドバイスでうなずき、企画発案者なので早めに会場へ向かった。




　食事は社長や重役たちに好評で、私も少しずつ全種類を食べメニューの判定をした。

「和泉さん、社長たちも喜んで召し上がっていましたね」

「はい。評価はよかったですね」

　すべての料理を少しずつ食べたので、おなかが苦しい。

　まだ料理が残っていたので、若い社員たちにも食べてもらっている。

　辛い物を好む人用に自分でプラスできる調味料や、パクチーが苦手な人もいるのでシェフがサーブするときに尋ねるなど、細々とした考えをオフィスに戻ってまとめる。

　緒方さんが席をはずすと、仕事モードがふと途切れて巧さんのことを考えてしまって思い悩んだ。




　自宅に戻った時刻は二十一時を過ぎていた。

　カウンターにはひとり分の夕食が用意されている。

　デミグラスソースのかかったハンバーグと、別に盛りつけられたサラダ。レンジに入れる際に生野菜が温まらないよう配慮してくれているのだろう。

　ワンプレートにすれば手間が省けるのに、さすがの気遣いに頭が下がるばかりだ。

　すごくおいしそうなのに、ランチにアジアン料理をたくさん食べてしまったので食欲が湧かない。

　カウンターの隅に巧さん宛ての手紙が積まれているのが見え、それらを手にして彼の書斎のデスクに置きに行く。

　ドアを開けて入口の電気スイッチを押すと、書斎に明かりがつくとともに、この部屋の主のフレグランスが香ってくる気がする。

　デスクに近づいて手紙の束を置こうとしたとき、封の開いていた封筒に手が引っかかり落としてしまった。

「あっ！」

　急いでしゃがんで床に落ちた封筒を拾おうと手を伸ばしたとき、一枚の黒っぽい写真が目に入った。そのそばには一枚の用紙も。封筒が落ちたとき出てしまったようだ。

　これは……。

　こわごわと持ち上げて見ると、エコー写真であることに気づく。小さいがちゃんと赤ちゃんだとわかる。

　どうして……？　どうしてこんなものがデスクにあるの？　誰の赤ちゃん……？

　先日のスマホに送られてきたメッセージを思い出す。

【おなかの赤ちゃん、三カ月になったわ】

　このエコー写真に写っているのは、巧さんの赤ちゃんなの？

　ギュッと胸が締めつけられて呼吸が乱れて苦しくなる。

　さらには床に一緒に落ちた用紙を見て息をのむ。

「離婚届……なぜここに？」

　エコー写真と離婚届に決定的なものを感じて、頭をガツンと叩かれたほどの衝撃を受けた。

　震える手でエコー写真と離婚届を封筒に入れ、デスクの上に戻した。

　ぼうぜんとリビングへ戻ったが、ソファに着く前にくずおれて床に座り込んだ。

　巧さんは私と離婚するつもりなの……？

　ふわっとしたかわいい印象の女性の笑顔を思い出し、涙がポロポロあふれ出てくる。

　忘れられない女性がいるのなら、私と結婚なんてしなければよかったのに……。

　涙でかすむ目が、ソファの上に二体並んで座る船長の白くまのぬいぐるみへ向く。

　こんなに苦しい思いをするのなら、巧さんに出会わなければよかった。




　二日後、単身飛行機に搭乗し、グアム国際空港に到着してタクシーでホテルに向かった。

　東京では雨が降っていたが、こちらはいいお天気だ。

　グアム出張は来週の予定だったが、工事期間の話し合いを早めにしたいと理由づけて日本を離れた。

　緒方さんには高輪の方のサマープランをしっかり見てもらっている。

　ホテルに到着後、総支配人やオフィススタッフとミーティングを済ませ、部屋に戻ってきた。

　外はすでに陽が落ちており、疲れを感じてベッドに倒れ込んだ。

　今まで気負っていたので、巧さんとのことはグアムに着いてから考える隙間もなかったのだが、ひとりになって彼のことを思い出す。

　一大決心をした自分を褒めてあげたい。だが、そのことを思い出すと涙が出てくる。なぜならば、日本を発つ前に離婚届に記入して出てきたからだ。

　自分の決心は時期尚早で、ちゃんと話し合うべきなのだとわかっているが、巧さんと話をして惨めな思いをしたくなかった。

　あと数日で巧さんは帰国する。

　いつもは出張先から電話をかけてくるのに【日曜の朝、羽はね田だ空港に到着する】とだけメッセージが送られてきた。忙しいのだろう。それとも、離婚する私の声なんてもう聞きたくない？

　寂しい思いをしながらも【わかりました。お気をつけて】と返信したのだった。




　巧さんが今日アメリカから帰国する。帰国日が近づくにつれて、ずっと落ち着かない気分に襲われていた。

　離婚届を見て安心する？　忘れられない女性と結婚できるのだから、私のことなんてどうでもいいよね？

　彼を解放してあげるのが、私にとっても最良なのだ。愛のない結婚を続ければつらくて不幸になるのだから。

「ミズ・サイガ。おはようございます」

　総支配人が砂浜の散歩から戻ってきた私に笑顔で近づき、英語で話しかける。

「おはようございます」

「今日は日曜日なのに、早いですね。若いんですからたっぷり寝てください」

　眠りたくても精神が参っていて、睡眠時間がほとんど取れていない。

「グアムの気候がいいので、ワクワクして起きちゃうんです」

　嘘をついて笑みを浮かべる。

「今日はオフィスが休みなので、ミズ・サイガも休んでください」

「はい。午後はショッピングモールと恋人岬に行ってこようかなと思っています」

「それがいいです。気分転換してきてください」

　そこで総支配人はフロントスタッフに呼ばれて、「では、失礼します」と言って立ち去った。




　正午、バスに乗って向かった。

　恋人岬に行く途中にあるショッピングモールをぶらつき、フードコートにある中華料理店でチャーハンと青菜の炒め物、チキンのオレンジ煮をチョイスしたが、少し食べただけで喉を通っていかずに残してしまった。

　今日は日曜日なだけあって、現地の家族連れや観光客で賑わっている。

　恋人岬も観光客で混んでいると思うが、巧さんとつけたハート形の南京錠を探してフェルトペンで名前を消そうと思っていた。

　本当なら南京錠をあそこからはずして捨ててしまいたい。でも鍵は三桁の数字で、あのとき巧さんは教えてくれなかった。

　ショッピングモールからまたバスに乗る。

　車内では日本語や韓国語が飛び交い、楽しそうに話しているカップルばっかりだ。

　ほどなくしてバスは恋人岬に到着した。

　バス停からハートロックウォールに向かい、周りの景色も眺めることなく南京錠がぎちぎちにつけられた場所に立った。

　あのとき巧さんはどの辺につけた？　たしか真ん中よりも左寄りだった記憶だ。

　この中で自分たちの南京錠を見つけるには至難の業だろう。

　一つひとつ見ていく私に、南京錠をつけに来たカップルは変な目を向けてくるが、気にしないで探す。

　見つけてふたりの名前を消したら、きっと私の巧さんへの想いもなくなる。

　だが、三十分探しても見つからない。

　あきらめずにしゃがんで一つひとつ確認していると、隣に人が立った。南京錠をつけたいのだろう。

　英語で「すみません」と口にして邪魔にならないようにずれようとしたとき、突然腕を掴まれて立たされ、びっくりして声も出なかった。

　私の腕を掴んでいる手から顔を見て、さらにあぜんとなった。

「どういうつもりで離婚届を書いたんだ！」

　鋭く問いつめるような眼差しと口調を放ったのは、巧さんだった。

「さっきからずっと俺たちの南京錠を探して、なにをするつもりだ」

　巧さんから怒りを感じる。

　しかし、なぜ私が怒られるのか。わざわざグアムまで来て文句を言うなんてと、私の方も腹が立ってきた。

「離してください」

　巧さんの手を振りほどいて、真っ向から睨みつける。

「探し出して名前を消すつもりです。ペンチがあったら切って捨てているところです」

「は？」

　彼は一瞬呆気に取られたが、私の手を掴むとその場から勢いよく歩き出した。

「離して！」

「断る。説明してもらうからな」

　巧さんは道の端に止まっていたレンタカーに近づき、私を助手席に座らせ、シートベルトを彼自ら身を乗り出して装着するとドアを閉めて、運転席に座った。

　今日は日曜日。巧さんが日本に帰国する日のはずなのに、なぜここに……？

　それに離婚届のことで怒っているようだ。

　あんなに怒り心頭の彼をいまだかつて見たことがない。とはいえ、私だって怒っている。

　ホテルに戻るまで窓へ顔を向けて、ひと言もしゃべらなかった。




　彼はご丁寧に部屋まで取ったようで、中に私を入れると冷蔵庫からミネラルウォーターを二本手にして一本を私に渡し、キャップを開けてゴクゴク水を喉に流し込む。

　立ったまま半分ほど飲んで、ペットボトルをテーブルに置いた。

「話してもらおうか。なぜ離婚届を書いた？」

　少し時間が経って気持ちが落ち着いたのだろうか、それとも怒りを抑えているのか、静かな声色に寒気が走り背筋がぞくぞくする。

「巧さんが望んでいるから。今日は日本に帰国する日のはずなのに、どうして？」

「帰国を早めて連絡しなかったのは驚かそうと思っていたからだ。……座って話そう」

　彼は私にベッドの端に腰を下ろすよう促し、自分はひとり用の椅子を持ってきて私の目の前に座った。

　その途端、話すのが怖くなって立ち上がって、ドアの方へ足早に歩を進める。

「和泉！」

　ドアの取っ手を掴んだところでうしろから強く抱きしめられた。

「ど、どうして抱きしめるの？　あなたには麗奈さんがいるのに！」

「なぜ、麗奈を知っている？　言っておくが俺には和泉しかいない。愛しているのは和泉だ」

　え……？　私……？

　麗奈さんからのメッセージ、社屋で目にした女性、エコー写真、そして離婚届。すべてが私の勘違いだったって言うの？

　彼の腕の中で振り返り、困惑した目を向ける。

「和泉、なにか言ってくれ」

　苦しそうな瞳を向け、巧さんの手のひらが私の頬に触れる。

「麗奈さんが……巧さんの忘れられない女性なんですよね？　私を妻にしたのは、命の恩人との結婚を望んでいるおじい様を喜ばせたかっただけ。別の人と赤ちゃんができたのだから、私は別れます」

「エコー写真を見たのか？　だとしたら誤解だ。愛しているのは和泉しかいないと言っているだろう。たしかに俺には忘れられない女性がいる。そのことや麗奈のこと、なぜ知っている？」

　もう一度ベッドまで連れてこられて腰を下ろす。今度は隣に巧さんも座って、私の手を握って離そうとしない。

　巧さんの言葉を本当に信じていいの？　私を愛している……？

　離婚の機会をあげたのに、ここまで否定するのは本当に……私を？

　でも今の口ぶりだと、忘れられない女性は麗奈さんではなく別の女性なのだ。

　そう考えると胸が痛い。

「和泉、話してくれ。俺もすべて説明する」

　このまま話さなければ前へは進まない。

　私は、麗奈さんからのメッセージを偶然見てしまったことや、長嶋社長の秘書の中本さんが巧さんの元お見合い相手で、私が彼の妻だと知ると彼には忘れられない女性がいるという理由で断られたという話を聞いたことを伝えた。

　そして巧さんが女性と車に乗り込むところを目撃し、彼の書斎でエコー写真を見てしまったことも。

　じっと話を聞いていた巧さんは、重いため息を漏らした。

「悩ませてすまなかった。麗奈は才賀の方の従妹いとこで、妊娠をしたが相手が浮気性の男で、離婚をしたいから力になってほしいと言われていたんだ。叔父を説得しに向かうところを見たんだな」

「麗奈さんが従妹……」

「両親には赤ん坊の件を反対されていたんだが、彼女は浮気性の男の子どもでも産みたいと決めていてね。それから……」

　巧さんはぼうぜんとしいる私の顎をそっと持ち上げ、視線を絡ませる。

「忘れられない女性は……和泉、君のことだ」

「え……？」

　会ったことがないのに、意味がわからずにポカンと口を開く。

「祖父の具合が悪くなったとき、和泉が機転をきかせて助けてくれたが、それだけではなく、君はその後の祖父の容態を心配して電話をかけてきてくれただろう？」

　あのときのことを思い出して、コクッとうなずく。

「電話に出たのは俺だ。和泉の優しい声に心臓を射ぬかれたんだ」

「こ、声だけで……？」

「電話のとき、君はフロント係の上原和泉だと名乗っただろう？　声に惹かれ、祖父を気遣う君がどんな女性なのか確認したくてホテルへ行ったんだ」

　私を見にホテルへ……。

　告白する巧さんは少し照れくさそうだけれど、しっかり目を見て話をしてくれる。

「それと見合いの件。和泉との縁談話を知らない才賀の叔父が、独身でいる俺を心配して内緒で見合いを設定した。仕事の件で知り合いを紹介すると言われて行ってみたら女性がいて、見合いだと知って即座に断ったよ。その人に偶然和泉が会ったなんて……長嶋社長の秘書だとは知らなかった。会ってすぐ、忘れられない女性がいると話して立ち去ったから」

「じゃあ……本当に忘れられない女性は、私なんですね？」

「ああ。この年になって和泉にひと目惚れをしたんだ。だから、祖父が勧めた俺たちの縁談も俺は喜んだ。クルーズ船でのことは前に話した通りだ。横浜港から乗船したかったがそれは叶わず、なんとか仕事の都合をつけて和泉に会いにケアンズへ飛んだんだ」

　ホッとした途端、涙腺が決壊して涙があふれ出てきた。

「君を混乱させてしまいすまなかった」

　ハンカチでこぼれ落ちる涙を拭ってくれる。

「……よかった。忘れられない女性が私で……うれしい」

「もっと早く話していれば、こんなに悩ませなくて済んだのに」

　頬を手の甲でそっとなでられ、唇が優しく塞がれる。涙の味がするキスだった。

「もう今後はこんな思いはさせない。愛している。和泉。俺は政略結婚の話がなかったとしても君に会いに行って、俺を知ってもらおうとしただろう」

　真摯な眼差しで見つめられ、感涙しながら巧さんに抱きついた。その瞬間、巧さんの体がベッドに沈む。

「愛しています。巧さんを困らせたくなかったから離婚届を書いたんです。もう二度と離しませんからね」

「本望だよ。和泉」

　麗しく微笑みを浮かべる巧さんの唇に、私からキスを落とした。

「あ！　巧さん、日本へ帰らなければいけないのでは？」

　唇を合わせてから、ハッとなって顔を上げる。

　今日は日曜日、明日は出社のはず。今から空港へ急いで向かえば、最終便に間に合うだろう。

「来てすぐに帰るわけないだろ。山本にスケジュール調整させて一週間休みだ」

「一週間も！　うれしいです」

　彼を組み敷いたままギュッと抱きつくと、体が反転して組み敷かれた。

「まったく。和泉に会うまでハラハラした。思う存分、愛させてもらうからな」

　私は巧さんの頬に両手をあてて引き寄せる。

　唇と唇が触れるギリギリのところで止めた。

「愛して……。あなたが私のものだとしっかり思わせて」

　そう言って、口角が上がった唇に唇を重ねた。




　翌日、どうしてもハート形の南京錠を探したくて、再び恋人岬のハートロックウォールへやって来た。

　昨日あんなに探したのに、今日は呆気なく見つかった。

　南京錠には〝巧〟とあった。あのとき、この名前を見ていたら気づいていた？

　でも考えてみたら、取りつけるとき彼は私から見えないようにしていたかも。

「すごい！　あったわ！　巧さんっ、見つけたわ！」

　飛び跳ねて喜ぶ私に巧さんは笑う。

「そんなに見つけたかったのか？」

「はい。昨日よりも今日の方がその思いは強いです」

「昨日は名前を塗りつぶすと言って息巻いていたからな。和泉に見つからないよう隠れていたんじゃないか？」

「ふふっ。巧さんって意外とメルヘンチックですね」

　笑いながらバッグの中から油性フェルトペンを取り出す。そんな私に巧さんは目を見張る。

「なにをする気だ？　まさか塗りつぶすのか？」

「そんなことしないですよ。ほら、名前だけしか書いていなかったから、これを――」

　私は油性フェルトペンで、ふたりの名前の間に【幸せをありがとう】と書いた。

「和泉」

　書き終えた私の肩に手が置かれ、巧さんの方に向かされる。

「幸せになれるのは、キュランダ高原鉄道で初めて出会ったときからわかっていた」

「巧さん……」

「これからもっと幸せにする」

　端整な顔に笑みを浮かべている巧さんは顔を近づけ、唇を重ねた。

「んんっ……っ、こんなところでだめっ」

　彼からパッと離れて視線を辺りに向けると、東洋人の女性と目と目が合った。

　その女性から慌てて視線を巧さんに向けて頬を膨らませる。

「もうっ、見られていたじゃないですか」

「別に俺はなんとも思わないが？」

　そうだった……巧さんは外国で育ったから慣れているんだった。

「私は恥ずかしいんですっ」

　そう言っているのに、巧さんは楽しそうに笑う。

「俺はしたいときにするから、覚悟しておいて」

　しれっと宣戦布告して、もう一度私の腰を引き寄せて唇を塞いだ。

　恋人岬は悲恋伝説で有名な場所だけれど、こんなにもカップルが南京錠をつけて願をかけている。それは記念だったり、おもしろ半分だったりするかもしれない。

　でもここは、私たちにとっては最高の場所であり、幸せを確信できた場所。

　これからも時折訪れてふたりで景色を眺めたい。
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波乱の後の順風満帆な生活　巧視点




　砂浜からグアムの海で遊ぶ和泉、香織ちゃんや櫂君を、俺と祖父はビーチベッドに座り眺めていた。

　俺たちのビーチベッドの間のテーブルにはビールがある。

「巧、お前たちと旅行に来られてこんな幸せなことはない」

「喜んでもらえてうれしいですよ」

「ああ。貴美子も若返ったように、和泉さんのお母さんと買い物を楽しんでいる」

　グアムのクレストピアホテルは、九月から十二月中旬までの改装工事を経て、リニューアルオープンした。それ以来、ホテルはほぼ満室で賑わっている。

　社長である和泉の父親も、以前とはガラリと変わったラグジュアリー感たっぷりな雰囲気のホテルと集客に大満足だ。

　俺と和泉は上原家と祖父母を連れて、年末の休暇を過ごしていた。

「昨晩のレストランは雰囲気がよくてシーフードもおいしかった」

　祖父は満足そうにうなずく。

　早朝の静かなエメラルドグリーンの海や、沈む太陽、さまざまな景色をテラス式のフロアに設置されたテーブルで食事をしながら眺められる。

「あのレストランの改装も、和泉が考えたんですよ」

　クルーズ船の旅で食事をしたレストランは、ポリネシアンの雰囲気たっぷりになっている。

「和泉さんはがんばり屋で、仕事もできてセンスがいい。なによりも夫婦仲がよくて、わしはうれしい」

　しわのある顔を緩ませながらビールを飲んだ祖父の口髭に泡がつく。そんな様子を見ると、俺まで幸せな気持ちになる。

「そうですね。和泉に出会わせてくれたおじい様には感謝しても感謝しきれません」

「ひ孫が見たいところだが、まだまだのようだな」

　祖父はコロコロと表情が変わり、今度はがっかりしたよう顔つきになった。

　子どもの件は縁談を持ちかけたときの祖父の希望だったが、思いのほか和泉の会社への熱意があるのを知って、祖父には申し訳なかったが俺が彼女に二年間の提案をした経緯がある。

「ええ。二年間は和泉に仕事をさせる約束ですよ」

「巧が強引にわしに約束させたのだろう？」

　苦笑いした祖父は、海の中で遊んでいる三人へ視線を向けた。




　去年の十二月。

　祖父はホテルクレストピア高輪で食事をし、迎えの車を待っている間に体調が悪くなった。

　フロントでアルバイトをしていた和泉は、胸の辺りを押さえてふらふらしている祖父に気づき、ドアの手前で倒れ込んだところをすばやく支え、即座に救急車を呼んでくれたという。

　和泉の行動が一歩遅かったり、気にも止められていなかったりしていたら、祖父は助からなかったかもしれない。

　その数日後、和泉が自宅に見舞いの電話をかけてきてくれた。

『宮下様のご容態はいかがでしょうか。ぶしつけかと思いましたが心配でお聞きしたくて……』

　和泉は遠慮がちに俺に尋ねた。

　俺はすぐに、透明感のある落ち着いた綺麗な声と話し方に惹かれた。

　普段ならいくら電話で素晴らしい対応をされても綺麗な声を聞いても、惹かれることはない。和泉の声には運命的なものを感じた。

『わざわざありがとうございます。容態は安定しましたので、来週には退院する予定です』

『安心いたしました』

『電話があったことを祖父に伝えておきます』

『いいえ、お伝えしていただくほどのことではないので。お忙しいところ申し訳ありませんでした。それでは失礼いたします』

　やわらかい話し方で通話が切れた。

　俺はその声の持ち主をひと目見たくて、ホテルへ赴いた。

　まだ大学生だという彼女は明るく、客対応も丁寧で、裏表のない性格だとすぐに把握した。

　声をかけたかったが、仕事中ということもあり断念して数日後、祖父から知り合いにクレストピアが経営危機だと聞いたと知らされた。

　和泉は病状を見舞った話は祖父にしないでいいと言ったが、病室を訪れた際に口にした。

『巧、なんだか楽しそうじゃないか。もしかして彼女が気に入ったのか？』

『まあ……そんなところです』

『あの娘さんはしっかりしていて、クレストピアグループの社長令嬢だというのにおごったところは微塵もなく、一生懸命なところがいい』

　顎に手をやり、祖父がなにか考え事をし始めたのをきっかけに俺は病室を後にした。

　祖父は和泉を命の恩人と考えており、長年利用していたホテルのためになんとかクレストピアグループを立て直しさせたいと考えて、才賀ホールディングスから援助をする代わりに政略結婚を持ちかけるという案を出した。

　祖父は援助を盾にしなければ、和泉は俺になびかないと思っていたようだ。実際、彼女は大学四年生で、結婚などまだまだ先だと考えていただろう。

　クルーズ船での一カ月間で、俺を好きにさせる計画が実行された。

『ＣＥＯ、一カ月近くも休暇を取るなどできるわけないじゃないですか』

　秘書の山本が目くじらを立てている。

『仕方がないだろ。祖父の命令だ』

『そう言いつつも、うれしそうじゃないですか』

『今まで休暇という休暇はなかったんだからな。あたり前だ』

　疑いの目を向ける山本に肩をすくめて、手に持っていた書類を彼に渡す。

『本当に休暇目的ですか？　お見合い相手を囲い込むつもりでは……？　クルーズ船では逃げられませんから』

　山本の考えは図星だったが、俺は肩をすくめるにとどめた。

　結局、俺は仕事で横浜港から乗船できず、寄港地のケアンズに飛行機で向かった。

　キュランダ高原鉄道の車内で、外国人の男に声をかけられていた和泉を助けるために行動を起こしたのだが、彼女は俺を見合い相手だとわからなかった。写真と実物、遜色ないものを和泉の父親に渡したのだが。

　和泉は外国人男性を避けるために、俺と一緒にいることを選んだ。同じクルーズ船に乗っている人物だとわかったのがその理由だろう。

　それでも楽しい時間だった。

　彼女が参加するオプショナルツアーについては、クルースタッフから常時、俺に情報が入るようにしていた。

　あちこちふたりで体験し、彼女と一緒にいるのが至福の時だった。




「巧さーん」

　物思いにふけっていた俺はハッとして、前を見る。和泉が手を振りながら砂浜を駆けてくる。

　彼女は日焼け対策に、長袖の白のラッシュガードを身に着けている。

「午後はイナラハン天然プールへ行きましょう」

　イナラハン天然プールは、溶岩が海水をせき止めてできたプールのような場所で、地元の人たちも多く訪れる観光地だ。

　俺に声をかけた和泉は、祖父にもにっこり笑いかける。

「おじい様もどうですか？」

「いやいや、わしはゆっくり部屋で休んでいるか、貴美子とアイスでも食べているよ」

「おなかが冷えすぎると困るので、あまり食べてはだめですよ」

　和泉は保護者のような顔つきになってたしなめる。

「わかっとる。わかっとる。ひ孫を見るまではまだまだ長生きをせねばな」

　祖父はずっと、〝ひ孫〟を和泉に意識させる機会をうかがっていたのではないだろうか。

「……おじい様、待っていてくださいね」

　和泉は祖父ににっこり微笑んだ。

「巧さんも櫂たちと遊びましょう。おじい様、巧さんをお借りしますね」

　足を投げ出して座っている俺の手を引っ張り、ビーチベッドから立ち上がらせるとそのままつないで波打ち際へ向かう。

「和泉、おじい様に待っていてくださいねって、どのくらい待たせるつもりで言ったんだ？」

「んー、このままホテルの集客状況が上向きだったら、すぐにでも」

　彼女の言葉に俺の足が止まる。

「すぐにでもって？」

「もうっ、意外と鈍感なんですね。その言葉の通りです」

「では今夜からだな」

「え？　それは早すぎますっ」

　あわあわと慌てる和泉を抱き上げ、膝の辺りまで水の中へ入っていくと、香織ちゃんと櫂君が「ヒューヒュー」「熱い～」などとはやし立てる。

「お、下ろして」

　妹と弟に冷やかされて、和泉の顔が一気に赤くなった。

　ますます香織ちゃんの「お姉ちゃん、顔真っ赤～」の声が大きくなる。

「早く、下ろしてっ」

「今夜からでいいと言わないと、ずっとこのままだからな」

　彼女だけに聞こえるように耳もとでささやくと、仕方がないと言ったふうにコクッとうなずく。

「まあ妊娠するかは神のみぞ知る、だけどな」

　俺は軽く彼女の唇を奪ってから、宝物を置くように和泉を下ろした。

　うるさい外野に見せつけるようにキスをしたので香織ちゃんと櫂君は絶句し、和泉の赤くなった顔はなかなか治らなかった。
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あとがき




　こんにちは。若菜モモです。『辣腕海運王は政略妻を容赦なく抱き愛でる』をお手に取ってくださりありがとうございました！

　このお話は【極上四天王シリーズ】四カ月連続刊行の一冊で、四名の作家が書いております。

　私の担当は《海運王編》。

　著書の中で外国が出なかったお話がほとんどないほど、主人公たちを海外へ訪れさせるのが大好きなので、願ったり叶ったりの《海運王編》でした。

　他の【三天王】まだ拝読しておりませんが、楽しみに読ませていただきたいと思っています。




　さて、少し物語の話を。突然父親に政略結婚を決められ、豪華客船に乗せられた和泉。相手が来るものと思っていたら、イケメンの登場。

　ヒーローに偽った名前をつけるのは簡単なのですが、どうしたら、和泉に対して誠実感が出るような名前になるか、考えるのに時間がかかりました。

　結果、〝巧〟に決定です。豪華客船の旅で和泉の気持ちを自分に向かせた策士な彼でした。読者の皆様に楽しんでいただけたら幸いです。




　最後に、この作品にご尽力いただいたスターツ出版の皆様、担当の若海様、編集協力の八角様、デザインを担当してくださいました川内様、ありがとうございます。

　もう何回もカバーイラストではお世話になっている浅島ヨシユキ先生、毎回美麗なイラストに感謝しています。

　この本に携わってくださいましたすべての皆様に、お礼を申し上げます。




　これからも小説サイト『Berry's Cafe』、そしてベリーズ文庫の発展を祈りつつ、応援してくださる皆様に感謝を込めて。




二〇二二年十二月吉日

若わか菜なモモ










愛息子の誕生




「おめでとうございます。男の子ですよ」

　出産直後、看護師さんは生まれたばかりの赤ちゃんを胸の上で抱かせてくれる。

　立ち合いをしてくれた巧さんが分娩台の隣に立ち、体を私の方に屈めた。

「和泉、おつかれ。とてもかわいい赤ちゃんだ。はじめまして。優斗。君の名前は優斗だよ」

　人生の最大とも言えるひと仕事を終えて、ひどく疲れているが、新たな命の誕生に気持ちが高揚している。

「本当に出産は言葉では言い表せないくらいに大変なものだな。立ち会えてよかったよ。がんばってくれたふたりが愛おしい」

　ねぎらいの言葉をかけられて、じんわりと目尻に涙が溜まり始めた。




　昨年末のグアム旅行で赤ちゃんのことを考えると言って、三カ月後、さっそく妊娠がわかった。出産予定日は十一月二十四日。

　妊娠しても悪阻は軽く体調もよかったので、妊娠八カ月まで仕事をしていた。

　去年好評だったホテルクレストピア高輪のサマープランは二回目を迎え、今年は南国の雰囲気をコンセプトに企画を進めた結果、大成功を収めた。

　アフタヌーンティーなども写真映えするような、おしゃれなスイーツやセイボリーを心掛けたところ、そちらも大好評で、赤字だった経営状況も徐々に黒字に転換しつつある。

　他のホテルも順調で、とくにグアムのホテルはＳＮＳなどで注目されており、繁忙期はほぼ満室、それ以外の時季も満足のいく集客状況だった。




　予定日より三日早い出産を終えて病室に移り、翌日から優斗のお世話が始まった。

　あまりの小ささに戸惑いもあり、最初はこわごわと抱いていたが、おっぱいのあげ方やオムツの替え方を教えてもらい、触れ合っていくうちに、なんとかしっかり抱けるようになった。

　夕方、果物と花束を持って現れたのは、仕事帰りの巧さん。

　ちょうどオムツ替えを終わらせ、産着をきちんと直したところだ。

　巧さんは触れるか触れないかくらいの力で、優斗の頬をさわさわと撫でる。

「たくさん写真を送ってくれたが、あらためて見ると本当に小さいな」

　優斗は二千九百グラムでどちらかというと、小さめかもしれない。

　初めて授かった息子がかわいくて、気づけばスマホを片手に写真を撮り巧さんに送っていた。

「体調はどう？」

「徐々によくなってきてる。巧さん、赤ちゃんを産む体って、すごいの。胸がパンパンに張ってきて母乳が出るんだから。もちろんそんなことは母親学級とかで知っていたけれど、身をもって体験すると、不思議な感じよ」

「そうだな。出産の痛みは男じゃ我慢できないと聞いたことがある。母になった体は偉大だと思う」

　彼は私の頬にそっと手のひらを置いて、軽く唇を重ねた。

「巧さん、抱いてみる？」

「怖いが、やってみるよ」

　ベビーベッドから優斗をそっと抱き上げて、巧さんの腕の中へ移動させる。

　巧さんが赤ちゃんを抱くと絵になる。

　枕元にあったスマホを手にしてふたりの写真を撮った。

「めちゃくちゃ軽く感じる」

「うん……」

「こうして息子を抱いていると、責任をひしひしと感じてくるよ」

「私も。親としてちゃんとしなきゃって。あれ……？　ちょっと臭い」

　優斗のお尻の辺りへ顔を近づける。

「ふふっ、オムツ替えたばかりなのに、うんちしたみたいです。パパの抱っこが気持ちよかったのかな」

　巧さんから優斗を引き取って、ベビーベッドに寝かせると再びオムツを替えた。




　五日後、私と優斗は退院した。平日だったけれど、巧さんはスケジュールを調整して、迎えに来てくれた。

　自宅に戻ると、おじい様とおばあ様が待っていてくれて、喜ぶ姿に私もうれしくなる。

　実家に戻らずに自宅を選択したのは、私と優斗が行くと継母が大変になるからだ。香織も櫂も学期末試験の勉強もあるので遠慮した。

　出産当日の夕方に来てくれた父と継母は、優斗と対面を済ませているが、香織と櫂は学校があってまだ会っていない。




　一カ月が経ち、あと数日でクリスマスだ。母子の一カ月健診も済んでいる。

「和泉さん、まだ香織ちゃんと櫂君はいらしていないのでしょう？」

　早めの帰宅をした巧さんと一緒に母屋で夕食をとっているとき、おばあ様が言った。

　優斗はこちらの家にもあるベビーベッドですやすや眠っている。

「はい。まだ」

「重三郎さんとも相談したのだけど、今週の土曜日の夜、皆さんのご都合がよければうちでお夕食をいかがかしら？」

「ありがとうございます。食べ終えたら電話してみます」

　おじい様と熱燗を飲んでいる巧さんは、ときどき席を立っては優斗を見に行くほど子煩悩ぶりを発揮している。

「巧、親バカになるんじゃないぞ」

　その姿に、おじい様が茶化す。

「どうでしょうか」

　茶化されても巧さんはしれっとした返事だ。

「おじい様、巧さんはお仕事で優斗と会える時間が少ないので、少しでも接したいんです」

　おばあ様がにっこりうなずく。

「巧さんには悪いけれど、優斗君のおかげで毎日がとても楽しいのよ。それに重三郎さんだって、巧さんにそんなこと言える立場じゃないのよ。ねぇ、和泉さん」

「おじい様もお仕事中、何度も着替えて優斗の様子を見に来ますものね」

　何度も着替えるのは、作業場に入ると木くずまみれになるからだ。

「ま、まあ……そうだな」

　おじい様は皺の刻まれた顔を緩ませる。

「じいじバカですね」

　巧さんにやり返されても、上機嫌なおじい様だった。




　土曜日の夜。

「お邪魔しまーす」

　元気に玄関から現れたのは香織と櫂だ。うしろから父と継母が来る。

「おばあ様、こんばんは」

「外は寒かったでしょう。早く上がりなさい」

「はいっ」

　出迎えたおばあ様とも何度も会っていて、ふたりとも懐いているのだ。

　両親がおばあ様と話をしているところへ、巧さんとおじい様が現れて挨拶を交わしている。

「さあさ、中へどうぞ」

　おばあ様に促され、両親はダイニングルームに歩を進めた。

　テーブルには、おばあ様も準備を手伝ってくれた会席料理が並んでいる。素敵な器やお皿においしそうな料理が盛りつけられていた。

　ベビーベッドで眠っている優斗に香織と櫂が近づき、その顔を覗き込む。

「優斗君すっごくかわいい」

「和泉姉ちゃん、新生児ってこんなに小さいんだね」

　香織と櫂が振り返って笑ったところへ、継母がやって来る。

「小さいのに整った顔は巧さん似ね」

「ふふっ、巧さんのミニチュア版よね。赤ちゃんを見ていると、櫂が生まれたときのことを思い出すわ」

　櫂が生まれたのは私が十歳の頃で、無理を言ってオムツを替えさせてもらったのを覚えている。

「和泉は香織の面倒を見ながら、櫂をかわいがっていたわね。あの頃が懐かしいわ」

　うん、と頷いたとき、巧さんの手が私の肩に置かれる。

「和泉、優斗が眠っている間に食事にしよう」

「優斗はすっかり甘えん坊だから、起きているときは抱っこしていないとご機嫌が悪くなるものね」

　昔の人が言う〝抱き癖〟なのだろうけれど、私は存分に甘やかしたいと思っている。

　全員がダイニングテーブルに着き、和気あいあいと楽しい夕食になった。父はおじい様と巧さんと極上のお酒を飲んで上機嫌だし、継母はおいしい料理のレシピをおばあ様に聞いたりしているうちに、優斗が目を覚ましてみんなの関心の的になった。




　その夜、お風呂から出て寝室へ入ると、巧さんはクッションを背にタブレットを見ていた。

「優斗、起きなかった？」

　壁に沿って置いたベビーベッドへ歩を進め、小声で尋ねる。

　巧さんは私のところへやって来て、うしろから腰に腕を回した。

「ああ」

　耳元でささやく唇が耳朶を食み、手がパジャマの前ボタンから入り込む。

「和泉を抱きたくて気が狂いそうだった」

　彼の腕の中で体を反転させ、唇を求めるように仰ぎ見る。

　巧さんの唇が重なった。久しぶりの触れ合いで、母から妻へと切り替わって胸がドキドキと高鳴り始める。

　そのとき――。

「ふ、ふ、ふえーん」

　ベビーベッドから聞こえてくる泣き声に、貪るようなキスが終わる。

　巧さんは優斗を静かに抱き上げる。

「優斗、少しだけママを君に返すよ」

　彼は端整な顔に苦笑いを浮かべつつ、手足をばたつかせて泣く愛息子をそっと私に抱かせた。
















この物語はフィクションであり、実在の人物・団体等には一切関係ありません。

本書の無断複写・転載を禁じます。
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